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（三田メディアセンタ一所蔵は 1632年の初版）

ガリレオはシェイクスピアと同じ年、 1564年に斜塔

のairピサで出生。天上界の現象を観察して人類の宇宙

観に大き く貢献したが、その一生はシェイクスピアの

劇を思わせる ような波湖の生涯で、あった。同時代の学

者の中で、ガリレオが特に馴染み深いのは本書 「天文

対話」のためであろう。この書物のためにガリレオは

宗教裁判にかけられ、地動説の放棄を命じられたが

「それでも地球は動く 」と言ったと伝えられ、以降真理

を守る殉教者の姿が定着しているからであろう。

本書は書名の主要部分を 「ガリレオ ・ガリレイの対

話。四日間の会合でプトレマイオスとコペルニクスの

二大世界体系について論じられ、どちらの側からも同

じように哲学的・自然学的根拠が提示される」と読め、

通称 「天文対話」の名で親しまれており、日常のイタ

リア諾で書かれ散文の傑作にも数えられている。

その内容をみると、当時の思想界を象徴する三人の

人物が登場する。地動説論者サルヴイアチ（ガリレオ

を代弁）、天動説の善良なる遁遥学徒シンプリチオ （ア

リストテレス、プトレマイオスを代弁）、穏健な知識人

ザグレド （両者への質問役）。

第1日目は天体の物体は地上の元素とは全く違った

第五元素からなっていると言うこと、また地球も月や

惑星と同様に運動する天体とみなす事を検討し合う。

第2日目は、地球が不動の物体ではなく自転 ・公転

する天体であると仮定した場合に、地上の物体の運動

を検討する、大地が回転しでも石や象や塔や町がなぜ

遠心力で天堂に吹き飛ばされないかを検討する、この

辺り数式を用いず簡単な図 （写真参照）で誰にでもと

の形容詞が誇張でない程、解り易く解き明かす技術は

ガリレオならではのものである。

第3日目は太陽黒点による地球の運動の証明で、月

の運動、また惑星の速度につき討議し合う。

第4日目、68歳のガリレオに 「天文対話」を出版さ

せる動機ともなった地球の自転 ・公転による潮の干満

現象の証明である。そもそも当時の科学知識では、天

動説にも地動説にも相当の根拠があ り、万人を納得さ

せるに足る証拠を双方とも見出し得なかった。その時、

ガリレオが地動説の動かざる証拠としたのが、以前よ

り主張していた潮の干満現象であった。しかも、この

彼の論は全くの誤論であり、テイコ・ブラーエや一部

聖職者等の説く月の引力説の方が正しかったのである。

全体にガリレオがコペルニクスの仮説に理解を示し

ている間は、教会関係者も内心の不満を押さえて自重

していたが、彼が聖書の語句の解釈にまで干渉し、ま

た本書によって天動説を瑚笑するに及んでは、 宗教裁

判を開かざるを得なかった。出版後ガリレオはローマ

に召喚され異端審問にかけられることになる。筋を通

すかあるいは獄死かの選択を迫られ、「太陽が宇宙の中

心であり地球が動くという誤った説を全く放棄し、以

降これを口にも筆にも取り上げたりしない」と宣誓し、

死を免れる。長年の限病がたたって晩年には失明、失

意のうちに1642年没。享年77歳。翌年ニュートンが誕

生。ケプラーの惑星の法則、ガリレオの仮説等いわゆ

る巨人の肩に乗り、万有引力によ る新しい宇宙論を数

理的に論証していく 。

徳川三代将軍家光の御世、地球の裏側での出来事で

ある。

（三田メ ディアセンター調査役 森園 繁）
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屋墨書

所長就任にあたって

慶謄義塾大学メディアネットとして新たな時代に

相応しい理念のもとにスタート してはや7年が経過

いたしました。その間われわれを巡る環境は長足の

勢いで変化し，その動向はとどまるところがないほ

どです。わが国大学図書館の内にあって質・量とも

に第 1級のコレクションを有する図書館を中心に，

高度な情報技術に支えられた新たなメディア環境に

適合しかっそれらをよりいっそう高い水準に引き上

げる先駆的な活動を展開している当メディアネット

には，まさに時代の先端を行くものとしての自負を

禁じ得ないものがあり ます。はからずもこのような

誇るべきメディアネッ トと関わることとなったこと

は誠に光栄です。同時に，このネット資産のサー

ヴイスを享受するー研究者として，メディアネット

との関わりについて，利用者の側にいっそうゆきと

どいた理解が求められていることも痛感してい

ます。

メディアネットは今日まで輝かしい歴史を歩んで

きました。それはまさに，慶膳義塾における教育 ・

研究・医療の先導的な展開・発展の途と並行する歴

史でありました。メディアネットは慶態義塾におけ

る学問 ・教育の欠くことのできない両輪のーっと

なってきたわけです。今日，情報通信技術の飛躍的

な発展によって，半世紀前，いや 10年前には想像

もつかなかった知的生産活動や，それをもととする

教育活動が，まさに地球規模で展開されようとして

います。このような時代の大きな転換の中でメディ

アネットが今まさに新たな方向をめざし，これまで

培ってきた教育・研究支援の体制をより高い水準に

引き上げようとする体制構築に積極的に取り組んで

いる現況を見て，そこに脈々と息づいている伝統と

の調和をはかりつつ，その伝統の新たな像を彫り上

げようとする姿勢に，まことに力強いものを感じる

次第です。5のキャンパスに展開するメディアネッ

いい だ ひろやす

飯 田 裕 康

メディアネット所長

メディアセンター所長

三回メディアセンター所長

慶慮義塾図書館長

Media Net No.a (2000.10) 

トの専門的・知的集団こそ，今日の慶謄義塾を支え

て最前線にいる人々であるとの印象を，日々強くし

ていることを表明しておきたいと思います。そして

今日にまで導いてきた先人たちの価値ある努力にた

いして，感謝の念を禁じえないものです。

しかしながら，慶腰義塾といえども単純な一枚岩

的な組織でなく，多様な知的関心と価値観の複雑に

絡み合う組織であること，情報やメディアへのサー

ヴィスの最大の受け手で、ある大半の学生はつねに入

れ替わり，彼らの生活様式もめまぐるしい変化を遂

げていること，などを考えるとき，今日までの精一

杯の努力にもかかわらずなおそれを上回る際限のな

い努力が期待されていることも，厳しく受けとめな

ければなりません。学生はいかなる情報やメディア

へのニーズをもっているのか，それはどのように変

わりつつあるのか。研究者の研究関心はいかなる方

向に向かおうとしているのか，研究者はいかなる組

織のもとに研究活動を展開しようとしているのか。

研究活動とはどのようなもので，それが情報支援と

いかに結びつくのか。研究・教育活動を直接間接に

支えている職員は，いったいどのような情報ニーズ

をもっているのか。塾員たちは彼らの知的関心をい

かなる形でわがメディアネットと結びつけようと し

ているのか。塾長の言をもってすれば，彼らの永遠

の書斎としてメディアネ ットはどうあるべきなの

か。一貫教育の優れたシステムをもっ慶謄義塾に

あって，大学以外の一貫教育の現場といかに関わっ

ていったらよいのか。一貫教育のシステムの改革に

たいし，メディアネットとしていかなる寄与をなし

得るのか。このような，およそ慶腰義塾そのものに

発する問題だけでも，挙げればきりがないほどで

す。

他方，今や情報通信技術の発展は，まさに国策的

に議論されるまで、になっていることはいうまでもあ

1 



MediaNet No.a (2000.1 O) 

りません。塾のこの面での先駆的な努力によって，

きわめてユニークな組織として発足したITCをも

っメディアネットは，情報通信技術の相応な開発と

利用の面においても大きな課題を背負っているとい

わなければなりません。端末機器の量的不足や，そ

れらを設置する場所的な限定等の物理的限界をひと

まずおくとして，メディアネットは塾の誇るに足る

IT開発の資源すなわちソフトを率先してより有効

に活用する用意を怠ってはならないでしょう。5つ

のキャンパスを見て，この面でもメディアネットは

他大学にない優れた人材を有していることを確認で

きたと考えております。しかし，この面についても

サーヴイスの受け手側の事情には情報通信技術のあ

まりにもテンポの速い展開に後れをとり，そのため

に貴重な情報資源を利用できず，研究や教育に生か

し切れない部分があることは否定できません。ま

た，キャンパス聞においてもこの種の格差が存在

し，容易に埋まらない現実があります。なにより

個々の研究者の努力にまつほかないものではありま

すが，メディアネットとしての不断の啓発活動も，

なおいっそう強められねばならないように思われま

す。

さて，情報通信技術の進歩は情報のデジタル化を

さらに大規模に推し進めることは，もはや常識と

いってよいほどです。メディアネットのこの面での

貢献はけっして小さくはありません。デジタル・ラ

イブラリーとしての方向付けに，暖昧なものがあっ

てはならないように思われます。まさにメディア

ネットがメディアセンターと ITCとの統合組織で

ある長所を遺憾なく生かしてゆかなければならない

と考えます。とくに海外図書館との緊密な関係をを

押し進めるためにも，いいかえれば，情報の広範な

共有を実現し，世界に向けて発信するためにも，そ
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れは不可欠なことと認識しています。デジタル情報

の内容的な質 ・精度ともにより高いものを目指し

て，わがメディアネットの組織上の長所を存分に

発揮できる体制を，さらに整備する必要があるで

しょう。

いうまでもなく，慶膳義塾図書館は600万点に余

る図書・資料を所蔵する世界に誇れる大学図書館で

す。その大半を占める紙媒体の資料は，今日なお情

報サーヴイス利用の最大の対象でしょう。OPAC

(KOSMOS）に代表される検索システムが， 学習や

研究に貴重な情報を提供し続けていることは，誇っ

てよいでしょう。しかし，資料形態別のより有効な

検索システムを整備する必要性は焦眉の課題となっ

ているように思われます。紙媒体資料を死蔵に終わ

らせないためにもこのことは見のがせません。すべ

てのデータがデジタル化されるというのはあまり現

実的な考えではあり ませんが，書誌情報の徹底的な

デジタル化を図ることに跨踏があってはならないで

しょう。

最後に一つ個人的な体験を記して締めくくりたい

と思います。昨年 10月より本年3月末まで，塾派

遣留学の機会を与えられ，BritishLibraryにて資料

探索の機会をもちました。中央ホワイエにそびえ立

つKing’sLibrary (George E世蔵書）の重厚な背

表紙を眺めつつRareBookやManuscriptsRoomに

向かう日々でしたが， ReadingRoom設置の端末上

で，しばしば慶磨義塾図書館の OPACにアクセス

し，所蔵情況を確かめることができました。そのた

びに単純にもすごいと思ったことでした。ITのも

たらすものとはいえ，わがメディアネットの存在感

に感銘を受けました。月並みですが，世界の慶膳義

塾に相応しいメディアネットを目指し，精々努力を

惜しまない所存です。
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匡冨

伝統の医学図書館に求め5れる新機能

平成11年10月1日付けで，医学メディアセンタ一

所長兼北里記念医学図書館長の辞令をいただきまし

た。従来，金子章道教授（医学部生理学）が医学メ

ディアセンタ一所長と医学ITC所長とを兼任し

ていましたが，この度，金子教授が医学ITC所長，

小職が医学メディアセンタ一所長となりました。所

長が独立したとはいえ両センターの機能は相互に関

連しますので，医学ITCとの綿密な協力関係により

情報革命の時代に対応した医学メディアセンターの

整備を進めていきたいと思います。

医学メディアセンターの前身である北里記念医学

図書館は， 1937年に開館した我が固有数の医学図書

館で，今日まで，信濃町の医学生や教職員に「北里図

館Jと呼ばれて親しまれてきました。同時に，社会

に聞かれた図書館として塾外の研究者にも広く利用

され，わが国の医学教育と生命科学研究を支援して

きた図書館であることはご存知のことと思います。

現在の蔵書数は，単行本91.566冊（うち国外刊行

本45,429f借），製本雑誌224,402冊（ラち圏外刊行雑

誌 152,959冊）で，年間購読雑誌は 3,618タイトル

（うち圏外刊行雑誌1.826タイトル）となっており ，

産経新聞の本塾と東京大学との比較記事では，医学

図書館蔵書数で義塾に軍配があがり，大変誇りに思

いました。永年にわたる投資と図書管理とが今日の

医学メディアセンターの名声を築き上げたわけで

す。このような伝統ある医学メディアセンターの所

長は重責であり，身の引き締まる思いがあります。

医学部キャンパスと大学病院からなる信濃町の現

在の機能は，医学部学生の卒前教育と研修医らの卒

後臨床教育，基礎医学，臨床医学教室における研究

と大学院生の研究指導，さらに特定機能病院として

の高度先進医療を中心とした診療であります。医学

メディアセンターは，信濃町の教育，研究，診療か

らなる 3本柱のそれぞれの機能にバランスよく対応

することが求められています。

現在の医学メディアセンターは，医学情報媒体と
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その利用法の変貌に対応し，その姿を大きく変えつ

つあります。急速にデジタル化しつつある図書館に

おいても，冊子体の蔵書整備は重要です。医学生や

研修医には，最新の教科書を網羅しておく必要があ

ります。とくに医学書は高価で，頻繁に改訂されま

すので，一人一人が全ての専門部門の教科書を購入

するには限界があります。メディアセンターでの閲

覧や貸出しで利用できるよう，できれば複数整備し

たいと考えています。さらに，臨床知識や診療手技

を学ぶには，ビデオなどの教材整備も重要です。診

療支援には， evidencebased medicine (EBM）に

必要な情報として，とくに臨床系英文雑誌の購読を

充実していかなければなりません。

このような蔵書整備とともに，文献検索機能も重要

視です。医学中央雑誌やIndexMedicusを手引きで

検索した時代から， CD-ROMによる検索と検索結

果のダウンロードが可能になりました。さらに最

近では，メディアセンターに出向かなくても，研究

室からイン トラネ ットで医学メディアセンターにア

クセスし， MEDLINEやPubMedにリンクして世

界の文献検索と検索結果のダウンロードが簡単にで

きるようになりました。医学メディアセンターが契

約している電子ジャーナルで論文を研究室のデスク

トップで読むこともできます。ネットワークで利用

できるデータベースや電子ジャーナルの整備はこの

数年で最も重要な事業となると思います。

生命科学研究と医療の進歩のスピードは極めて早

く，分野によっては数週間遅れると研究のpriority

が失われる時代になりました。このような環境の変

化に敏感に対応できる医学メディアセンターを構築

して，生命科学情報のメッカにしたいと思います。

幸いなことに， 医学メディアセンターには武事務

長， 加藤課長，舘課長代理はじめ，塾の財産とも言

える極めて優秀な司書が揃っています。彼等と共に

情報提供サービスの向上にも努めていきたいと考え

ています。
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－ヨ
騒がしさと静かさの共存・

SFCメディアセンターのこれから

SFCメディアセンターの3階には，「静かエリア」

がある。「じっくり考えたい，しっかり資料を読み

たい，集中してレポートを作成したい」。そう思っ

たとき，学生たちはここにやって来る。このエリア

はそう広くなく，もっとスペースを増やして欲しい

という要望がある。しかし同時に，グループ・ワー

クのための“騒がしエリア”こそ，もっと増やすべ

きだとの声も小さくない。図書館が主として学生や

教員スタッフが個人的に書籍や雑誌などから情報を

検索 ・取得し，論文やレポートの作成など研究 ・教

育に活用する場所である限り，「静かエリア」が中

心になるのは当然で、ある。しかし，情報の取得と活

用が複数の作業で進められるとき，“騒がしエリア”

であってこそより効率的になる。しかも，これこそ

がSFCの特色でもあるともいえるのである。

SFCは1990年の創設以来， 三固など他のキャンパ

スに比べれば，元来が“騒がしエリア”である。共

同研究室はもちろん，教員の個人研究室にも学生や

院生の姿が絶えず，夜間残留組も少なくない。そう

なる最大の理由は， SFCでは研究と教育いずれにお

いてもグループ・ワークが多いということだ。SFC

メディアセンターも，それゆえにこれまで “騒がし

エリア”であったかもしれない。しかし創設から 10

年を経て， SFCアイデンテイティが定着するととも

に，変化を求める新しい動きも見え始めている。“騒

がしエリア”の存在意義を肯定しながらも，「静かエ

リア」も求めるのは新しい動きの lつであろう。

SFCには双子の学部 （総合政策学部と環境情報学

部）' 1つの大学院（政策 ・メディア研究科）と lつ

の研究所（SFC研究所）があり，そしてメディアセ

ンターがIつだけおかれている。三田をはじめとし

た慶雁義塾の各キャンパスとはネッ トワークで結ば

れているとはいえ， 4,000名以上の学生，院生，教員

とスタッフにとって，研究と教育いずれについても

情報の取得と活用の主要な拠り所はSFCメディアセ

ンターである。それゆえに， SFCメディアセンター

4 

こじま ともゆき

小島朋之
（沼南藤沢メディアセンター所長）

は“騒がしエリア”と「静かエリア」，いずれの要望

にも対処していかなければならない。

こうした多様な要望に， SFCのメディアセンター

はわずか28人のスタ ッフで対応している。専任職員

はその半数にすぎず， 三田の80人体制に比べればは

るかに少数である。SFCメディアセンタ一所長に就

任してから間もなく 1年であるが，センターのス

タッフの仕事振りには頭が下がる思いである。

センターが要望にかなりのところまで応えられた

とすれば，その背景にSFCアイデンテイティがメ

ディアセンターにも根付いているからであろう。ア

イデンテイテイの 1つは全員参加の文化である。

キャンパスではさまざまな活動に学生，教員と職員

が一体となって取り組むのが当然のこととなってい

る。メディアセンターの運営も同様で、あり，専任職

員，委託 ・嘱託の職員に加えて， 80人以上の学生た

ちがCNS,AV，データベースのコンサルタントと

して常時協力している。学生コンサルタントの参加

なしには，センターは円滑な運営は不可能といって

よい。

いま1つのアイデンティテイは， IT革命の先取り

である。計算機利用統計（利用課題数）をみると，

1998年の場合， SFCのCNSワークステーション系

が6.000前後に達している。三田や日吉がそれぞれ

4,500から4,000にすぎず， SFCにおける情報技術の

先行性が明確に示されている。センターのサービス

も，電子ジャーナルやデータベースなど電子媒体の

利用に事業の重点を据えてきた。データベースにつ

いてはCD-ROMだけでなく，インターネット上や

専用回線によるオンラインデータベースに加えて，

各研究室独自のデータベースの共用化もすでに試み

られている。

今後もこうしたSFCアイデンティティを活かし

ながら，“騒がしエリア”の中で 「静かエリア」も

共存できる 24時間キャンパスを支えるメディアセ

ンターでありたいと，思っている。



匡冨

新米事務長の独り言

メディアセンターの事務長に就任して早 10ヶ月

になる。図書館をメディアセンターと称しているこ

とに当初戸惑いもあったが，今ではこう称すること

にした義塾の関係者の慧眼に敬服している。

私が利用者として，大学の図書館に頻繁に出入り

したのは，大学は違うけれど，遁か40年程前にも

なる。座席取りと狙った本の確保には苦労をした

が，本当に良く利用させて貰った。大学生活を振り

返ってみると，図書館での生活は後年ある種の郷愁

となって蘇ってくるのではないか。それだけにサー

ピスを行う立場になってみて，学生にはしっかりし

たサービスを行いたいと日頃思っている。

ここ 10数年の情報通信技術の進歩には驚かされ

る。PCやCD・ROMなど情報機器の発展，アプリ

ケーションソフトの進化，インターネットの普及な

どは図書館業務にも大きな影響を及ぽしている。特

に情報の検索，保存，スピードには目を見張るもの

がある。図書館をメディアセンターと称する所以で

ある。私も図書館情報大学のHPから全国の国公私

立大学の図書館のHPを，職場あるいは自宅から覗

かせて貰っているが，その動向が手に取るように分

かるのは誠に有り難い。少し前まではこのような形

で情報に接するとは考えもしなかった。多くの大学

図書館では，関係予算の縮減やスタッフの削減とそ

の対策に頭を悩ませており，また，蔵書と資料の増

加による保存スペースの狭陸化とその確保，目録情

報の遡及入力の経費と人手の問題，中央図書館と部

局図書室の集約分散を巡る率L様，溢れる電子情報へ

の対応と選別，学生への情報リテラシー教育の徹底

などで苦労しているのが良く分かる。これらの多く

は慶膳義塾においても頭の痛い問題である。

大学経営の厳しい現況を考えると，関係予算の大

きな増額は望めない。三田メディアセンターの図書

等の購入予算はここ数年3億7千万円ほどで推移し

ているのが実情である。従って職員の選書能力に磨

きを掛けること，重複する図書や資料の購入は避け

ること，他大学との相互貸借を更に推進すること，

他大学の電子情報資料の収集や所蔵資料の電子化の

MediaNet No.8(2000.10) 

おかばやし たかし

岡林 隆
（メディアセンター本部事務長

兼三田メディアセンター事務長）

情報を的確に把握し相互協力を行うことなどが考え

られる。限られた予算の効率的な執行は，これから

職員一体となって取り組むべき課題である。

保存スペースの確保も，慶膳義塾では山中湖や白

楽の書庫を活用しながら凌いでいる。新しい図書や

資料は急速に増え続ける訳であるから，仮に新館を

設けるにしろ根本的な策にはなり得ない。昨年度の

コ回メディアセンターの例では，単行本，雑誌、合わ

せて4万2千点の純増である。利用頻度の高い図書

の電子化，複数ある図書の一部除籍，全く利用され

ない図書の廃棄などが対策といわれるが現実には難

しい。他のいくつかの大学と も共同して，プロジェ

クトを設け具体策を練る必要のある事柄である。

これからの情報通信技術の発展が，図書館をどの

ように変えていくのか，学術審議会の答申やいろい

ろな識者の論文などを読んでみても，今一つ釈然と

しない。それだけ先の変化が見通せないということ

だろう。しかし，中身とスピードは定かではない

が，図書，雑誌などの紙媒体は電子媒体に変わって

いくことは十分考えられる。電子媒体が更にどう進

歩するかは不明であるけれど，情報の媒体が粘土

板，竹，木，紙と変わって来たことを考えると不思

議なことではない。閲覧も自宅など館外からのアク

セスが圧倒的に増えるだろう。収集すべき資料がい

かなる形のもので，それがどう使われようと，図書

館としての資料の収集，整理，保存，提供という基

本的役割は，これからも変わることがないのは間違

いなし、。

我がメディアセンターの職員は，外から来ている

人も含めて，とても仕事熱心で優秀である。少ない

人数でよく働く。長年の経験からして優秀な人と共

に仕事をすることは楽しいし，逆は悲劇だと，思って

いる。取り巻く環境が時代の流れの中でどのように

変わって行くのか分からないが，新米事務長として

は，慶膳義塾の教育と研究の充実向上に一層役立つ

ことが出来るように，優秀な人たちと共に，更に研

錆，努力を重ねたいと思うこの頃である。
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〈特集〉新世紀への人材育成を目指して：メディアセンターの研修プログラム

三田メディアセンターの研修総括 ・

専門職としての図書館員

1.はじめに

昭和 57年に三田キャンパスに新図書館が誕生し

た。地下1階と地下2階は図書館図書，地下3階に

は文学部図書と法学部図書， 地下4階は和雑誌，地

下5階には洋雑誌を配置した。一方，地上階は6階

に事務部門の本部，総務課，整理課， 5階に図書館・

情報学資料室，図書館 ・情報学科の授業を主に行う

研修室，そして貴重書室と情報処理室 （当時は磁気

テープで埋ま っていた）'4階が総合資料室 （教員を

中心にした研究施設） ' 3階が雑誌室， 2階に西・東・

大学院閲覧室とグループ学習室， l階に入ると左側

に受付・貸出し兼用カウンター，正面を見るとズ

ラーと並んだカード目録ボックス，奥に新聞閲覧

コーナーと複写カウンター，正面から右に入るとレ

ファレンスルームで、メインカウンターとレファレン

スカウンターが行儀よく並んでいた。l階の奥は

ゆったりとした事務スペースがあった。旧館には，

経済学部図書と商学部図書，旧分類図書等が配置さ

れた。但し，旧館のオープンは4月以降もパブリ ツ

ク・サービス担当が作業を続け，正確にいうと57年

10月である。

あれから 19年目に入った。当時， 18年は充分持

つといわれていた書庫スペースは，現在，山中資料

センター，白楽サテライト・ライブラリーなくして

サービス運用を語ることはできない。

旧館しかなかった時代，学部生が立ち入ることが

できた書庫は旧館第3書庫の地階1階 ・2階だけで

あった。目録情報も図書館図書のみで，研究室にあ

る図書情報を知るツールは全くなかった。大学院

生・教員は新研究室の右半分を利用した書庫が，法

資・経商資・文資等の資料室ごとに別れていた。

新図書館構築のコンセプトは，学生の足を図書館

へ向ける事，そして資料を集中させ， 一部を除き全

館オープンスタック（開架書庫）にし，利用しやす

く親しみやすい図書館を目指した。このサービスマ

6 

かとう よしろう

加藤好郎
（三田メディアセンター事務次長）

インドは今も引き継がれている。

2.想像を絶する急速な変化

学生の足は図書館に向き始めた。57年当時新館

は，三田キャンパス上において冷房も含めて何しろ

一番快適な施設であった。そのこともありサービス

の充実，資料に対するアクセスのしやすさは他の大

学図書館とは比較にならないものであった。慶膳義

塾図書館の新館がオープンしてから，他大学の新図

書館建築ブームが続いた。いずれのコンセプトも，

学生を図書館へ，そして大学経営の観点からは，図

書館の充実が大学の特色ある教育のひとつと考えら

れていた。同時に，受験生集めのための戦略のひと

つにもなっていた。

そのこともあり，学生がよく図書館を利用するよ

うになった。慶磨義塾図書館新館は，毎日 4千5百

人（三田キャンパスの学生総数は1万人）を超える

利用者に対してスタ ッフは必至に業務を遂行してき

ている。旧図書館時代には想像も出来ない忙しさ

で，それはすさまじいものがあり，今も新しい事業

展開とともにこのことはエンドレスに続いている。

資料の形態も変わってきている。カード目録が

OPACへ，紙の資料がCD-ROM，電子ジャーナル

へ， VHSがDVDに等，予想もしなかった技術革新

が行われ，今IT時代に突入している。

書庫も狭陸化し，前述した二つの保存図書館を持

つことになった。ILLを有機的に展開してはいる

が， 三田の利用者からは現物を側において欲しいと

いう要求は相変わらず根強い。

以上のような要因から，図書館の様相は一変して

いる。1階のカードボックスは消えオープンエリア

に，奥の新聞閲覧コーナーは AV視聴コーナーに，

レファレンス・カウンターは物理的に半分になり

CD-ROMコーナーに， 3階和雑誌， 4階洋雑誌とな

り総合資料室的な機能を維持することが出来なく
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なった。このことに対する教員の不平・不満は根強

い。また，昔から持っている図書館機能が変革する

ことに不平をもらす利用者もいる。

3.教育支援か5研究支媛へ

物理的な問題として解決しがたい書庫と閲覧室問

題を抱え，頭の痛い日々が続いているが，専門職と

しての図書館員が次の世代に向けてやっておかなけ

ればならないことがある。学生（修士課程を含め

た）に対するサービスは，あるいは学生に焦点を合

わせたサービスは， 一定の評価も受けているし，か

なりこなしているという自負を持っている。19年

前の新館オープンにおけるコンセプトは見事に実現

したと言える。つまり，教育支援については，サー

ビス内容，スタ ッフ等一定のレベルを超えたサービ

ス展開がなされていると考える。

一方，教員，大学院生 （博士課程）へのサーピス

支援については，量的な意味での最大の利用者であ

る学生に対する支援と比べると図書館サービス運営

において検討する必要がある。

組織は生き物だから当然呼吸をしており，ある時

は膨らみ，ある時は縮小する。19年前の資料の集中

管理によるサービス展開というコンセプトを生かし

ながら，資料あるいは主題の分散化によるサービス

展開を検討する時期に来ている。

カリフォルニア大学のパークレー校では，メイン

ライブラリーと学部生用の図書館の他に， 23のプ

ランチライブラリ ーがあり，それぞれの主題ごとに

分散しており，同時に主題専門家としてのライブラ

リアンが配置されている。アメリカとの比較をその

まま慶躍に当てはめる気は毛頭ないが，今後の図書

館運営における方向性を示していると考える。

研究支援に対応できる「物」については，創立150

周年記念事業での施設面の拡大を期待するとして，

「人」と「金」についてはメディアの責任において，

「人」は育て， 「金Jは集める図書館運営が必要にな

ろう。「人」については後述するとして，「金Jにつ

いては，メディア組織のなかに事業部を作る事で収

益を上げ，非営利組織に経営的コンセプトを導入す

ることで事業化する戦略も視野に入れている。

4.図書館員の養成・育成計画

①プロフェッショナルイズムの萌芽

異文化コミュニケーションの世界では，良く語

られることだが，文化とは，「価値観」という核を

「常識」で包み，その一番の外側は，常識を包むか

たちで 「行動」 とか「もの」で包まれている。従っ

て我々が異文化に接するときは，最初に「行動」「も

の」に触れることになるが，文化が「行動」「もの」

にあらわれるまでには，その文化の常識さらには，

底辺に価値観があることを認識しなければなら

ない。

実際に，欧米のプロフェッショナル・ライブラリ

アンと仕事をすることで，その行動パターンから文

化・常識・価値観を知ることができ，専門職として

のコンセプトとその実力を知ることで，目標を持ち

そこに到達する方法も学ぶことができると考える。

そのために積極的にスタッフを海外へ派遣すること

にしている。

昨年度は，海外派遣 （先方から要請のあったも

の），海外研修 （育成のために派遣するもの）に延

べ14名を派遣している。個々の報告については，別

の紙面で研修者それぞれがその成果と実績を示して

くれているのでご一読願いたい。

因みに，今年度も 8月現在4名を（環太平洋電子

図書館会議， UCSD交換プログラム，洋古書修復技

術と ILLサービスの研修・視察）海外研修に派遣

した。

②アーキビス トの養成

三田メディアセンターでは， 2年前に 「日本石炭

産業関連資料コレクション」を購入した。この内容

は北海道の大手炭鉱会社の一次資料，労働組合の一

次資料である。具体的には， 三井鉱業，三井鉱山，

北海道炭鉱汽船，住友鉱山等の総務，労務，鉱務，

測量，会計，取締役会議事録が明治から閉山まです

べて網羅されている。現在，目録・データベース作

成プロジ、エク トと研究プロジ、エクトが動いており，

11月に中間報告としてワークショ ップを開催する。

1名の図書館員がこの目録作業に従事おり，作業

を通じてアーカイブの目録作成方法やアーカイブを

利用しての研究方法，研究者の資料へのアプローチ

の仕方，研究手法を知ることがアーキピストへの第

7 
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l歩と位置づけている。因みにこのプロジェクトは

2年計画である。

③書誌学にアプローチできる図書館員

斯道文庫の協力を頂き，今年度から「和装本目録

研修Jを開始した。この研修の目的は，和装本や漢

籍の目録をとれるカタロガーを少しでも増やすこと

にある。決して書誌学者を養成するのではない。し

かしながら，書誌学を専門にしている研究者と共通

の言語を持ち，目録作成，選書判断において図書館

員と して研究者と同等の対応ができなければ，この

種の資料を多く保有している三田メディアセンター

では，業務に支障をきたすことになる。表紙，封面，

首目，本文巻頭内題，版式・ 写式，尾題，駿 ・後語

等， 刊記・奥付・奥書，その他特記事項を確認した

うえでの目録作業は，当然書誌学をさわることにな

る。現在， 3名がこの研修を受けているが， 12月以

降メンバーの追加も考慮しながら，一度研修の評価

をすることを考えている。

④主題専門家の育成

経済学部の教員との共同プロジェクトとして「慶

麿義塾図書館所蔵ドイツ語雑誌 （経済・社会・歴史）

の書誌検索と解題作成」が3年計画で今年度から動

き出した。この研究の目的は，ドイツ語雑誌の書誌

事項の検索・分析を通じてその内容分析を行い， 雑

誌の解題を作成しドイツ語雑誌の知識の体系化をは

かるものである。2名の図書館員をこのプロジェク

トに参加させているが， 二人の使命は検索・調査作

業ではなくて解題作成にある。その作業は研究者に

より近いものになり，欧米の図書館員なら当たり前

にサービス展開している主題知識をもつことと，雑

誌の書誌・内容に関する知識を体系的に利用者に提

供する能力を持つことを目的としている。

⑤デジタル・リサーチ・ライブラリアンの養成

三田メディアセンターでは，平成 12年度の事業計

画のひとつとして，経済学関係の資料をデジタル化

することで研究データベースを作成する事業を開始

した。この研究データベースのタ イト ルは「Bio-

graphical Database of Keio Economists （仮称）」

で，慶腰義塾の経済学者達の人名辞典を作成し，慶

8 

謄義塾の経済学の歴史を示しながら著作目録・研究

文献にリンクさせ書簡，顔写真，自筆ノート，講義

ノートを画像データとしてリンクすることを計画し

ている。図書館員として，貴重書担当，マルチメ

ディアサービス担当，レファレンス担当の5名が参

加し，経済学部から3名の教員がプロジ、エクトメン

バーとして参加している。但し，今年度の丸善展示

会として「慶謄義塾と経済学」が開催されるが，必

ずしもこのプロジェクトとはリンクしない。電子図

書館プロジェクトは来年以降も計画しており法学部

との共同研究，文学部との共同研究等を企画して

いる。

⑥現場の教育者の養成（臨床医も講義をする）

三田メディアセンターでは，現在二つの講義を担当

している。「レファ レンスサービス論J「研究情報処

理J。このことは，教えるという視野からもう一度

業務（サービス）を見直す良い機会になることと，

日常の業務から気分転換をはかれることにある。ま

た，講義を受ける側は，より実際の図書館利用に則

したレクチャーをうけることで理論で学んだことを

より 具体的に実践で使える確信を得ることが出

来る。

5.さいごに

インターネットを介しての情報検索・収集が可能に

なり，慶醸義塾図書館は，グローパルなリソース

シェアリング （相互貸借， ドキュメント・デリパ

リー・ サービス，分担収集等）実現に努力しなけれ

ばならない。一方において，「変わってはいけない

もの」文明の継承，知的生産，人格の陶冶という大

学の使命を支援する図書館機能も持ちあわせなけれ

ばならない。21世紀の慶膳義塾図書館は専門職と

してのコンセプトをしっかり持った図書館員が支え

ていくことになる。
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三田メディアセンター研修会

1.研修会の立ち上げ

三田メディアセンターでは，平成 12年度より 三

田メディアセンター研修会を立ち上げた。その目的

は次のとおりである。①メディアセンターの職員の

知識を深めること。②メディアセンター職員の技能

を高めること。③メディアセンター職員の研究意欲

を高めること。④メディアセンター職員であること

と同時に，大学戦員としての感性をもたせること。

平成 12年度の研修目的は，前述のことを踏まえな

がら， 三田キャンパス上にある研究所，センタ一等

の現状把握と，事業目標および業務内容を確認する

ことで知識を膨らませることに主眼をおいている。

同じキャンパス上にありながら，普段どのような事

業目標のなかでどんな業務が行われているかを知る

ことは日常業務を遂行するうえで必要不可欠なこと

と考えるからである。同時に，このことは，近い将

来三田メディアセンターの事業展開と他部門とのそ

れを考えたときに，業務の擦りあわせを通して共同

事業の開発，あるいは，組織の再編成などに役立つ

ものと考えている。

2.研修会の運営方法

平成 12年度の運営方法は，次のとおりである。

① 研究所および各センタ一等の所長を招いて講演

をしていただく 。講演内容は， 「設立のコンセプト

の説明」「図書等の所蔵資料の紹介・説明J「メディ

アセンターへの要望J「メディアセンターとの今後

の共同事業展開の可能性」等を中心に講演をお願い

している。開催頻度は，毎月 1回で5階の研修室を

使用している。

② 研修委員は， 責任者 ：加藤，渉外係：遠藤，資

料係： ；永嶋 （布目と 5月交替），会計係：古賀，会

場係：保坂の 5名で構成されている。今年は三田

キャンパス北館を会場に， 5月22日に私立大学図書

館協会国際図書館協力委員会主催の国際シンポ

ジューム， 7月14日の慶膳義塾図書館 ・早稲田大学

白、とう よしろう

加藤好郎

（三田メディアセンター事務次長）

図書館主催の OCLCのシンポジュームが開催され

たため，研修委員はおおいにその活躍の場を拡大し

た。因みに 12月には，北館で国公私立大学図書館

協力委員会主催のシンポジューム （21世紀のレ

ファレンス・サービス）が開催される予定である。

③ 予算は，今年度は30万円を計上しており内容は，

講師謝礼。

④ 研修対象者は，基本的には三田メディアセン

ターの専任職員，嘱託としているが，希望があれば

本部を含めた各地区からの参加も歓迎している。

3.研修会実績

第1回 4月20日 （木）斯道文庫講演者：高橋智

助教授，参加者 31名

内容： 三田メディアとの相互補完 （和装本，東洋学

研究書等），慶臆義塾全体の貴重書目録 ・漢書目録

の作成について

第2回 5月20日 （木）福浮研究センター講演者：

坂井達朗センター長，参加者 26名。

内容：センターの沿革，慶謄義塾入社帳，福淳書簡

集の再編纂，蔵書および所蔵資料の概要と整理方法

等

第3回 6月15日（木）メディア・コミュニケーショ

ンセンター研究所講演者：関根政美研究所長

参加者 21名

内容 ：新聞研究所からの沿革，マスメディアに関す

る教育と研究，インターネ ットによる研究成果の公

開について

第4回 7月21日 （金）アートセンター講演者：

鷲見洋一センター長参加者 13名

内容 ・coEプロジェクトの紹介，創造的デジタル

メディアの基礎と応用， ジュネスティ ック・アーカ

イプ・エンジン， 4つのテーマでアーカイプ構築①

土方巽②イサム ・ノグチ③滝口修造④博物図鑑，

NDC分類の限界とアーカイブ分類の必要性等

9 
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4.研修会予定

第5回 9月28日（木）知的資産センター講演者：

清水啓助センター長

第6回10月19日（木） 言語文化研究所講演者：

大津由起雄教授

第7回11月16日 （木） G-SEC講演者未定

第8回12月14日 （木） HUMIプロジェクト講演

者未定

第9回は 2001年の 1月，第 10回は3月に予定して

いる。第10回はメディアセンター担当理事から今

後のメディアセンターの展開について話を伺うこと

も考えている。

5.研修会の思わぬ副産物

第l回の研修会のことで斯道文庫と調整している際

貴重書室にある和装本の滞貨の整理について高橋助

教授と話をする機会があった。滞貨の解消と和装本

目録研修とをリンクさせられないかとの話になり，

7月4日に「和装本目録研修公開講座」と銘打つて

高橋助教授に講義をしていただいた。その後， 7月

14日には，関場斯道文庫長からも講義をしていた

だき，そのことを通じて和装本目録研修受講者の希

望者を募り，現在3名 （山中，筒井，保坂）が受講

している。この研修は 12月まで続け，その後受講

生を増ゃしながら継続していくことを考えている。

一人でも多くの和装本 （漢籍も含める）の目録をと

れるスタ ッフを育てたいと考えている。尚，和装本

の滞貨は現在すでに解消されている。

6.研修会とは別の研修紹介

慶醸義塾の学事振興資金による研究として， 「慶藤

義塾図書館所蔵ドイツ語雑誌 （経済 ・社会・歴史）

の書誌と検索と解題の作成Jというプロジ‘ェクトに

2名のスタ ッフ（古賀，村田）を参加させている。

プロジェクトを内容は， 18・19世紀あるいは 20世

紀に公刊されたドイツ語雑誌 （廃刊も含めて）の書

誌事項を探索し， 体系化し，そして解題を作成する

ものである。このプロジェクトを通じて，ドイツ語

の知識と，雑誌の書誌・内容についての体系的な知

識が得られることを期待している。

7.今後の研修会の展開について

今年度の研修会の成果，反省を踏まえて来年度も継

続していくつもりだが，主題専門家，図書館のマネ

ジャー，システムライブラリアン，アーキピストと

いった研究支援に耐え得る，いわゆる専門職を育成

するための研修会を企画・実施していきたいと考え

ている。

また， 1997年の6月から私的な研究会としての「抄

読会jを継続的（月 2回）に実施しているが，この

活動も研修会とのすみわけも考慮しながらより充

実 ・発展させていきたいと考えている。

三国メディアセンターニュース 1

土曜日の開館時間を 1時間延長 た。これによ って、利用者自身で貸出手続きがで

秋学期授業期間中の土曜日の開館時間を 1時間延 きるようになりました。

長し， 18時間館が 19時閉館になりました。 ただし，この機械で貸出手続きできるのは次の

場合のみです。

学部生への貸出冊数を増冊 ①磁気カード方式の学生証を所持している方、

9月1日から学部生への貸出冊数を5冊から7冊 SFCの磁気カードを所持している方対象

に増冊しました。 ②バーコードラベルが貼られている図書が対象

（雑誌，辞書，辞典類はバーコードラベlレが貼っ

自動貸出機の導入 てあっても貸出対象ではありません）

秋学期授業開始にあわせて、図書館 I階メイン 上記以外の場合は，従来とおりメインカウン

カウンター前に，自動貸出機を 1台設置しまし ター貸出窓口において手続きを行います。
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政策・メディア研究科に塾内留学して

はじめに

平成 10年4月より平成 12年3月までの 2年間，

政策・メディア研究科へ第4期職場研修生として塾

内留学をした。レファレンス ・サービス担当を 7年

間担当し，この機会に，大学院生という立場からメ

ディアセンター （以下， MC）を利用することがで

きたことは大きな収穫となった。

2年間の大学院生活については個人のホームペー

ジ， http://www.sfc.keio.ac.jp／～ yanaseに履修科

目，授業内容，修士論文などを掲載している。

1研究テーマ

「慶臆義塾大学図書館における知的財産の活用法

一メディアセンターの蔵書に見る一考察一」とし，

メディアネ ット本部より 5MC，過去4年分の受入・

貸出データを入手し，そのうち三田，日吉，湘南藤

沢の3MCを対象に解析することとした。3MCとし

た理由は，蔵書および収集資料の主題が経済，法

学，経営など重なる部分があったからである。

研究内容は，当初， MCが所有する資料群の価値

について，資料経営論，図書館＝博物館論の面から

論じようとしていたが，ゼミ発表で回を重ね，最終

的には図書館統計データを活用した資料マネジメン

ト，意思決定論 （管理面，業務面，利用面）へと変

化した。逼迫した書架スペースの改善には，図書館

統計データの有効活用が必要であることを訴え，図

書館の受入・貸出データ，特に今回の研究で初めて

名付けた O件データ （貸し出されていないもの）は

資料を動かす時の意思決定支援に有用であることを

実証した。そして図書館統計データに基づいた資料

の移動は利用者へのサービス向上につながるという

ことを導き出すことを最終目的とした。

調査方法は，文献調査，データ解析，ヒヤリング

調査 （山中資料センター，白楽サテライト・ライブ

ラリー），アンケート調査 （レフ ァレンス分科会メ

イリングリスト）とした。
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また，活用できる図書館統計データを抽出するた

めにKOSMOS-IIへの提案を行った。これらの内容

については，平成12年3月27日に人事部が主催し

た報告会で発表し，今年度発行の f塾監局紀要jに

も原稿を提出した。

2.業務への反映

平成12年4月より職場復帰し， 6月までは貴重書

室に席を置き，貴重書室担当業務， 三田テクニカル

の開設準備などを遂行した。

6月からは資料マネジメント担当として，選書と

三田テクニカルを業務としている。この 2年間，保

存書庫へ足を運び， 三田，日吉，湘南藤沢の3MC

を利用し，大量な図書館統計データを見たことは，

三田MC，全塾の蔵書構築を考える上で非常に役に

立っている。

また，現在，全塾リソースシェアリング委員会の

メンバーとして雑誌重複の統計データと取り組んで

いるが，研究テーマを補充する上でも大きく，何ら

かの成果を出したいと考えている。

おわりに

研修期間中，湘南藤沢MCをはじめとして，他地

区のMCを利用し，保存書庫を直に見たことで，地

区のサービス，全塾のサーピス，利用者へのサービ

ス，蔵書構築などを改めて考えさせられた。

湘南藤沢MCは時代に即した資料を揃え絶えず変

化していく MovingLibraryとして，日吉MCは主

題範囲を多くカバーし活発に動いていく Working

Libraryとして，そして三田MCは長期的な展望を

見据えながら全塾の資料保存という役割を担う

Reserving Libraryとして展開していくことも考え

られるのではないだろうか？

最後に，研修へ快く送ってくださったMCの皆様

に心より感謝致します。2年間貴重な時間を本当に

ありがとうございました。
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企業等派遣研修を終えて

企業等派遣研修は，民間企業等への派遣を通して

顧客満足度を高めることを中心に必要な知識，技能

を習得させるために創設された制度で，私はそのl

人目として，平成 11年10月4日から 12月27日ま

での約3ヶ月間，東京都港区台場にある，ホテル日

航東京にて研修をさせていただいた。

ホテル日航東京は，平成8年 (1996年） 3月にオー

プンした。「東京パlレコニー」というコンセプ トの

もとに，光，海，風という周囲の環境を生かした

アーバンリゾートホテルである。

研修内容や，研修中に感じた習慣・文化の違いな

どにも触れたいが，以下では簡単に研修内容を説明

し，感想を述べることとしたい。

研修の初めの2ヶ月はベルガールの仕事を経験し

た。ゲストがホテルに入ると初めに玄関やロビーで

応対するスタッフである。はじめの 1ヶ月間はス

タッフの l人に一挙一動チェックを受けながらゲス

トを案内し，残りの 1ヵ月間は単独で、業務を担当し

た。研修生バッジをつけているとはいえ，ゲス トに

とってはホテルの従業員にほかならず，緊張の毎日

であった。

最後の1ヶ月は，営業の方と一緒に取引先の訪問

をしたり，フロントやレストランでの対応，客室清

掃業務などを見学したりした。

研修のなかで、特に印象的だ‘ったのは，立ちっぱな

し・歩きっぱなしの仕事でも常に笑顔でゲストに接

している研修先のスタッフから感じられた，サービ

ス業のプロとしての姿勢である。業務内容が異なる

とはいえ，メディアセンターはホテルと同じサービ

ス業。私も相手が満足するようにと思う気持ちを大

切にするように心がけているつもりではある。しか

し「たったl回のあなたの手抜きがこのホテルをつ

ぶしてしまう」という教育をうけ，毎日稼働率や客

室単価の動きを目の当たりにし，ゲス トから応対の

良し悪しをコメントシートに書かれる彼らの緊張感

と，自分がメディアセンターの業務で感じている緊

12 

むらた ゆ み こ

村田優美子
（三田メディアセンター）

張感との聞には，残念ながら差異があるように思わ

れた。

私たちのサービスは，数字や他との比較という形

で評価されることはほとんどなく，大学図書館の存

在意義は所与の前提として，あらためて関われるこ

とはない。ともすれば研究教育機関，さらにはその

図書館，という大事に守られた環境に慣れ，甘えて

しまいがちである。

民間企業と大学図書館との差異を全く無視するこ

ともできないであろうが，本質的には同一で、あると

感じた。研修先で私が感じた緊張感は，単にゲス ト

の顔色や数字を気にするという小手先のものではな

く，常にゲストが何を望んでいるのかを考え，より

よいサービスを目指そうという高い意識に基づくも

のであったからである。

常に利用者のニーズ，大学や社会の動きを把握・

先取りしてそれをサービスに反映させようとする姿

勢。メディアセンターの顔であるという意識と責任

感。これらを 「自ら」厳しく維持していかないと，

よりよいサービスを提供するどころか現状維持もお

ぼつかなくなってしまう。研修を通して，そんな危

機感を抱いた。

研修から 1年が経つ。「左様でございますかj「か

しこまりました」と思わず口をついて出てしまいそ

うになったのも研修後数週間のことであった。けれ

ども，ふっと気が抜けて甘えてしまいそうになると

き，あの3ヶ月を思い出すようにしている。業種の

違いを超えて学んだ「仕事」「サービスんというも

のに対する姿勢は，これからも自分にとって大きな

財産であり続けるだろう。

最後にこの場を借りて，このような機会を与えて

いただいたことに深く感謝申し上げます。ありがと

うございました。
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医学メディアセンターの研修

大学医学図書館員の養成には，避けて通ることの

できない必修科目があって，それは：

①医学用語

②医学情報の流通機構

③「医学教育・研究の方法論Jについての知識である。

「①医学用語」については，米国NLM(National 

Library of Medicine）の MeSH(Medical Subject 

Headings）という主題検索用のキーワード集を操

らなくてはならないので，データベース検索，図書

分類を仕事とする部門の館員にはTerminology習

熟はぜひ必要である。それ以外の館員にとっても，

主な利用者である医学部教職員学生が何気ない質問

(quick reference）で使用する専門用語や略語をあ

る程度まで理解（あるいは推測）できないと，簡単

な案内 ・利用指導が覚束なくなる。

新米の貸出係が最初に覚えるのは，「in」は内科

で，「pedJは児科などという隠語めいた略称で，そ

のうち段々と製本雑誌の背表紙の意味も分かるよう

になってくれば，監督責任のある閲覧主任はだいぶ

ん安心するのである。

MeS Hの存在を知らない学生はデータベースの

フリーターム検索で時間を浪費する傾向にあるが，

統制された（周到に組合わされ，相互の包括関係が

定義され明示された構造を持つ）キーワード・ツー

ルによって初めて効率的なノイズレスの検索が可能

になるのであって，この間の事情は，インターネッ

トのHP検索で，一語入れても何千何万件と候補が

リストされ，絞り込みに苦労した体験をお持ちの方

なら容易に理解できょう。フリーターム検索におけ

るブラウジング効果というものは，あるにはある

が，それは精確な検索がなされた後のおまけのよう

なものである。

「②医学情報の流通Jといっても，図書館では情

報を載せた「文献」が利用者にどう使われているか
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イデメ学医

が主な関心事で，さらに文献とその搭載媒体の生産

事情・流通機構が分かれば，蔵書収集やレファレン

ス・サービスに大いに役立つて，利用者のニーズに

合致したより良いサービスができる，というのが今

までの考え方であった。ところが昨今は急速な電子

ツールの発達によって，利用者自身が最も自分に

フィ ットした情報媒体を選択し，これを自分の机上

（カスタマイズしたPC）で他の媒体と組合わせなが

ら，情報を捜し吟味し加工し貯蔵するという環境に

なってきている。したがって医学図書館員 （この呼

称は古臭いが，不明瞭なカタカナを使うのが不便な

のでご容赦願いたい）は，ネ ットワークの組立から

ホームページ経由の情報源へのリンク技法まで，い

ちおう理解し，また自力で簡単なメンテナンスをす

る程度の技量を持つ必要がでてきた。このような環

境での医学研究情報の収集と加工・蓄積について

は，まだ今のところ文献時代の旧式な流通機構を理

解していれば類推が可能な範囲であるが，今後もそ

の既成概念を固定して医学図書館を運用するのは危

険である。頭の中の保守主義は何ら益がない。医学

専門雑誌の生産側たる出版界でも，電子媒体へのシ

フトはこの二，三年うちに試行錯誤を繰返しつつ急

速に実用に耐え得る得るものとなってきた。ところ

が価格面ではまだ「実用に耐え得ないJのが現実で

ある。近いうちにより低価格の新テクノロジーが実

現する可能性は大いにあり得るから，あまり商業

ベースにみずから乗って踊らされるのも不体裁，そ

のへんの塩梅が殊更にむずかしい。

「③医学研究・教育の方法論Jを理解する事は，他

の分野の専門図書館員に通底する必要作業である。

自然科学・応用科学は分かりやすい方法論を使用し

ているので，いまさら説明の余地すらないほどであ

る。余分な事をいえば，文科系の方法論の隅々まで

を比較理解しておく事は案外に等閑視されており，

医学図書館員を総合図書館員として転用する際に大
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きな障害となっている。分野の研究方法論が違え

ば，専門図書館の運用方法も違ってくるので，時に

は文科系・理科系の館員は互いに全く別の職種に見

える事すらあるのは困ったものだ。

このあたりは，研修システムの設計ミスというよ

りは，図書館学自体の貧困からくるもので，文献に

研究成果を記録し，これを利用しつつ，さらに研究

を生み出していく学術研究・調査のシステムが，ど

のような方法論よって実行されているのかを精密に

把握しないまま，たんに文献の流通と管理という皮

相な現象面における対症法を論じてきたためであ

る。知識の発掘・流通ルーテインが文献の生産・利

用パターンに対応している事を深く追究してこな

かったのは，その余裕がなかったから，というより

は，ひとつの大学図書館において，大規模なあらゆ

る分野を混交した総合図書館運用の必要が，さし

迫った諜題とはなっていなかったからである。

しかし，これからは，そうもいかない時代となっ

てくるので，人材を最大限に活用する必要からいっ

ても，館員が個別研究者の研究方法論と教育の手法

を最大限に精密に把握するところから，その専門性

を伸長していく事を始める頃合いと思われる。

以上の3項目のうち「①専門用語jは，津田良成名

誉教授（もと北里記念医学図書館主任司書）が1955

年頃より始めた館員教育（in-servicetraining）の柱

となっていて，当時主流のドイツ語に加え，ラテン

語初歩の習得がカリキュラムに組込まれていたほど

である。教育そのものは当番発表者が主に二次資料

（参考図書などのtool類）の使用方を解説し，それ

に他の出席者が徹底した質問をして，さらに理解を

深めるというもので、あったが，講師を招いての基礎

医学概説（生理学，医化学， 内科学，解剖学など）

や，医学部講義の聴講も行われ，「②医学研究・教

育」の実際に触れさせ，「③研究方法論Jを理解さ

せようとする努力がなされた。これに館員は常勤，

非常勤を問わず，館務にさしっかえない限り出来る

限り出席する仕組となっていた。

後にこの研修は，館員が当番で発表した内容を掲

載した雑誌「きたさと」として定期刊行されるまで

に発展した。その後，研修は 1970年代初めに惜し

くも中断されたが， 1980年代に入ると大沢充副所

長（当時）のもとで外国記事輪読会として復活し，

勤務終了後に有志館員が利用者サービスの基本文献

をレヴイユした。

聞をおいて佐藤和貴事務長（当時）時代の1999年

より輪番制の報告発表会として再出発し，現在は毎

週金曜日の開館前25分間を利用して継続されてい

る。研修での主要発表は，医学メディアセンターの

ホームページに記録・公表されているので，お暇な

折に参照されたい。（http://www.lib.π1ed.keio.ac.jp/

index-jp.html) 

日本医学図書館協会が毎年行う研修会は， 当セン

ターも頻繁に利用しており，館員には「基礎研修

会」「継続教育コース」「研究会」と，初級から上級

まで3段階のコースのすべてを経験させるようにし

ている。大勢の参加者が集まり，期間も短いので，

あまり突っ込んだ内容とはならないが，現在のト

ピックスが取上げられ，討論に参加できるので，特

に他館種より転勤してきた館員には，よい刺激と

なっている。

医学メディアセンターは医学部のほかに病院とい

うサービス対象を抱えているため繁忙で，組織的な

部内研修が難しいが，扱う主題からいえば高度な研

修が必要とされている分野である。さらに工夫を重

ねていきたい。

メディアセンター（全盛）ニュース

14 

どこでも返却

平成12年4月から図書の返却が貸出地区と異な

る地区でも返却できるようになりました。

経営管理研究科（KBS）図書館図書の取り寄せ

サービス

平成 12年4月から KBSの図書（一部対象外あ

り）を，教職員 ・大学院生に限って取り寄せるこ

とカfできるようになりました。
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海の向こうで図書館員

はじめに

University of California, San Diego（以下，UCSD)

との図書館員交換協定が結ぼれたのは 1999年3月

のことである。私は第 1回目の派遣図書館員とし

て， UCSDのSocialScience and Humanities Li-

brary（以下SSHL）で半年間の業務研修を行うべく，

1999年7月1日に日本を発った。三田メディアセ

ンターではレファレンスのセクション（当時）に所

属していたため， UCSDでは主に，調査・研究支援

を業務とする ResearchServiceを起点に研修を

行った。

研修内容

この研修の目標は，大学図書館における利用者

サーピス全般の調査・体験と各地の図書館見学であ

る。研修先のSSHLでは，各セクションのLibrarian

へのインタビューやミーティングへの出席，カウン

ター業務等の実地研修を行った。UCSDは比較的

Aggressiveな利用者サーピスを特徴としており，

利用者と積極的なコンタクトをとっている。Web

でのコンテンツ提供や各種Introductionの充実ぶり

はさすがであった。好景気を反映しでか， Librarian

のステップアップ転職も盛んなため，職員の出入り

が激しいところにもお国柄を感じたものである。

UCSD以外の図書館としては，西海岸では San

Diego State University, University of California, 

Berkeley(UCB），同じくLosAngels(UCLA), Stanford 

University，東海岸ではHarvardUniversity, Yale 

University, Columbia Universityの各図書館をそれ

ぞれ見学させてもらった。UCSDのLibrarianから

無理矢理，他大学のLibrarianを紹介してもらい，見

学を要請するのだが，アポイントやホテル ・交通機

関の手配にてんてこまいであった。見学旅行の中で

印象に深かったのは，見学を受け入れてくださ った

方々が実に親切であったことと， Renovation（改

築）を終えた，あるいは途中という図書館が非常に

UCSDでの半年間 一

lまさか むつみ

保坂 睦
（三田メディアセンター）

多かったことである。そのためか図書館の設備は，

ネットワーク関係も含め，ゴージャス極まりないと

いう状況であった。現アメリカ社会のオカネモチぶ

りがうかがわれる。

英語生活

研修に行く前になにより心配だったことは，もち

ろん英語である。学生時代の私にとって，英語は筆

頭苦手科目であった。事前の英語学習はまったくと

いっていいほどできず，不安は増すばかり。7月か

ら1ヶ月間のEnglishLanguage Programにも通っ

たが，このクラスではそれほど上達したとは感じら

れず，結局最後まで，自分の英語に自信はもてな

かった。しかし， 実際の生活ではとにかく話をしな

いと始まらないので，英語に対する度胸はついたの

かもしれない。こんな私が曲がりなりにも半年間，

図書館で研修し，生活基盤を整え，道を聞きまくっ

たという実績だけはあがったのだから，英語が苦手

な方も，ぜひ海外研修にチャレンジしてほしいと

思う。

おわりに

この研修で私が得たことを挙げればきりがない。

さまざまな図書館のサーピス，ホスピタリテイに触

れられたこと，その図書館のスタッフと知り合いに

なれたこと，英語と多少お近づきになれたこと，各

種交通機関の使い方，部屋の探し方， etc。図書館

の研修だけでなく，海外生活の経験は，私にとって

かけがえのない宝となった。UCSDのスタッフが，

いつでも笑顔を忘れない姿勢で，しかし真剣に仕事

にと向き合っている姿を，これからも忘れることは

ないだろう。国は違っても，図書館という場所を舞

台に仕事をしていることに変わりはないのである。

最後になったが，忙しい最中に気前よく，私を研修

に送り出してくださった三田メディアセンターの皆

さんに感謝の意を表したい。

15 
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UCSD体験記

－ 研修を通して感じたこと

l .はじめに

UC San Diegoで研修する機会を与えていただ、き，

2000年1月から 6月までの間， GeiselLibraryの

Catalog Dept.に席を置いて，目録を中心とした業

務研修を受けてきた。この間，他大学図書館等10機

関を訪問見学し，それぞれの図書館やテクニカル部

門の組織構成，業務の流れ，目録 （MARC），日本

語資料の扱いについて話を聞いた。この 6ヶ月間の

体験の中で自分が感じたことを以下に簡単に書き連

ねてみたいと思う。

2.研修期間

まず第一に， 6ヶ月間という時間であるが，これ

までの研修のような長期計画でもなく短期決戦でも

なく，妙に中途半端な長さではないかと研修前から

感じていた。その感覚は研修期間中も続き，そして

研修後も払拭することはできなかった。しかし，こ

れは単に個人の姿勢の問題なのかもしれないと反省

もしている。私の場合は図書館見学に多くの時聞を

とられたことも，中途半端さの原因となったのかも

しれない。

3 .研修の進め方

研修を進める上で，当然のことではあるが自己管

理は必須である。加えて積極性と，良い意味での

図々しさも必要である。しかし，ある事情によって

山初の第一目標を失い，次なる目標や全体のスケ

ジュールを設定するまでに相当の時間をかけてし

まった。そして各担当のスタ ッフはみな多忙であ

り，ちょっとした時間でもとってもらうのがなかな

か難しく，思い通りには進められないのが現実で

あった。

相手が忙しいだろうと遠慮していても，何もでき

ないし，何も進まない。押しの一手で粘ればなんとか

できたかもしれないと，今さらながら思うのだ、った。

え
恵

市町

り
里

柱

ゆ
友

柵

凸
麗

↑

さ
佐

巴ィ一アメ

4.日本に対する興昧

研修の最終週に， CatalogDept.のスタ ッフを対

象にして，慶躍のテクニカル業務 （集中処理機構）

についてのプレゼンテーションを行った。常々日本

での目録業務等に興味を抱いていたようで，彼らか

らはこの後，数多くの質問を受けた。それほどまで

に興味があったのかと正直驚いたのだが，目録業務

だけに限らず，慶醸の全体の状況を知って面白そう

にしている様子を見て，自分なりの達成感を得るこ

とができた。見学先でも，日本での様子について聞

かれることが多く，中には，自分が質問をしに行っ

たのか，慶醸の OPACの説明をしに行ったのかわ

からなくなったところもあった。私の英訳の説明で

は誤解を生じているかもしれないという不安もある

のだが，そこは後続の方，あるいは，この先その図

書館を訪問される方に訂正していただけることを期

待している。

5 . Catalogerの意識

少なくとも私が見学した図書館においては，より

よい目録をつくりあげていこうとする意欲と，そこ

に誇りをも っている様子が印象に強く残っている。

目録に対する思い入れは相当なものである。

また，彼らと話をするたびに，目録概念の違い，

制度の違い，システム等の環境の違いというものを

考えさせられた。今後，国を超えて， 言語を超えて

動こうとする時には，どうしても壁になってしまう

ものだろう。一方に寄り従って解決することでもな

いので，ある程度歩み寄りつつどうにか解決できな

いだろうかと，現在データ整備を進めながら考える

日々を過ごしている。

6 .さいとに一言

以上が研修を通して特に強く感じたことである。

国内外を問わず，今後の業務研修に出られる方に

とって少しでも参考になれば幸いである。

16 
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環太平洋電子図書館会議に参加して

はじめに

今回の研修はシアトルのワシントン大学で開催さ

れた PRDLA(PacificRim Digital Library Alliance) 

Membership Meeting（環太平洋電子図書館会議）へ

の出席及びその周辺の大学図書館の見学をすること

だった。PRDLAとは環太平洋諸国の大学図書館な

ど13機関が参加するコンソーシアムで，主にCJK

のインターネット経由での利用を容易にすること，

人的交流や蔵書構築を含めた環太平洋電子図書館を

構築することを目的としている。

研修計画

今回，出席した会議は4月17,18日の2日間のみ

だったがその後周辺の図書館を見学するため，日程

と見学先の検討を2月初旬から開始した。見学先に

ついては海外出張経験者に意見を聞き，最終的に会

議が開催されるシアトルから近いパンクーパーのプ

リティッシュコロンピア大学 （以下， UBC）アジア

ライブラリーに決定した。ここには慶醸の図書館情

報学科出身の権並恒治さんという方が勤めているの

で連絡をとりやすいということもあった。2月下旬

には旅費などの見積をとり国外出張屈を提出し，

3月初旬に会議の登録や会議用のホテルの予約など

をすませた。このころより UBCの権並さんへメー

ルするがなかなか連絡がつかない。電子メールは日

本語で2通送り，その後英文でもう一度送り，最後

にはFAXも送って出発前日にようやく連絡をつけ

ることができた。後で先方にソフトがなくて日本語

は文字化けして読めなかったことが判明した。海外

へのメールは相手が日本人であっても英語で書くの

が無難だと思った。

研修日程

4月16日（日） 成田午後発シアトル午前着

4月17日（月） PRDLA会議

た忽ベ みのる

田濯 稔
（メディアセンター本部係主任）

っつい としこ

筒井利子
（三回メディアセンター）

4月18日（火） PRDLA会議 午後図書館ツアー

4月19日（水） パンクーパ一公共図書館見学

4月20日（木） UBCアジアライブラリー見学

4月21日（金） シアトル公共図書館見学

4月22日（土） シアトル午後発

4月23日（日） 成田午後着

会議に参加して

会議は2日間とも，ワシントン大学のスザロ・ア

レンライブラリー4F485室：ドナルドEピーター

ソンルームで行われた。参加者は，我々 2名を含め

総勢25名であった。

広い会議室の真中に楕円の大きいテーブルがあっ

て，そのテープルを囲んで体格のいいアメリカ人や

健舌なアジア人達が足を組みながら意見を戦わすと

いった映画の 1シーンをスクリーンの外から見てい

るかのような感じだ．った。会議は議事次第に沿って

淡々と進行され，ほとんど発言できないまま終わっ

てしまい，悔しい限りだ‘った。発表用の資料も用意

はしていたが，慶腰に発表の機会は与えられなかっ

た。おそらく，今回は早稲田大学図書館が招待され

て発表した関係で，日本側の発表時間がなくなった

からであろう。

会回参加の 13機関の内， 239.50サーバの Test

Sitesを聞いているのが，約7機関で，慶態とかソ

ウル大は，寂しく「NoServer」と普かれていた。私

は， UCSDのMr.KarlLOに，慶膿では年内に239.50

サーバを立ち上げる予定であること， OCLCにメタ

データを渡すための仕組みを作る用意があることを

伝えるのが精一杯であった。K訂 lが「楽しみにして

いるよJと言ってくれたので，いくらかでも救われ

た気がした。また，同席した早稲田の方々には，慶

醸の 239.50サーバが立ち上がり次第テストさせて

もらうように頼んでおいた。向こうからも是非お願

いしますと言われ，お互い「早慶ILLJまで発展さ

17 
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せましようということで合意した。とにかく，今回

参加された方々の大半は図書館の館長とか教授とか

計算センター長とかお偉いさんばかりで，その場で

意思決定ができる方々ばかりなのに対し，なぜ慶膳

はこんな何の権限もなく，何の発言もしない人聞が

来ているのかと思われたことだろう。次回行くこと

があれば，少なくとも 1名は権限のある者が参加し

た方が慶醸のため，というか日本のためだとつくづ

く思った。ただ，個人的には，権限もなく経験も浅

い我々にこのような貴重な機会を与えてくれた上司

に大変感謝している。

見学先

( 1 ）ワシントン大学スザ口・アレンライブラリー

会議2日目の午後に図書館員に図書館ツアーをし

てもらった。スザ、ロライブラリーとアレンライブラ

リーは建物が表と裏で、つながっているこつの図書館

で複雑な構造になっている。ILLセク ションではワ

シントン大学も参加している日米DDS試行実験に

ついて質問しようとしたがあいにく担当者が不在の

ため，直接話が聞けなくて残念だ‘った。

...スザ口・ アレンライブラリー遠景

(2）パンクーパー中央図書館

有名な建築家が設計した建物でユニークな形をし

ている。入り口付近に自動貸出システムや CD-

ROMコーナーがあり，国際都市ら しく日本語 ・中

国語など多言語コーナーが充実していた。

(3) UBCアジアライブラリー

UBCのアジアライブラリーでは，権並さんが資

料を準備して丁寧に説明してくださった。アジアラ

イブラリーは日本の政府刊行物受け入れセンターと

して指定されており，日本語の蔵書数は北米でも有

数の規模を誇る。また戦前パンクーパーで発行され

18 

た「大陸日報」や1877年以来の日本人移民の資料

など日系カナダ人史コレクションではカナダ最大で

ある。現在ではアジア環太平洋国際関係学の研究教

育支援のため，社会科学分野の日本語の蔵書を拡張

していく予定である。

(4）シアトル公共図書館

いわゆる普通の公共図書館だ、ったが，無料で利用

できるインターネット端末が設置されている部屋が

あり，朝早くから使われていた。

研修後の様子

会議内容については帰国後に録音した会議録を聞

き直 し理解を深めた。システム関連では， Z39.50

サーノくの開発に着手し，年内にリリース予定であ

る。また 2000年7月14日（金）には OCLCワーク

ショップを開催し， Z39.50のデモを実施した。また，

東工大ベースのILLシステムの導入も検討中であ

る。UBCの権並さんからは帰国後もメールでレ

ファ レンスの質問をうけるなどその後も交流があ

る。今回の出張で海外研修についての抵抗感が多少

緩和された。

後輩への助言

。CLCの動向， Z39.50サーバの開設状況，データ

フォーマット（USMARC）と文字コード（U凶code),

メタデータ （DublinCore）などについて先輩職員

等による勉強会を実施するなど事前に概略を把握し

ておく必要がある。また会議に参加するには十分な

英語力が必要で，特にヒアリング能力をつけるべき

である。そのほかに PC持参でメ ールやインター

ネット等を行う場合，海外のアクセスポイントと海

外での接続方法を事前に調べておくことが大切であ

る。メールは Webメール （インターネ ットさえつ

ながれば，どこでも送受信可能なメール）のほうが

安上がりで便利で、ある。

おわりに

今回の出張は初めてのことばかりでとまどうこと

も多かったが，帰国してみると日常業務を離れての

海外出張は貴重であり新鮮な体験だ、ったと実感し

た。特に，会議に参加することで単なる見学や視察

といった研修では得られない緊張感を味わえたこと

は大いなる収穫であろう。
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アイルランドの製本屋とイギリスの図書館の訪問

出会い

1999年3月のある日，文学部の先生と塾員を介

してアイルランドの書店兼製本屋であるケニーズが

来館した。要修理本の存在，遠方からの来館，そし

て接することで製本の知識を習得して行けばとの上

司の助言を得て，ケニーズに積極的に対応した。ケ

ニーズは兄のコナーが書店を，弟のジ、エリ ーが製本

屋をやっているとのことであった。

ケニーズにはフリートライアルで出来具合の確認

をすることにした。貴重書・準貴でなく， 1800年以

降の図書で，表紙がはずれた「ボードオフ」本と，

全部表紙を張り替える図書を出すことにした。ボー

ドオフ本の修理法は，背と本体を新しい草でつな

ぎ，その上に古い背の革を張る「リパッキング」法

である。1ヶ月位で修理された図書は戻ってきた。

たまたま洋書店で古書に詳しい人が別件で私を尋ね

てきた。仕上がりを見てもらうと，「VG」であった。

ゴjレウェイ

アイルランドのゴルウェイにあるケニーズに行っ

て，どういう書店と製本屋なのか，製本職人の数，

製本の工程を調べることを目的とした出張が実現し

た。ゴルウェイへは 1999年9月2日に発った。ロ

ンドンから飛行機でダプリンへ入り，国立図書館と

トリニティーカレッジの見学をすませ，ダプリンか

ら列車で 3時間でゴルウェイに着いた。まず，ケ

ニーズ書店を尋ね，そしてコナーが店内を案内して

くれた。

製本屋は書店から車で 10分のところにあり，教

店の倉庫と一緒の建物であった。早速ジ、エリーが修

理工程を説明してくれた。4,5人の職人が作業を

分担して行っていた。最初に表紙に革を張る作業，

次に紹介してくれたのは綴じる作業である。ソーイ

ングスタンドに図書を挟み，セクション毎に針と糸

で綴じるわけである。非常に作業が細かく，単純で
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根気がいる作業である。仕上げは金箔を鎧で背表紙

や表紙に埋め込むトゥーリングである。1千度近く

まで温めたアルファベットの文字，様々な模様の鎧

を正確な位置に埋め込む作業である。

慶膳に来館した時に，製本は弟のジ、エ リー一人が

やっていると思ったが，各工程に職人を雇っている

ことが分かつた。そして兄コナーの書店が日本の大

きな洋書店と取引きをしていることを聞き，ケニー

ズ製本屋に親近感を少し抱くようになった。

見学

大英図書館（以下BLと略す）と，オ ックスフォー

ド大学のボードリアン図書館への訪問には3つの目

的があった。それは書庫環境の見学，請求記号ラベ

ルの有無および，蔵書印と蔵書票の確認，そして閲

覧室の利用である。閲覧への関心は，閲覧者の側に

立って図書館を見る必要性を感じていたからで

ある。

セント ・パンクラスにあるBL新館の地下書庫は，

厳重な扉を何回も通り，着いた所は，櫨のような中

に書架があり，勿論24時間稼動の空調に守られ，貴

重な図書が並んでいた。現在アメリカで主流の蔵書

票を用いず，”BritishLibrary，，という小さな印を

使っていたのは知っていたが，請求記号ラベルが背

表紙に貼られているとは思っていなかった。貴重書
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には余り貼らないのではと聞くと，「図書が多く，

混乱を招くので、貼っているJと答えてくれた。

一方，ボードリアン図書館は，新館と，あの

デューク ・ハンフリー図書室がある旧館からなって

いる。四季の温湿度の変化が東京ほど大きくない

オックスフォードでは，ハンフリーの空調は，自然、

まかせだという。新館はやはり 24時間空調であっ

た。ハンフリーの書架にある古刊本は，プツクシュ

ウに入れられているのもあった。聞くと，時代に

よって扱い方が変わるんだと言っていた。ここでは

請求記号ラベルは貼っていず，図書の見返しの部分

に鉛筆で請求記号が普かれていた。慶躍でもブック

シュウをすべてはかせ，シュウにも請求記号を書け

ば，混乱は避けられると直感した。さらに図書を見

ていくと，タイトルページの裏に蔵書印が押されて

いた。新館の書庫に入ると，挨を被った古刊本が配

架されていた。その中には修理箇所が明記された

メモを挟んでいる要修理本もあった。それが目につ

くので，聞いてみると，修理費が十分に取れず，

利用頻度を考慮して修理に出しているとのことで

あった。

慎重に

印象に残ったのはやはり BLとボードリアンで，

両図書館はイギリス屈指の大図書館。わが図書館で

も参考になる情報を得られた。ケニーズ製本屋との

関係で考えると，予算が厳しい状況においては，利

用頻度に応じて修理製本に出すことも必要であろ

う。修理製本にしても，製本屋によって随分技量が

違うと思う。ケニーズだけでなく，雄松堂を通じて

のロス ・アン ジェルスにあるへリテージ， ニュー

ヨークのアンジェラ・スコ ット，ボストンのハー

コート，そして月島にある個人経営のREIなど製本

屋の情報が集まってきた。「修理製本は慎重にjを

モットーに仕事を進めたいと，思っている。

三田図書館・情報学会月例研究会
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第 102回

日時： 1999年 12月11日 （土）午後2時～4時

テーマ：情報検索における統計的手法

発表者：岸田和明 （駿河台大学文化情報学部）

第 103回

日時： 2000年3月18日 （土） 午後2時～4時

テーマ：子ども読書年と国際子ども図書館一国際

子ども図書館設立の意義

発表者：亀田邦子 （国際子ども図書館長）

第 104回

日時： 2000年6月10日 （土） 午後2時～4時

テーマ：逐次刊行物の動向一価格問題と電子雑誌

発表者：長谷川豊祐（鶴見大学図書館）

これらの研究会は非会員にも公開している。

また，年2回刊の機関誌Libraryand Informa-

tion Scienceは，個人会費 （年額￥3.000）機関会

費 （年額￥5.000）を支払った会員に送付される。

学会への入会，機関誌等に関する問合せは，慶

臆義塾大学内， 三回図書館 ・情報学会事務局

( T el.03-3453-4511内23147）で受付けている。
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EDC Basic Seminarに参加して

はじめに

1963年以来EU（欧州連合）の情報を市民・研究

者に提供するため世界に約500以上 （うち大学300)

の機関にEuropeanDocument Center （以下EDC)

が設置されている。EDCは欧州委員会の教育文化

庁の監督下にあり， EUの官報にあたる Official

Journal等が無料で寄贈される。三田メディアセン

ターは 1982年EDCとなった。日本圏内のEDCは

駐日欧州委員会のもと，年に2回のセミナーや研修

会を開き，情報交換，情報の更新を行っている。今

回プリュッセルで、行われた研修はそのinternational

版にあたり，各国のEDCのライブラリアンや，駐

在欧州委員会の各国代表が参加して EUの動向や

EDCで提供する資料について講義を受けた。研修

プログラムは20年近い歴史を持つが，日本が参加

したのはこれで3年目である。講義やデイスカツ

ションは英語かフランス語で行われるため，どちら

かの言語でコニユニケーションが取れる必要があ

る。今回の参加者は英文の履歴書の提出と駐日欧州

委員会の広報担当官と英語による電話インタビュー

により選考された。応募者は5名，その中から私と

東北大学付属図書館のEDC担当の2名が参加する

こととなった。なお旅費 ・ホテル代等は全て駐日欧

州委員会が負担してくれるが，参加の条件として，

研修成果のレポートを英文で駐日欧州委員会に提出

すること，日本のEDCセミナーで報告することが

課せられた。

プログラム

研修は3日間 （1月24日～26日）行われた。1時

間の講義が13コマ。その他 1日目の午後にデイス

カッションと3日目の最後に欧州委員会の図書館の

見学が組み込まれていた。講師はEDCに送られて

くる資料を刊行する機関の担当者の他，今年は

2002年の通貨ユーロの実質的誕生に伴う広報活動

まつもと か~こ

松本和子
（三田メディアセンター課長代理）

や，問合せ窓口の担当者も含まれていた。

研修成果

①情報のアップデート

今回の研修内容はEDCの資料を扱うライブラリ

アンにとっては情報のア ップデートという側面が強

かったと思う。まったくの初心者では資料そのもの

の解説等がなく，情報流通に関する説明に重点が置

かれていたので理解することが難しいのではないか

と思われた。日本では資料に関しての研修が年に

l～2回駐日委員会主催で行われている。今回の研

修にはこの囲内コースを受講済の者を対象にした方

がより効果があったと思う。

②EU情報提供政策ビジョンと EDCの今後

EUは紙での情報提供を Webでの提供に変更す

る方針であることが示され，各庁が行っている

Webサービスを統合してひとつのインターフェー

スで検索できるように計画中であると知らされた。

現在EUのWebサイトは各種の情報が提供されて

いるが，残念ながら情報がどこにあるのかわかりや

すいとは言えない。ただし公用語である 11ヶ国語

でページ維持すること （今後参加国が増えれば

15ヶ国語） を考慮した上で使い易いページをデザイ

ンすることは大変な作業になるだろう。

また今回印象に残ったサーピスの一つにEurope

Directというテレフォンサービスがある。外部企業

に委託して訓練された 25名のオペレータがヨー

ロッパ中からかかってくる市民からの電話でのク

レームや問合せに対応するサービスである。更に

ホームページ上での対話や直接対話の機会を増やし

たりと市民への情報提供に積極的に取り組もうとい

う姿勢がうかがえた。マルチ言語，マルチ文化をど

う統合していくか， EUは世界の先達となるべき方

法を積極的に探っており，それは見習わなくてはな
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らないと思う。EDCライブラリアンはこういった

EUの姿勢に注目し，サービスに結びつける努力が

必要となるだろう。

③人的な交流の広がり

私自身はEDCの資料管理をしていないし， 三田

から離れていた期間が長かったため他のライブラ リ

アンと比べると問題意識が薄かったことは否定でき

ない。それでも経験者の話を聞くことは随分勉強に

なった。研修の間，参加者は缶詰状態で，朝，昼，

晩と食事も一緒である。なるべく多くの国の人たち

と交流するように努めたが，英語が第2外国語とい

う参加者の英語のレベルも様々で，日本人だからと

か，英語ができないからというような心配はまった

くいらないと，思った。今後この研修が継続するかは

駐日欧州委員会次第ではあるが，チャンスがあれば

他のスタ ッフにも参加してもらいたい。

日吉メテεィアセンター平成11年度企画展示一覧

日吉メテ2イアセンタ一平成11年度企画展示委員会

展示期間 タイトル 内 %勺ヨr

－新入生オリエンテーション

第1回 4月1日～4月30日 福j華諭吉と慶藤義塾 －情報リテラシーのすすめ

・展示 （貴重害）

・展示

－映画上映

第2回 5月1日～6月30日 ミステリー・サスペンス小説はすごい ！ 「依頼人J

「ミザリ－J

「スリーパーズj

第3回 7月1日～9月30日 東洲斎写楽撰 展示

第4回 10月1日～11月30日 クリム童話 展示

第5回 12月1日～1月31日 小泉八雲の世界 展示

第6回 2月1日～3月31日 環境問題って何だ7 展示
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米国出張かけ足報告

1999年秋と 2000年春に、米国で開催された会議

に参加した。ここでは，それぞれの会議の様子を紹

介する。

1. ICPSR 

1999年 10月14日から 17日にかけて，米国ミシ

ガン州立大学において， ICPSR代表者会議が開催

された。ICPSR(Inter-university Consortium for 

Political and Social Research）は，ミシガン大学に

本拠地のある， 社会科学データアーカイブであり，

慶膳義塾大学も1990年から加盟会員となっている。

この代表者会議は， 2年にl回開催される総会であ

り，世界中の社会科学研究者，データライ ブラリア

ンが集合し，データ解析法や，社会科学教授法，

データサーピスのあり方などが報告される大きな会

議となっている。

筆者がこの会合に参加するのは，，前回（1997年）

に続けて2度めであった。様々なセッションが並行

的に行われるため，すべてのセ ッションに参加する

ことはできない。筆者は主にデータサーピスの実践

のためのセ ッションに参加した。前回，今回とも，

社会科学データを効率よく利用するためのコード

ブックの電子化の問題が話題の中心であり，前回は

PDF形式のファイルが大きくクローズア ップされ

ていたにも関わらず，今回は XMLによるコード

ブックが主流を占めていたのには，時代の流れの速

さを改めて感じさせられた。

ICPSRの会合が終了した後， NewJerseyに移動

し， Princeton大学の貴重書室を訪ね，資料のデジ

タル化についてのインタビューを行った 。

Princeton大学では，保存のためのデジタル化を第

一義と考えており，劣化の激しいものからデジタル

化を開始していた。

Princeton大学の次に，筆者が1997年に滞在して

いたRutgers大学を訪問した。筆者の滞在時に作成

した手稿コレクションのWebサイトのファイルが

紛失したという連絡を受けていたため，旧恩のある

方や友達に再会する喜び、を味わったのもつかの間，
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コンビュータの前に座ってあっちこっちのフ ァイ ル

を探して回るという，非常に地味な作業に追われる

ことになってしまった。

2. OCLC 

2000年3月13日～ 17日まで，米国Ohio州に行

き， OCLCの主催する諸会議に参加した。

OCLCの会議に先立ち， 3月13日午前中に， Ohio

LINKとOhio州立大学を見学した。OhioLINKは，

Ohio州内の大学図書館，州立図書館のコンソーシ

アムであ り，共同目録機関として，またILLシステ

ム提供機関として，そしてデータベース・ 電子

ジ．ヤーナルサービス提供機関として，加盟図書館の

利用者へのサービスを行っている。非常によく機能

しており，利用率も高く， Ohio州立大学の担当者

に聞いても， 評価の高いコンソーシアムであった。

3月 13日午後から， 14日にかけては， OCLC館

長会議が開催された。この会議は，毎年開催される

もので， OCLCを利用している研究図書館の館長の

ための各種講演と討議セ ッションが行われる。現在

の研究図書館を取り巻く環境の変化や，こうした変

化に対応するためのキーコンセプトなどを中心に討

議が行われた。15日～ 16日午前にかけてワーク

ショ ップが行われ，グローパル時代における図書館

聞の協力に関して，グループ討議を行った。今後は

cooperativeではなく， allianceという言葉で語られ

るべきであるという発言が印象に残った。

さらに， 16日の午後は， OCLCのアジア ・パシ

フイツク地域のみのグループセッションが開催され

た。ここでは，アジア ・パシフ イツ ク地域の参加館

の事例報告が行われた。慶臆義塾については，加藤

三田メディアセンタ一事務次長から慶腰大学の紹介

と義塾メディアセンターの諸活動についての近況報

告を行い，それに続けて，筆者から日本の書誌デー

タフォーマットに関する問題点や， 239.50ターゲッ

トの開発計画，三田メディアセンターのデジタルラ

イブラリー計画などに関する報告を行った。

以上，文字通りかけ足報告とする。
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NCC Conferenceに参加して

2000年3月5日から11日までの1週間， SanDiego 

で開催された NorthAmerican Coordinating Coun-

cil on Japanese Library Resources （旧日本語名＝

全米日本研究資料調整委員会）（以下NCC),Council 

on East Asian Libraries Association for Asian Stud-

ies （以下CEAL)の年次会議と UCSDLibraryの見

学を目的として海外研修の機会をいただいた。出席

した会議の報告と成果を，以下にまとめた。

1.はじめに

参加した会議は NCCの Year2000 Conference 

と， CEALのCommitteeon Japanese Materials（日

本語名＝日本資料研究会）AnnualMeetingの2つ

で，三田メディアセンター事務次長の加藤に同行す

る形で出席させていただいた。もともとこの会議に

参加するきっかけとなったのは， 2000年1月に国際

交流基金が主宰した「海外における日本資料提供の

ネットワーク」ワークショップに出張したことであ

る。この場で発表された，日本資料に関する国際的

な協力体制の今後について引き続き NCCで討論さ

れたと理解している。

2. NCC 

3月6日から7日， SanDiegoのTown&Country 

Innを会場として，日本資料についてのリソース・

シェアリング，蔵書構築，技術革新，国際協力を主

なテーマとして行われた。会議内容はテーマごとに

9つのセッションが話し合われ，初日はLC，国際交

流基金ニューヨーク支部，国立情報学研究所等から

の活動報告，およびNCCへのニーズ，著作権， ILL・

ドキュメントデリパリー，デジタル資料の今後につ

いて， NCCメンバー館からの事例が発表された。

2日目は分科会形式での話合いが行なわれ，単行

書，逐次刊行物，テクニカルサービス， 利用者サー

ビス，研修制度の各部門ごとに，今後行なうべき活

動方針と意見が出され，最終的に全体会議でNCC

全体意見としてまとめられた。NCCConferenceプ

ログラムの詳細については，DukeUniversity, East 

Asia Collection Libraryサイト内に掲載されている
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ながしま ちかこ

永 嶋 千 夏 子

（三田メディアセンター）

ので，こちらを参照していただきたい。

(http://www.lib.duke.edu/ias/eac/ncc/ ) 

3. CEAL 

3月9日にNCCと同じホテルを会場として日本資

料委員会の年次会議が行われた。プログラム内容

は，「電子図書館プロジ‘ェクト」（京都大学）， 「海外

ILLについて」 （早稲田大学図書館），「印字本の目

録作成」 （FreerGallery of ART），「国際交流基金，

国会図書館主宰日本司書研修制度を受けて」（ピッ

ツパーグ大学図書館）の報告が行なわれた。CEAL

Annual meetingの概要については，以下のサイト

で参照可能で、ある。

(http:/ I msnhomepages. talkci ty.com/ 

onProfitBlvd/hideyuki-morimoto/home.htm ) 

4.成果

慶感義塾に関連した成果としては，日米ドキュメ

ントデリパリープロジェクトの延長，メアリ ー・

ジャクソン氏を迎えた日本でのシンポジウムの開催

が決定され，今後の環太平洋データベースへの協力

についても意見交換があった。

今回の研修で私個人が得た成果としては，会議で

人的交流ができたこと，その後5月に三田で行われ

たメアリー・ジャクソン氏のシンポジウム開催，

OCLCワークショップ開催などに際して，準備やサ

ポートを行う研修委員として業務につなげることが

できたことが挙げられる。また日本資料に関する会

議であったことで，囲内のドキュメントデリパリー

の現状や相互協力の現状が認識できた点や， NCC

側より今後のメディアセンターの海外ILL協力の可

能性についても質問があり，期待の大きさを肌で感

じることになった点も，月並みではあるが収穫のひ

とつと言えるのではないか。メディアセンターとし

ては， 2001年1月には日米ドキュメントデリパリ 一

実験についての評価を行うこともあり，今後も現場

レベルでつながりを持っていくことになるのではな

いか。
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〈特集〉新世紀への人材育成を目指して：メディアセンターの研修ブロタラム

Converge on London 

今回第8回国際医学図書館会議 （8ICML）に参加

する機会を得た。会議は2000年7月2日から5日ま

でロンドンで開催された。第1回（1953年）がロンド

ンで開催されて以来回を重ね，第4回 （1980年）の

ベオグラードからは， 5年に一回主要都市で聞かれ

ている。第5回 (1985年）は東京で行われたが，当

センターは事務局を務め，図書館見学ツアーの拠点

にもなった。

にMLは，世界の医学図書館員が， 一堂に会して

日頃の研究を発表し，情報を交換する集いである。

今回の参加者は76カ国1400名を超え，日本からも

15名の参加があった。会議は，ロンドンの中心地

ウエストミンスターにほとe近いQueenElizabeth Il 

Conference Centreで、行われた。会議前日参加登録

の手続きのため，会場を訪れたが，入り口では手荷

物検査があり，物々しい感じだった。

7月2日会議初日。混声合唱が会場に響き，厳か

な雰囲気の中開会した 。 会議のテーマは，

℃onverge on London＇，ロンドンに集まり，医学図

昔館を取り巻くすべての境界を越えようというもの

だった。OpeningSessionに続いて， WHOのJulio

Frenk氏のTrendsand Challenges in World Health 

と題する基調講演が行われた。

Plenary Session は ScholarlyCommunication, 

The Information Centre. Standing on the Shoul-

ders of Giants, The Health Care Context, The In-

formation Professionalの5回あり，それぞれ60分

で2名の講演があった。講演者は出版社のディレク

タや，著名な医師やジャーナリストなど鋒鋒たる顔

ぶれであった。

Parallel Sessionは7回あり，同時に9テーマに

分かれ，それぞれ90分に2～4名，総勢358名， 196

編，日本からも 2編の発表があった。2000年開催と

いうこともあり 21世紀を展望する話題が多く，

Digital Library, Evidence-Based Health Care. 

Global Health Informationなとeの言葉が飛び交って

BICML見間記

はせがわ ひ ろ と

長谷川博子
（医学メディアセンター）

いた。

Librarians' Teaching Role Explored 2という分

科会は医学生に対する図書館教育をテーマとしてお

り，発表者が，全員女性図書館員で和やかな感じで

印象に残った。医学メディアセンターで現在行って

いる基礎医学特論とよく似た事例を発表していた。

そのほかの発表も日頃の研究成果や実例を発表した

もので，プレゼンテーションの仕方も工夫されてい

た。発表後に質疑応答が行われ，活発なやりとりが

繰り広げられた。パネルデイスカッションのような

形式で発表者どうしの討論も聴きたかった。また，

会議以外でも雑誌価格の高騰について話題になって

いたが，出版社どうし，あるいは，図書館と出版社

の間で率直に話し合う場があってもよかったように

思う。

Exhibition Session, Poster Sessionも並行して行

われ，前者は， 50以上の協賛企業のデモンストレー

ションやレクチャーが行われた。後者は 60以上の

出展があり，まさしく ElectronicPostersといえる

数々 だ‘った。

会議最終日。実行委員長であるTonyMcSean氏

は会議の成功を喜び，参加者に感謝の言葉を述べ

た。続いて，次回開催のサンパウロの役員が2005年

の再会を約束して閉会した。

国際会議に出席したのは初めてであり，戸惑うこ

とも多かった。しかし，日常業務に追われて視野

の狭くなっている私にとってはとてもよい刺激に

なった。

世界の医学図書館員と交流を持てたことは何よりの

収穫である。医学メディアセンターでは， ICMLの

ほかアメリカで開催されている MedicalLibrary 

Associationのannualmeetingに参加できる研修が

ある。毎回は無理かもしれないが，この制度をぜひ

継続して，多くのスタッフに貴重な経験を与えてく

ださることを希望する。
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’情 報

IT革命の波は大学にも押し寄せ，特に図書館

ではその影響が大である。それこそ20年前の図

書館といえば，図書館という箱物の中に書籍と

紙にかかれた資料だけが存在していた。しかし，

現在ではテープ， CDなどといった磁気媒体や

従来は計算センターで管理されていたものの

部も図書館で管理されるようになった。

またインターネ ットの導入によって，書籍や

資料の検索に大きな革新があった。インター

ネットの導入によって， 三田図書館にない書籍

や資料が比較的速やかにどこにあるかが確認で

きるようになったのである。図書検索を考える

と， 三田図書館の3階や4階で検索をすると， 三

田に該当の書籍が在梨しない場合にも日吉や矢

上，藤沢の情報が同時に検索され，当該書籍を

即座に日吉や藤沢に請求できる態勢にある。ま

た，慶応が所有していない書籍でも，日本国内

のどこの大学が所有しているのかも

即座にわかる。

各種の資料の場合にはもっとドラ

スティックである。例えばGDP（圏内

総生産）の値が必要になったとしよ

う。これまでは図自：館に行って，「国

民経済計算年報Jから必要な個所をコピーした

り，また，日経NEEDSのデータをMTから取

り出さなければならなかった。しかし，現在で

はインターネット上で経済企画庁のホームペー

ジを探せば， GDPのデータそのものが即座に見

られる。データをダウンロードすれば，それで

自分のPCにもデータが確保できるのである。

また，海外データの場合にはさらに大きな変

化があった。分析上，アメリカやヨーロッパの

データが必要になったとしよう。その際には，

必ずしも図書館に備えられていないデータも

多々ある。近年，慶応ではOECDの専用コーナー

がB3にでき，またかなりの国のデータも 4階に

収録されているが，慶応にない資料もあり，そ

の場合には現地の友人にコンタクトを取って取

り寄せたり，また現地に知人がいない場合には，

日本にある連絡事務所や大使館に問い合わせた。

しかし，相手から「ありませんJといわれれば，

諦めるしか方法はなかった。

現在では状況がかなり変わっている。イン

ターネットのホームページを探すという方法が

の 質
まき あっし

牧 厚 志
（商学部教授）

加わったからである。それではこのようなIT革

命の中で図書館の役割はどのように変わる必要

があるだろうか。将来の図書館の役割を考えて

みよう。

図書館の役割は情報の供給媒体であり，でき

るだけ質の高い情報を提供することであろう。

今も昔も学生や研究者に対して情報サービスを

提供する媒体としての図書館の性格は変わって

いない。しかし，情報の質という点では今後考

えなければならないことがある。

IT革命によって先進国聞の情報ギャップが縮

小してきた。このことが研究の世界にも波及し

てきており，昔は知らないで済まされたものが

済まされなくなっている。時系列的視点からの

例をあげよう。現代に生きている研究者はエジ

プトの古代社会や古代中国の社会生活を直接的

に見聞することはできない。インターネットが

発達していなかった 20年前にも，日

本にいたのでは直接観察できない古

代遺跡や古代社会の研究書や写真は

あった。しかし現在では，インター

ネットを通じて，これらの情報の一

部は世界中で同時に提供され，日本

に居ながらにして古代の社会生活を想像できる

ようになった。このように，日本のような辺境

にいるから知らない，では済まされなくなって

きたのである。また横断面的な状況でも，日本

に居住していれば，ヨーロッパやアメリカの現

時点の出来事を直接的に体験することは不可能

である。しかし，日本にいても世界中の出来事

を，ネットワークを通じて，居ながらにして知

ることができる。

このように，分析の前提になる情報量はイン

ターネットの発達によって豊富になっている。

そこで研究の際には，分析対象に対して最も適

切なデータを使っているのか，あるいは他の研

究者の研究と自分の研究がどのような位置付け

にあるのかを，今まで以上に，はっきり認識す

ることが重要になる。

大学が学界，産業界に対して質の高い情報の

発信を続けていくためには，今後ますます図書

館と研究者の間で情報の質を高めるための交流

と情報交換が必要となるだろう。

’・・・・・圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・’
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御伽草子と展示

1.はじめに

御伽草子は，展示に向く題材である。日本の古典

資料の中で，これ以上の題材はおそらくないであろ

う。本文としての美しさはもちろんであるが，挿し

絵の存在が彩りを添えている。

挿し絵にも，さまざまの種類がある。本格的な大

和絵の系統を引くもの，稚拙な中にもおもしろみが

あるもの，絵草紙屋かどこかで量産されたと思われ

るもの，などである。

また，その挿し絵が付される本のかたちにもさま

ざまある。巻物，袋綴じにした冊子，綴葉という綴

じ方の冊子，折り帖，それぞれに大中小の大きさが

あり，冊子には横の幅が長い横型もある。

御伽草子の代表は絵巻物と奈良絵本といわれる

が，細かく見ると，このようにさまざまあるのであ

る。これらの手で書かれた写本以外にも，刊本とい

われる印刷本がある。御伽草子が流行した時代は，

日本文学作品が印刷され始めた時代と重なる。

その印刷本も，初期の活字で作られたものと， 一

般的な印刷である整版で作られたもの，それぞれに

挿し絵のあるものとないもの，挿し絵に丹緑といわ

れる簡単な彩色が付されたもの，などがある。

このように，御伽草子の展示を行うと，日本古来

のいろいろな本のかたちゃ，挿し絵のさまざまなす

がたを， 一堂に見るこ とができるのである。

2.御伽草子の購入

御伽草子は，国宝級の絵巻物と違い， 一巻で何億

円もする品物ではない。それで、も，バブル経済の頃

は， 一巻一千万円の値を付けるものも多くあった。

その後，値は下がったといっても，購入できる所は

限られている。

十年以上前，当時斯道文庫長であった松本隆信先

生が，斯道文庫の一室に，横山重氏の遺品である赤

木文庫本を，管理なさっていた時期があった。横山

重氏の旧赤木文庫本は，現在でも慶麿義塾図書館蔵

MediaNet No.8 (2000.10) 

いしかわ とおる

石川 透
（文学部助教授）

御伽草子の主流を占めているが，それらの多くは，

まだ横山氏が在世中に慶麿義塾に売り渡されたもの

である。

横山氏は，新しい資料を買うために所持していた

資料を売って資金に充てたのである。その行為は，

商いと変わらないということで，だいぶ非難もされ

ていたようであるが，横山氏が立派なのは，集めた

資料をほとんど自費出版同然に活字化し，後の研究

に資したことである。原本は販売されて行方不明で

あるが，横山氏の紹介によりその存在が知られてい

る資料も数多いのである。

話を元に戻すと，このように転売を繰り返してい

らっしゃったから，お亡くなりになった時にも，百

点以上の御伽草子が赤木文庫にあった。それを松本

先生が管理なさっていたのである。松本先生はよ

く，この残った赤木文庫本全てが一括して慶麿義塾

に入ればとおっしゃっていたが，結局それはかなわ

なかった。その十分のーほどは，慶膳義塾図書館で

購入できたが，残りの百点ほどは，億を超える金額

で著名な業者に渡されていった。

もちろん，慶膳義塾図書館に入ったものは，御伽

草子展の時に展示されていたし，各自で閲覧するこ

とも可能なのであるが，現在のところ，その残りの

百点の資料は，閲覧できる状況にはない。今さらで

はあるが，斯道文庫で保管している時に，じっくり

見ておけばよかったという反省しきりである。

3.用語

御伽草子は，国文学作品の中でも，異本が多い作

品群である。異本とは，題名が同じで，基本的な内

容が同じであっても，本文が異なる伝本のことをい

う。当然，何か一つ基本的な伝本があり，それに対

して異本であるという言い方をする。研究者によっ

ては，本文が同じでも，別の写本であるという意味

で使うこともある。しかし，ここでは，本文や内容

に変化がある伝本のことを指すものとしたい。
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ところで，国文学史の用語も意外と共通認識が欠

けていることが多い。御伽草子研究においてよく使

われる奈良絵本という言葉も，人によって指す範囲

が異なっている。

私も，最近まで絵巻を含めて使用していたのだ

が，今は，奈良絵本 ・絵巻というように並列させて

使うことが多くなった。講演会や学会発表では，や

はり分けて使った方が誤解されずにすむからだ。

このように，同じ一人の人間でさえ使う範囲が揺

れているのであるから，統一見解は，得られそうに

ない。奈良絵本は，絵本を指すと決めても，いろい

ろな種類があるから，どれを奈良絵本とするかでも

めるのである。

4.奈良絵本の製作地

奈良絵本という言葉自体は，明治時代の古物を商

う業者が使用し始めたのだといわれている。奈良の

輿福寺周辺に絵仏師がいたため，今われわれがいう

奈良絵本も，奈良の絵仏師が作ったのであろ うと考

え，奈良絵本と名付けたのだという。ちなみに，猿

沢の池の脇にある絵屋橋 （現在，川はながれていな

い） は，輿福寺の絵仏師たちがいたところらしい。

現在では，奈良絵本は奈良で作られたという説は

否定され，奈良絵本は京都で作られたといわれてい

る。しかし，それを証明するものはほとんど存在し

ない。わずかに，奈良絵本に近似する絵巻物に，京

都の絵草紙屋の印記がみられるとか，当時の京都の

記録類に，京都と思われる絵屋が登場するにすぎ

ない。

しかし，私が最近報告した， 奈良絵本の反故紙に

使用された，絵草紙屋と思われるところの大福帳

（寛永年間の年記あり）には，「京にて売る」 という

ことがさかんに記されている。わざわざ「京にてJ

といっているところをみると，どうも京都以外の地

に絵草紙屋があるように思えるのである。

また，有名な岩佐又兵衛の絵巻群は，江戸初期に

越前で製作されたもののようである。さらに，奈良

絵本でも元禄年間頃製作の縦型本には，江戸の本屋

の反故紙が使用されたものもある。

確かに，江戸時代の前半は，文化の中心は京都に

あったのだが，このようにみると，京都だけで奈良

絵本が作られたとは考えにくいのである。この辺の
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問題は，まだまだ研究の途上にある。やがて，その

すがたも明らかになっていくことであろう。

5.奈良絵本の研究

奈良絵本の研究は，近年やっとさかんになってき

た。これまでは，国文学上の本文研究のーっとし

て，その本文の紹介などはよくされていたのだが，

挿し絵を含めた総合的な研究は，ほとんどなされて

いない。美術史の方からは， 取り上げられることさ

えまれであった。

それが， 5年ほど前からは，絵本の会という，国

文学，歴史学，美術史のそれぞれの専門家が集まる

研究会ができ， 2ヶ月に一度，会を聞いている。ま

た， 2000年8月には，扇の草紙研究会が開催された。

いずれも，数年前には考えられなかったことで

ある。

それらの研究会以外にも， 1997年の中世文学会

では，絵画と文学のシンポジウムが聞かれ，多くの

学会でこれと似たシンポジウムや研究発表，さらに

は，国文学と絵画を関連付ける雑誌の特集号が刊行

されたりした。そのいくつかには，私も関わった

が，いずれも，反応がよいのである。

6.御伽草子の展示と影印版

今回の慶膳義塾図書館蔵御伽草子展も，そうした

流れもあってか，専門家にも大勢お集まりいただ

いた。

また，たまたまではあるが， 1999年秋から 2000

年春にかけては，御伽草子を中心とした展示が各地

で聞かれた。大阪青山短期大学博物館，京都大学図

書館，サントリー美術館，などなどである。また，

題名だけではよくわからないが，御伽草子が展示の

中心となっていたものもあった。

その内，京都大学では，あらためての調査も行わ

れ，従来未紹介の作品が見出され，新聞に大々的に

取り上げられた。そして，この秋からは，京都大学

で所蔵する御伽草子を影印した， 12冊の集成を刊

行することになった。

実は，御伽草子類の影印刊行を予定する機関は，

私が知るだけでもいくつかある。10年ほど前に，早

稲田大学出版会から， f奈良絵本 ・絵巻集j全15-fHt

が出た時には，これが売れるのかと驚いたものであ



るが，意外にもよく売れたらしい。それで，という

わけではないだろうが，これからしばらくは，各機

関がつぎつぎと御伽草子類の影印版を出すことにな

るであろう。

これは，研究にとって非常にありがたいことであ

る。というのは，最近，御伽草子類の奈良絵本や絵

巻は，貴重書ということで，閲覧が出来ないことが

多くなっているからだ。機関によっては，奈良絵

本・絵巻は全て閲覧中止ということもある。聞け

ば，機関の中の人さえ見られないのだという。

残念なことではあるが，こういう機関は増えてい

くであろう。というのも，簡単なことで，奈良絵本・

絵巻は， 一度開けば，程度の差こそあれ，確実に

損なわれていく 。もちろん，目に見えるような損害

を受けることはまれであろうが，絵の具の部分を動

かすのだから，わずかではあっても，絵の具は落ち

てしまう。

ともかしこれらの本にとって一番良いのは，人

の手に触れずに置くことである。そこで，本体は，

閲覧させない代わりに，写真を見せることになるの

である。しかし，困ったことに閲覧停止にしている

にもかかわらず，写真がないところもある。それは

仕方ないとして，写真版が出版されれば，ある程度

は現物を見ることの代わりとなるのである。

7.影印版の出版

さて，影印版の出版が，研究にとって有効で、ある

ことは間違いない。御伽草子は前に述べたように，

異本の多い作品群である。国文学研究の一番の基本

である本文研究は，江戸時代以前の写本や刊本を比

較することから始まる。

『伊勢物語jや 『源氏物語jは，写本や刊本の伝

本が多くても，本文的に一致することが多く，比較

する労力は大変なのであるが，研究上のおもしろみ

は少ない。しかし，御伽草子は，異本が多く，どの

ように，なぜ異本が生み出されたかを考える良い材

料となる。

その異本を比較するさい，影印版が出版されてい

れば，それを手元に置くことにより，複数の伝本を

容易に比較できるのである。

しかも，影印版であれば，挿し絵の部分も掲出さ

れているから，挿し絵の比較も容易である。実は，
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国文学の研究者は，本文の方には注目して，それを

活字化することもあったのだが，多くの場合は挿し

絵を掲載することはなかった。当然のことながら，

挿し絵の研究は，その本文以上になされていないの

である。

また，本文が活字になっているものでも，間違い

かどうかを確認したいところもある。活字にすると

いうのは，難しいことであって，どんなに優秀な人

が担当しでも，必ず，どこかに間違いがある。御伽

草子展の図録の解説に，「誤刻率jという表現を

イ吏ったが （私が作った言葉なのだが，なぜか喜んで、

くださった方が多かった），誤刻率に差はあるにし

ても，必ずあるものなのである。

だから，たとえ本文が活字化されている伝本で

あっても，影印版が出ることには意義があるので

ある。

8.異本の問題

御伽草子の異本については，松本隆信氏が「伝本

から見た御伽草子二十三編について」（『中世庶民文

学j所収）において，古写本が多く残る作品に異本

が多く，江戸時代以降の新しい写本しかない作品に

は異本が少ないと述べられている。

その後の私の調査においても，基本的な結論に差

はない。ただ，私は，異本の現象は御伽草子だけに

限らないものであると考えている。

異本は，御伽草子以外では， 『狭衣物語』ゃ f住

吉物語jにも多く見られる。また， I平家物語jは，

琵琶法師によって語られたという事情があり，問題

は複雑なのであるが，書き写された段階でも異本は

発生している。

御伽草子を含めたこれらの異本をみていると，異

本は御伽草子や 『狭衣物語jや 『平家物語jだけの

現象ではなく，江戸時代前期以前のすべての物語類

にあてはまるのではないか，と思えるのである。

異本は，同じ作者が校正を繰り返した結果だとみ

るのは，今日的な考えである。紙の乏しい昔に，そ

のようなことができょうはずもない。

それよりは，名前もわからない無数の写し手 （書

写者）が，異本の発生に荷担しているとみたほうが

よいであろう。

実は，昔の物語には，作者という意識がなかった
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のである。それは言い過ぎにしても，少なくとも，

作者は，自分が作った物語に署名をすることはな

かった。だから，物語の伝本を見ても，書名は記さ

れていても，作者名が書かれていることはない。も

し，作者名があったならば，それは後の人のさかし

らだと疑うべきである。

fi,原氏物語jの作者が紫式部である，とわかるの

は，当時からの伝承と，他の資料の研究によるので

ある。紫式部であっても，決して署名はしていな

い。だから，今でも f源氏物語j五十四帖の全てが

紫式部の作かどうか，もめているのである。

他の物語についても，作者が明らかなものはな

い。御伽草子においても同様である。

また，これは，江戸時代以前の書物の常識である

が，作者が書いた原本が残っていることはほとんど

ない。では，なぜわれわれが作品を読むことができ

るかというと，それを何度も何度も写し継いできた

からである。書物はどんどん滅んでいくものであ

る。流行した作品は，こうして必ず後世に伝えられ

るのである。

このように，書物は書き写されてきたのである

が，ついでにいうと，それらの本を書き写した人も

署名することは少ない。

誰が作者なのか，誰が書き写したのかわからない

となると，それを書き写す人聞は，作品の内容に手

を入れてしまう。これでは，おもしろくないとか，

文章がわからないとなると，おもしろく，わかりや

すくするのである。このようにして，異本が発生し

たのではないだろうか。

原本の最初の写し手は，作者の身近な人間である

かもしれないが，それでも，著作権などはないのだ

から，よりよいように手直ししてしまうであろう。

私は，異本の発生をこのように考え，物語が作者

の意志とは関係なく勝手に変えられることから，物

語の成長と呼んで、いる。
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では，異本が少ない作品があるのはなぜかという

と，それは単純なことで，あまり書き写される機会

がなかったのである。別な言い方をすれば，はやっ

ていなかったのである。だから，異本の少ない本と

いうのは，現在残っている古写本の数も少ない。

ただし，この例外となるのが， 『源氏物語jであ

る。

『源氏物語jは，写本の数が多いにもかかわらず，

異本が少ない。やはり，書きかえるには，あまりに

も有名で，なおかつレベルが高かったのであろう。

この説はまだ仮説であって，研究も十分なわけで

はない。ともかく，異本の問題は，日本の文学史に

かかわる重要な問題なのである。

9.おわりに

異本の問題について，長々と述べてしまったが，

そのような研究のためにも，御伽草子の作品の一点

一点を調べることが必要なのである。

展示はそのような研究のきっかけにもなるし，各

地の展示を見ても，こんな本があったのかと勉強さ

せられることが多い。

もちろん，これは研究する立場からの意見であっ

て，展示によって得ることは，各自違うことであろ

つ。

幸い，御伽草子は見て楽しめる作品群であるか

ら，日本にこんな話があったのか，こんな挿し絵が

描けたのか，などと思われた方も多いのではないだ

ろうか。

慶臆義塾大学は，学会なども多く聞かれる。今後

は，そのような行事での，展示に携わることになる

のだが，今回の御伽草子展での経験をいかして，よ

りよい展示を目指したいと考えている。

なお，御伽草子展のさいの 5人の講演の記録は，

『魅力の御伽草子jとして， 三弥井書店から出版し

た。あわせて御参照いただければ幸いである。
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三田メディアセンター・インターンシッププロク‘ラム

1.はじめに

この制度は，今に始まったことではなく，医師や

教員，看護婦になるためには昔から一定の条件と

なっていた。しかしながら，最近のインターンシ ッ

プは国が推進しており，その目的は，医学部等の学

生だけではなく文系の学生も学生時代に社会の現場

で働く経験を持つことになっている。平成 12年度

の三田評論の4月号にも，時の話題としてインター

ンシップについて特集が組まれている。その内容を

少し紹介すると，商学部が1999年度より設置した

短期インターンシップ科目「社会との対話」の紹介

と，労働省が中高年失業者の再就職のために「職場

体験講習」制度を開始したことなどの社会人のため

のインターンシップの紹介，同時に，欧米型のイン

ターンシ ップの紹介，そして企業 （伊勢丹）側から

見たインターンシップの意義として①企業としての

社会貢献②大学への企業ニーズの反映③企業に対す

る理解の促進があがっている。

2.インターンシップ実施状況

インターンシ ップを実施している 4年生大学は，

1997年で全体の17%,1999年で35%と増加してい

る。これを学生数でみると約1万7千人で全体の割

合で0.7%である。米国では全学生の 70%がイン

ターンシップを経験して卒業している。欧州では英

国が60%，イタリアは全学生が経験するように法

律で定められている。外国では，インターンシ ップ

を就職のためにおこなうことが一般的になってお

り，その人物を良く観察しておいて就職後のさまざ

まなトラブルを避けようとする目的がある。実際イ

ンターンシップ後に受入先に就職する率は，50%か

ら70%とされている。インターンシ ップの期間も

日本と海外では異なっている。日本は，夏休みなど

に1週間から 3週間というケースが多いようだが，

海外では， 3ヶ月， 6ヶ月，長い場合は10ヶ月という

加藤好郎

（三田メディアセンター事務次長）

事例もある。期間が長いメリ ットとして，学生側か

らすれば仕事になれ自信がつくことで，周辺の仕事

にたいしても興味を持ち業務が広がることになる。

企業側からすると，仕事に慣れることで戦力化でき

る。企業によってはその力量に応じて報酬を出すと

ころもある。このことは学生側からすれば，有り難

いことで進んでインターンシップを受けることにな

る。送る側，受入れ側双方ともに相乗効果を生むこ

とになる。

インターンシップを経験した後の感想として，日

本では「人聞がしっかりしてきた」という評価があ

り，海外では「インターンシ ップ前よりもより勉強

するようになったJとの評価が多いようである。日

本インターンシップ学会では，次のことが報告され

ている。「学生達の就職を選択する基準がインター

ンシップ経験の後でおおいに変わってくる。就職の

選択基準が①やりがい②仕事の内容①尊敬できる人

物 （経営者）の有無④得られる人脈⑤組織の風土」

となり，インターンシップ経験前に重要視していた

① 給料②労働条件③組織の規模等に関する興味は

少なくなる。

3.三田メディアセンター・インターンシツププロ

グラム導入要領

三田メディアセンターでは，次のようなインター

ンシップの受入れ要領を平成 12年5月1日に制定

した。

①導入の趣旨・目的：前述したとおり米国の高等機

関の多くがインターンシップ制度を導入してお

り一定の評価を受けている。三田キャンパスに

は実学の色彩の強い文学研究科図書館 ・情報学

専攻があり，研究領域に関連する実務を体験さ

せ，研究領域の一層の理解を深めることで，研究

者の養成と同時に高度な専門職業人 （ライブラ

リアン）の育成をする目的で導入した。
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②受入れ対象：当面，図書館・情報学専攻の修士課

程と博士課程在籍者を対象とする。但し，現状に

おいてもそれ以外の研究科在籍者からの要望が

あれば，受入れ方法等十分に考慮した上で受入

れる方向で考えている。このことは，スタッフの

育成を考えた場合，図書館・情報学以外の主題を

持った利用者 （インターン）との意志の疎通がは

かれる良い機会だと考えている。

③受入れ期間 ：4月から7月の前期と 10月から 1月

の後期，それぞれ4ヶ月としている。現場での実

習は，受入れ側の体制も考慮して週2日程度とし

ている。

④受入れ部署：資料サービスと資料マネージメン

トの両部門での受入れを考えている。

⑤受入れ人数：原則，前期 ・後期各 l名ずつ。

⑥選考方法：インターンシッププログラム受講希

望者は，指導教員の推薦状と研修計画書をメ

ディアセンターに提出し，面接を受ける。

⑦研修方法：研修計画に基づき実施するが，特定の

業務だけでなく 三田メディアセンター全体の実

務を体験し，研究上必要な業務分析を行う。報告

書はプログラム終了時に提出させる。

③評価：受入れ担当部署の評価および報告書に基

づき，インターン，指導教授， 三田メディアセン

タ一事務次長，受入れ部署担当者で報告会を開

催する。

4.プログラムの実施状況

今年の4月（実施要領は4月1日から適用）から

文学研究科図書館・情報学専攻博士課程1年生を受

入れている。期間は4月から 7月までの4ヶ月。

実習は，博士課程 1年生ということもあって，授

業頻度のことを考慮して当面火曜日の 10:00から

18: 00ということを取り決めた。受入れ担当部署

は， l階のレファレンスで，内容は，カウンター業

務をいずれは手伝うことを前提に， レファレンスカ

ウンターに席を設けてレファレンスのスタッフと利

用者とのやり取りを見ながら，利用者の質問内容，

スタッフの応対，利用された資料など記録を取らせ

ている。利用者が少ない時間帯には，レファレンス

の演習問題をさせ資料になるべく多く触れる機会を

設けている。インターンは，公共図書館での実務経
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験は持っているが，大学図書館での経験がないこと

と， 三田の規模の大きさに多少戸惑ったようであ

る。7月に終了して， 8月にその評価を行った。資

料が豊富なため，資料を覚えるにはとても良い環境

であること，同時に，利用者の利用頻度の高い資料

を把握できた点， 一方，カウンターに来る利用者が

意外に少ないと感じどのように利用者自身が解決し

ているのか不思議に思えた等の感想をもらった。評

価についての話合いの結果，「最新のツールも含め

て，実際に大学図書館で使われるツールをもう少し

自分の研究に生かせる形で継続的に追って見たいj

という要望が出てきた。三田メディアセンター側と

しても，レファレンス業務を実際にする機会が持て

なかったこと，レファ レンス業務以外にも大学図書

館の業務を実体験してもらいたいので，後期も継続

して受入れることになっている。

5.インターンシッププログラムの今後

今後，見直しをはからなければならない事項を列

挙する。

①送出し側の取り扱い：図書館・情報学専攻としは

このプログラムを単位化する方向で検討してい

るようだが，文学研究科レベルでの検討には時

間がかかると思われる。三田メディアセンター

としては，そのことの早期実現を望んでいる。

②他の研究科からの受入れ拡大：図書館情報学専

攻以外のインターンを受入れることで，メディ

ア側としてはその主題における研究動向あるい

は資料に対するニーズを通して資料選択に生か

せることができるし，利用者は図書館の資料を

スタッフの立場で存分に利用することができる

であろう。実際に研修させるなかでその「人Jと

「なり」を見ながら，主題専門家として図書館に

採用することができればとも考えている。

③受入れ側の問題 ：入手の問題がどうしても解決

できない。もっと多くの学生へ機会を与えられ

ればと思うがスタッフの負担はやはり大きい。

欧米の大学図書館では一定の規模を超えると，

図書館組織の中にリサーチ機能を持ったライブ

ラリアンを配置している。インターンシッププ

ログラムのような新しい事業展開を考えたとき，

このような組織の必要性を痛切に感じるが，専



門職制の確立から始まってまだまだ実現するに

はいくつか超えなければならない壁がある。他

大学とのコンソーシアムを組むことでその実現

を目指すことも一つの打開策と考えている。イ

ンターンを多く受入れ，そのアウトプットを一

定の量で生産するように出来るには，少し時聞

がかかりそうである。

④報酬の問題：勿論，力量に応じてのことではある

が，このことがある程度実現できれば，インター

ンを長期に継続させ，同時に戦力化することで，

将来のスタッフとしてリクルートすることも可

能になる。

MediaNet No.8(2000.10) 

6おわりに

ニ回メディアセンター・インターンシ ッププログラ

ムはまだ始まったばかりである。問題指摘型ではな

く，問題解決型の思考で，大事に育てていきたいと

考えている。

参考文献

高良和武．“インターンシ ップの勧め＼読売新聞．

6月30日東京朝刊.P.17“時の話題一インターンシッ

プ＼ 三田評論.1023, 2000. 4, pp40 -47 

日吉メディアセンター平成12年度企画展示一覧

日吉メテrィアセンタ一平成12年度企画展示委員会

展示期間 タイトjレ 内 廿""' 

・新入生オリエンテーション

第 1回 4月1～5月31日 福j華諭吉と慶鷹義塾 －情報リテラシーのすすめ

－展示 （貴重書）

・展示

第2回 6月1～9月30日 万能の天才｜レオナルド ・ダ・ヴインチ －素描集 （複製）を額装して

ギャラリーに展示

第 3回 10月1日～11月30日 「＝田文学J創干IJ90周年記念展示 展示
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「シェルブールの図書館j

三年ほど前，フランスへ日帰りの旅をした。

と言っても東京から飛んだわけではない。イギ

リスに数日滞在中，ふと思い立ってポーツマス

の港から夜行フェリーに乗り，英仏海峡をわ

たった。対岸のシェルプールに到着したのは夜

明け前，帰りのフェリーでフランスを離れたの

がその日の夕方だ‘ったから，日帰りなのである。

なぜこんな物好きな旅をしたか。一つには

フェリーに乗りたかった。船が好きな私は，そ

こに海があって船が浮かんでいると飛び乗ると

いう悪いくせがある。もう一つには，フランス

の思想家トクヴィルの旧宅を訪れたかった。ア

レクシ・ドゥ ・ト クヴィルはノルマンデイ ー出

身の貴族である。1831年に大西洋をわたって

10ヶ月間アメ リカを見聞してまわり，fアメリカ

の民主主義jという歴史的名著を残した。数年

前トクヴイルのアメリカ旅行につい

て本を書いた私は，シェルブール近

郊に今も残るトクヴイルの邸宅をい

つか訪問したいと願っていた。フェ

リーの便があることを知り，イギリ

スから日帰りの旅を思い立ったのに

は，そんな背景があった。

さて，港からパスで町へ出て，慣れないフラ

ンス語を操りながらどうにかこうにかタクシー

でトクヴイル村に辿りっき，教会の裏庭にある

この人の墓参りをし，トクヴイルの館に入ろう

としてドーベルマンに噛み付かれそうになった

のが，この文章の主題ではない。邸内は見学で

・きなかったが，尊敬するトクヴイルが生まれ育

ち，そして死んだノルマンデイーの風物を見て，

大いに満足だ、った。

問題はそのあとである。朝5時にフェリーで

港へ着いたものだから，トクヴイル村訪問が終

わってもまだ午前10時にしかならない。ポーツ

マスへ戻るフェリーの出港は夕方の6時である0

・8時間もこの港町で何をしたらいいだろうか。

特に行きたいところもない。帰路タクシーの運

転手と英仏ちゃんぼんで相談しているうちに，

ふと思いついた。そうだ図書館へ行こう。シェ

ルブールの町にも図書館があるはずだ，入場は

タダだろう。昼寝もできる。「ラ・ピプリオテッ

ク，シルブプレ」と言ったらすぐ通じて，運転

あがわ なおゆき

阿川尚之
（総合政策学部教授）

手は 「ウィ，ムッシュー」と，町の中心にある

公共図書館の前に車をつけてくれた。

困ったときの神だのみならぬ，図書館だのみ。

思惑はまんまと当って，受付で 「旅のものだけ

れど，しばらく居ていいかjと尋ねると，親切

な青年図書館員が「もちろんJと返事をした。荷

物を預けて中に入る。この国で図書館を訪れる

のは初めてだが，日本の公立図書館と共通の雰

囲気を漂わせている。宿題をかかえてリファレ

ンスのお姉さんに質問する小学生。孫に童話を

読み聞かせるおじいさん。一心不乱に勉強する

学生。調べものをする年配の紳士。本を聞いた

まま机につっぷして居眠りする男性。図書館の

なかは静かで、，冷房が効いていて，快適である。

残念なのは本がすべてフランス語で （当たり

前だ），読んでもわからないこと。それで、もせっ

かくだからとリファレンスデスクの

女性にたどたどしいフランス語で

「トクヴィルの本あ りますかjと尋ね

ると，わざわざ立ち上がって書棚ま

で案内 してくれた。「ヴォアラ，イ

スィ （ほらここよ）」。 なるほど， fア
メリカの民主主義jや トクヴイルの

書簡集などが並んで、いる。はるばる日本からト

クヴイルにあこがれてシェルプールまでやって

きて，図書館で探すとこうして彼の本が書棚の

隅で私を待っている そう，思ったら私は妙に

感動してしまい，図書館の片隅でしばらく，あ

まり手に取られた形跡のないト クヴイル書簡集

のページをめくっていた。

図書館に荷物を置いたまま，その日はそれか

ら午後いっぱい，昼飯を食べに出，公園でブラ

ンコに乗り，本屋をみつけてトクヴイルの本を

買い，港を見物にでかけ，教会を見て歩いた。疲

れると図書館に戻って昼寝をした。言葉も満足

に通じないフランスの一地方都市に，図書館が

あり，そこで働く人がいて，利用者がいて，い

ねむりする者もいる。わずか一日の滞在でフラ

ンスの文化や社会がわかったはずもないけれど， ： 
シェルブールの公共図書館は，なつかしく親し ： 
く思い出される。 ー ． ． 

． 

・・圃・
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34 



マナー向上委員会の活動

図書館がうるさい。入館者数に比例して，騒がし

さのボルテージは上がってしまう。学期末試験の頃

は，あたかも全館グループ学習室の様相を呈してい

る。これはなにも今に始まったことではなく，しか

も私語以外にも図書館を利用する際のマナーに問題

は拡大され，解決をより困難にしている。

昨年 11月の三田祭期間中の閉館時に業務委託職

員を含むほぼスタッフ全員に対して，三田メディア

センター職員研修を開催した。その際に利用者から

の報告を，教員 1名，大学院生2名にお願いしたが，

彼らに共通の話題として，図書館がうるさい，利用

者のマナーが悪いなどというコメントがあった。確

かに従来は閲覧担当が中心になって最低限の館内巡

回を実施しているが，まさにそれが十分ではないと

いうことを証明していた。そこで今回は，それらの

訴えを危機的に感じ，組織的に取り組もうと決意し

て，本年1月からマナー向上委員会を設置した。メ

ンバーは，私のほかに，閲覧，レファレンス担当の

3名から構成した。まずは新学期を迎える前に，マ

ナーの対象となる項目を次のように列挙した。

＜騒音関係＞ ①携帯電話の着信音と通話②私語包

指定の場所以外でのパソコン，電卓

の利用④居眠りのいびき

＜飲食＞ ①館内での飲食

＜喫煙＞ ①館内での喫煙

＜コピー＞ ①図書館資料以外のコピー②図書館

資料に対する著作権法31条を超える

場合のコピー③検索結果の大量出力

＜資料＞ ①書き込み，切り取り②無断館外持

ち出し③放置本④公衆道徳に反する

不適切な資料の利用

＜施設＞ ①壁，机などへの落書き②席取り③

床に座ったり，資料を広げたりする

利用

MediaNet No.8(2000.10) 

むらかみ とくたろう

村上篤太部
（三回メディアセンター謀長）

＜盗難＞ ①居眠りの利用者②荷物放置

＜制限違反＞ ①利用資格のない利用者が利用して

いる場合

＜渋滞＞ ①冊子体目録前での滞在②出入口付

近での立ち止まり

また，これらの項目に注意する範囲，対策，注意

の根拠などをまとめてスタ ッフ側の意識をあわせ

た。この際に，従来は館内でーヶ所だけ喫煙ができ

たが，次のような理由から館内の合意を得て 4月か

ら館内禁煙に踏み切った。それは，以前から利用者

の苦情があったこと，図書館資料・設備にも影響が

あること，喫煙者の環境を保とうとすれば設備投資

をしなければならず，それは図書館本来の機能では

ないことであった。

春学期は4月と7月とをマナー向上月間と位置づ

け，具体的な運用マニュアルを作成し，館内静粛

キャンペーンを実施した。この期間中は，次のこと

を行った。

・静粛，飲食禁止，携帯電話禁止，ノートコピー禁

止 （7月のみ）のポスターを作成し，館内の主な

箇所に掲示をした。

・午後に 1回， 2人l組で館内巡回をした。巡回の

際には，注意をした内容の統計もとった。

巡回の結果，荷物放置が一番多く，これは盗難の

危険性があること，席取りの可能性があることなど

のために注意書きのピラを置くようにした。この他

には飲食，携帯電話が目立っていた。

今回の対応では，まだまだ不十分ということは自

覚している。利用者からの不満の声も相変わらずし

ばしば聞いている。利用者が満足で、きる環境に復活

するためにも，こうした伝統的で地道な努力を今後

とも強化していきたいと思っている。
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週間かかる），ウンともスンとも言ってこないま

まのことも多かった。

Tさんはまじめな人柄で，こちらが深刻な顔

をしたり困った様子を見せると，すぐに悩みを

察して，適切にアドバイスをしてくれた。必要

な本がなかなか届かなければ，何度でも厭わず

問い合わせをしてくれ，また他大学にあると思

われる文献を閲覧に行く時は，すぐに紹介状を

用意してくれた。

古い貴重な図書の場合は，レーニン図書館か

ら現物ではなく，マイクロフィ ッシュの形でく

ることも多かった。3階のマイクロリーダーを

使って読もうとしても，フィルムが傷だらけで

よく読めない。しかたなく数千円払って，紙に

焼き直してもらう。それだけ手間暇かけて，必

要な部分が数百ページのうち数行だけというこ

とも珍しくない。

こうして，楽しくも悪戦苦闘の 1

年が経った。

日吉情報センターに通うように

なって2年目の秋に博士論文がようや

く完成し，論文審査を受け （当時の東

大の言語学科主任と国語・国文学科

主任と指導教官を含む計5名の教授によって， 2

時間行われた），なんとかお情けで通過すること

ができた。当時，文部省から各国立大学に博士

をなるべく出すようにというお達しがあり，た

またま順風が吹いていた時期だったことが幸い

した。

さっそく， Tさんに論文がパスしたことを報

告すると，あまり表情を変えない彼女も，その

時ばかりは自分のことのように喜んでくれた。

私は博士論文を本にして残すのが念願だった

ので，審査で指摘された欠点を再度書き直した

後，索引を付けて 2年後に書籍の形で出版した。

できたての 『ロシア語時制論jをもって，私

は久しぶりにTさんのいるレファレンスカウン

ターを訪れたが，そこには彼女の姿はなかった。

すでにTさんは，家庭の事情で慶躍をおやめに

なっていた。

1週間後，私は留学のため，ロシアのモスク

ワ大学へと旅立つた。

今も，その本は恵存の署名入りで，部屋の書

棚の片隅に置いである。

時
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ち

－

工

だ
叶

狸
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日吉情報センターの思い出

今から 10年ほど前，新米教師として慶躍でロ

シア語を教えていた私は，学習指導副主任の役

をつとめながら，もう一方で，博士論文作成の

ために，使えるすべての時間をひたすら文献資

料収集と原稿の升目を埋める作業についやして

いた。毎夜，最低3時間ワープロの前に身を置

くことをノルマとしていた。

東京大学で大変お世話になった指導教授栗原

成郎先生の退官が2年後にせまって，それまで

に博士論文を提出するというまったく無謀な約

束をしていたからである。

論文テーマは，ロシア語の時制用法について

で， 11世紀頃の中世スラヴ語から現代ロシア語

まで，その変選を追ったかなりよくばったもの

だ、った。

すでにロシア語の時制に関する 9編の論文と

いくつかの小論文を発表していて，後はそれら

を一つにまとめればいいだろうと軽

く考えていたのだが，実際にはまだ

多くの重要文献が未見のまま抜け落

ちていた。ロシアの古い専門図書を

手に入れるためには，モスクワにあ

るレーニン図書館に注文を出さなけ

ればならなかったが，それができる窓口は，日

本では昔からロシア語と縁の深かった早稲田大

学，東京外国語大学，日ソ図書館の 3ケ所しか

なかった。しかたなく早稲田大学の図書館で，

一人l回3件までという制限に従って，細々と

注文を繰り返した。

そんなおり，日吉情報センター （今の日吉メ

ディアセンター）で，レファレンスカウンター

にすわっていた女性職員のTさんに，「ここでも

注文できますよJと言われた。ー｜肱私は信じ

られず，思わず「エ！ウソでしょ！ Jと大声で

聞き返した。

それ以来，大学に来ると，まず日吉情報セン

ターに立ち寄り，レーニン図書館から注文図書

が届いていないかどうかをTさんに確かめるの

が楽しみな日課となった。文献が届いていれば

目を通し，新たに必要な文献が見つかればすぐ

に注文する。とにかく日吉で即座に注文できる

のがうれしかった。

ロシアの図書館はお役所的で，こちらの注文

にすぐに応えてくれることは少く （それでも 2

函函孟m:r!I
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西洋貴重書の閲覧と保存－小さないたわり

閲覧と保存

表紙の革と，本文の紙と異質な材料からできてい

る西洋貴重書を保存・管理するには，書庫内を恒常

的に一定の温度，湿度，換気，空気の循環，低照度

を保持してあげることが必要である。この環境が保

持されていけば，「世紀」というタイムスパンで西

洋貴重書の保存が可能となる。残念なことに本塾図

書館ではこうした環境を維持してきたわけで、ない。

まだ改善しなければならないことも多い。

ところで図書として生まれた限り，「閲覧」とい

う行為が伴う。閲覧があって図書としての存在意義

がある。閲覧すれば，古い図書は傷む。閲覧と 「保

存・管理」は二律背反する。そんな事を念頭に欧米

で見てきた西洋貴重書の閲覧について紹介したい。

フックフ一トン

自然な行為として180度聞いて図書を読む。新刊

本ならとにかく，西洋貴重書なら「保存」という

観点から180度開くのは極力避けた方が良い。無理

に開けば，ジョイントに負担をかけるし，背が割

れることも考えられる。どのように工夫すれば，貴

重書が傷まず，閲覧に提供できるのであろうか。

1998年にシカゴのニューペリー図書館で閲覧の

際に次のような体験をした。図書館員はまず図書

を，すぐ後に布製のマットを持ってきた。それを図

書の下に敷いてくれと言われた。これは 「ブッ ク

フ一トンJ（写真 1: Book Futon）と呼ばれるものであ

る。ブックフ一トンの使用目的は，図書が180度開

くのを防ぐためである。始めの方のページを読むと

きは，ブックフ一トンの左を丸めて厚くし， 左側の

表紙が机に着かないようにフVクフ一トンで表紙を

支える。真中の辺のページを見る時はブックフ一ト

ンを左右均等に丸めこみ，ちょうど図書がV字型に

聞くようになる。最後のページは，始めの方のペー

ジと逆になる。このようにして閲覧という図書を傷

じ
次

劃

ん
章』

時

け

R
隊

長課

こ
古

ト

崎
市

むイデメ田三

める行為から図書を守っている。ブックフ一トンの

仕立て図を送ってもらい，製作して閲覧に供して

いる。

（写真 1: Book Futon) 

ブ．ックフォーム

大きなフォリオ版では，次のように対処してい

た。それには 「ブックフォームJ（写真2:Book Foam) 

と言うブックレストで，スポンジ製で，機能的に三

つのことが考慮されている。一つは図書が180度聞

かないようにしている。次に貴重書を閲覧しやすい

ように角度がつけられている。手前を低くし，後ろ

を高くしている。最後に図書の厚みに応じてスポン

ジの位置をずらすことが可能になっている。図書に

は薄い1センチくらいのものから，10センチのもの

もある。二つのスポンジの間隔を図書の厚みに応じ

て，スポンジの位置をずらしてあげれば良い。この

ブックフォームは日本国内では探せなかったので，

アメリカのメーカーに注文して入手した。ブック

フォームは，ニューペリー図書館，シカゴ大学図書

館，イ エール大学図書館のパイニッキ貴重書図書

館，そして 1999年出張で訪れた大英図書館，オッ

クスフォード大学のボードリアン図書館でも使われ

ていた極めて一般的なブックレストである。

このほか，ブックレストを自作してみた。ブック

フ一トンに対抗して「ブックソファjや，貴重書図
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書館として有名なニューヨークのモーガン図書館で

f吏った写本用で，蝶番を工夫したブックレストなど

である。ブックレス トへの関心こそが，貴重書担当

者がまず気が付かなければいけないことであると痛

感した。

（写真2: Book Foam) 

いたわり

ニューベリー図書館で驚いたことは，貴重書書庫

と閲覧室との温度と湿度の差を少なくするように配

慮していることである。ベラムのように湿度に敏感

な製本は，乾燥して暖房の利いた閲覧室で長時間閲

覧していると，表紙が曲がる可能性が高い。温湿度

における書庫と閲覧室との関係，そしてブックレス

トの使用は日本では余り聞かない。閲覧室環境の整

備は，建物の構造に関わり，そう簡単に改善はでき

ない。しかしながら，閲覧時における図書の傷みを

防ぐことは容易である。ブックレストは製作も可能

だし，購入できる。もっと西洋貴重書にこの小さな

いたわりを持って良いのではないだろうか。西洋貴
まれ み

重書こそが，日本においてまさに稀親書，「稀に観

る書jであるから。

三田メディアセンターニュース2

特別図書の金額変更

特別図書予算が年間20万円から年間21万円に

増額されました。

三田地区テクニカル業務担当発足

本年4月より三田地区のテクニカル業務担当が

発足しました。

2階、 5階に NTワークステーションを導入

4月に2階グループ学習室， 5階図書館 ・情報学

資料室へノー トPC型のNTワークステーション

（オープン PC）を導入しました。NTアカウン ト

をお持ちの方に限りご利用いただけます。

貸出用カメラの台数を追加

38 

AV編集室の貸出用デジタルビデオカメラ・デ

ジタルスチールカメラの利用増大に応えて8月か

ら貸出用カメラの台数を追加導入しました。ま

た， 三脚の貸出も開始しました。

5階研修室にノート型パソコンを設置

5階研修室にノー ト型パソコン10台を設置しま

した。授業などの際，実習用に利用できます。

E-mailレファレンス対象者を拡大

教職員の方を対象に実施していたE-mailによる

レファレンスサービス （所蔵調査 ・事項調査に限

り）を大学院生まで拡大実施する ことにしま

した。

あて先： reference@mita.lib.keio.ac.jp

大学院生のためのライブラリーオリエンテーション

毎年4月に実施している簡単な館内ツアー，

OPACの操作方法の紹介を行うライブラリーオリ

エンテーションに加え， 大学院生入学者を対象に

蔵書やサービスを詳しく案内するライブラリーオ

リエンテーションを5月， 6月， 7月に各 1回ずつ

開催しました。
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三田メディアセンターオープンPCの展開

はじめに

＝田メディアセンターでは2000年7月より，キャ

ンパス ・ネットワークに接続可能な WindowsNT 

ワークステーション ・オープン PC（パソコン）を

増設し，あらたな運用を開始した。現在， 2階グルー

プ学習室に20台， 5階図書館情報学資料室に8台の

ノート型PCを設置し，利用者の便に供している。

利用時間は， 8時45分から 20時40分までで，慶麿

義塾大学所属者のうち， NTワークステーションの

アカウントを取得した者が利用可能である。ただ

し，プリンタは設置されていない。

経緯

従来三田メディアセンターでは， 1998年春学期

より， l階オープンエリア （旧目録ホール）にてデ

スクトップPCを提供してきた。ここにはWindows

Tワークステーションが30台，ネットワークプリ

ンタが5台設置され，開館時間中は自由に利用でき

る。図書館が提供する各種データベースのみなら

ず，各種文書作成ソフ トのほか，画像コンテンツを

編集するためのソフ ト，統計分析ソフト等が利用可

能である。デスクトップ各台を壁で仕切り，充分な

個人用スペースが確保されているため，レポートや

デジタル・コンテンツの作成，就職活動の情報収集

などに，幅広く利用されている。図書館の資料を参

照しながらの利用が多いという側面もある。

増設の必要性

オープンエリアでは，特に昨今利用者が急増傾向

にあった。8時45分の開館と同時に利用者がなだ

れ込み，常時，空き待ちの行列ができている状態で

ある。閉館時間ぎりぎりまで満杯状態であることも

珍しくない。三田キャンパス全体では500台以上も

のPCが設置されているが，そちらでは図書館内の

禁帯出資料を参照できないこと，いったん図書館か

ら退出する必要があること等の理由から，オープ

ンエリアに利用が集中していたといえよう。一日の

平均入館者が2500人を超す，という状況の中で，図

書館内で提供されるNTワークステーションはたっ

た30台しかない。しかも図書館内には， CD-ROM

コーナーの検索専用端末を除き，簡便にネットワー

1まさか むつみ

保坂 睦
（三田メディアセンター）

クへアクセスできる PCが存在しなかった。そのた

め，並ばずに利用可能なPCを増設する必要性に迫

られていた。

オープンPCの特性

三回メディアセンターでは，現在3種類の利用者

用PCを提供している。1番目はOPAC専用端末，

2番目は各種データベース検索や資料閲覧用端末，

3番目がキャンパス・ネッートワークへの接続が可能

な端末である。オープンエリアのPC，および2階・

5階のオープン PCは3番目のカテゴリに分類され

る。利用者登録と環境設定は三田ITCの運営方法に

準拠している。

これらの PCはWindowsNT4.0・SP6を搭載し，

それぞれの利用方法に合わせてクライアント環境を

調整している。個人スペースの広いオープンエリア

に対し2階・ 5階では，細長い台に複数のノート型

PCを設置するという方針をとった。ここでは，手

軽にネットワークアクセスができるということを重

要視したため，椅子およびプリンタ，画像編集系ソ

フトを提供していないが，メールチェックやデータ

ベース検索端末として，簡便に利用できるように

なっている。

現在の問題と今後の展開

夏休みの利用頻度はそれほど高くないようである

が，秋学期以降は，入館者数の増加と認知度の高ま

りにより，利用者の増加が見込まれよう。利用に際

しては，閲覧席の椅子を運んできて利用する例や，

ケーブルを長くヲ｜っ張り閲覧机に載せて利用する例

が問題となっている。ケープルについては短いもの

を用意して差し替えを行ったが，ポスター掲示等を

通して，オープンPC設置の趣旨を正しく理解して

もらう必要があるだろう。

最近では個人のPC普及率が飛躍的に高まってい

る。大学側 ・図書館側から全面的に利用者用PCを

提供するという環境は，過渡的なものであるかもし

れない。そのため将来的には，図書館内で情報コン

セントを提供することで，個人の端末から直接キャ

ンパス・ネ ットワークにアクセスできる環境を，あ

わせて整えていきたいと考えている。
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本とさっちゃんかう学んだこと

． 
そういえばこの前は，従兄弟の子供がメキシ ： 

コの少年たちを連れてきたそうだ。甥や友達が句

何語でコミュニケーションしたのかは定かでは倒

ない。さっちゃんは異国の少年たちをどう感じ州

： なにさびしいものになったでしょうか。」 たのかな。 ~ 
： 短糊で読めてしまうこの本の文中のフレ－ 倒． 
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． 
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 1
．

1

．
 

私の家にはここ何十年もの間，連休になると

：子供たちが遊びにやって来る。子供たちの内訳

： は以前は従兄弟やはとこやその友達だった。会

： は甥や従兄弟の子供やその友達，そして私が知

・ らない子もいる。自分の部屋に閉じこもってい． 
． れば彼らの相手をしなくてもいいのだが，食事

： だけは一緒にすることになっていた。私が高校

：生になったあたりで，名前も知らない初対面の

・子供たちとおかずを分け合うのがなんとも不思． 
・議だった。

： ある時から，さっちゃんという障害を持つ子

：がそんな仲間に入ってきた。ほかの子の親たち

： は帰ってしまうのだが，その子は一人では座れ

・ ないのでお母さんが抱いている。私． 
．が帰宅すると男の子たちはテレビ

： ゲームを，女の子たちはさっちゃん

：の周りで本を読んでいた。その後，

・恒例の食事が始まり，幼稚園生から． 
l・高校生までさまざまな関係の子供た

： ち（その時は 12人）が集うのだが，

： その風景に妙な安心感を覚えるのだった。

・ 今の子供たちの遊びはピデオやテレビゲーム

・が多く，有名推理アニメは私が見てもわくわく

：するし，ロボットアニメはスケールの大きさに

：つられて最後まで見てしまう。初対面であろう

： とも一緒にアニメを見たり，ゲームをすれば共

・通の話題や共感を得ることができる。しかしそ． 
・ んな遊びができないさっちゃんと遊べる自信が

：無く，彼女のおかあさんの気持ちも分からず，

努き三

． 

： 母にそれとなく文句を言った0． ． ． 最近，書店で私の幼い頃の愛称と同じ書名を

： もつ中学生向きの絵本を見つけた。障害を持つ． 
．子がおねえさんの結婚式に出席するにあたり，． ． その子の行動と家族の対応が描かれていた。

・ 「もし，名前をかくしたり，かくれたりしなけ． 
． ればならなかったら，きいちゃんの生活はどん

さくま をみと ． 
佐 久 間 公 子 d

（理工学メディアセンター） ． ． 
ズが気になった。さっちゃんを気の毒に思い， ： 

私たちと一緒にいないほうがいいのだと自分勝：

手に思っていた。また甥や従兄弟の子供たちは， ~ 
連れてきた友達から後で何か言われなかったの ： 

だろうかと心配したりした。しかし本に書かれ・

ていたことが正しいのなら，さっちゃんは他の ． 

子供たちと一緒にいてよかったのだ、と思うよう : 

になった。さっちゃんは私達から隠れる必要も ： 
なく，あるがままにいていいのだ，そしてあや ＠ ． 
うく彼女の人生をさびしくさせようとするとこ ＠ 

ろだ、った。

本のあとがきに「地球には，男の人・女の人・ ： 

国の違う人 ・ことばの違う人 ・背の高さが違う 句

人・傷害のある人・ない人・いろいろ ・． 
な人がいます。生きている人はみん．

ながすてきだと言うこと 」 とあ ： 

る。子供たちとこの本から，同じ地球：

司． ． ． ． 
ろいろな人が

たちが学んだり，喧E華したり，遊んだりしなが

にいろいろな人がいるのが自然で，

その存在を尊重しようと思った。

学校という小さな社会の中にもい

． ． 
ら社会に適応していく姿や新たな才能を発揮し ・

たりする姿が，また彼らを取り巻く大人たちの . 

愛情や格闘が面白おかしく描かれていて，ずん ~ 

; ． 
~ 

－ 

司． 
司
~ 
何． 

ずん読んで、しまった。あとがきに「…大人や

供たちの魅力は，すべて 「美しく未熟であろう」

とするところ」とある。魅力からくる摩擦もあ

るが，さまざまな魅力的な人聞がいる世界はお

もしろい。まわりを見回せば，素直な人 ・元気

な人 ・反抗的な人 ・無表情な人，みな真撃に生

きている。そして子供でも大人でも成長してい

く姿は美しい。

． 

． 
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日吉メディアセンターの蔵書再編成への取り組み

1.はじめに

日吉メディアセンターの図書館棟は1985年4月，

40万冊の収容能力を持つ建物として新築された。

40万冊の内訳は，当初から学生用20万・lllt，研究者

用20万冊といわれてきた。当時， 一般教養課程の

学生を主たる利用者とする学生用コレクションは，

専門課程のコレクションに対し学習用コレクション

と位置付けられ，蔵書再編成作業により蔵書数の上

限を20万冊とすることが予定されていた。1）つま

り，コレクションの中核はカリキュラムに即した基

本学習図書及びその複本で占められ，資料の永久保

存に重点を置くのではなく，常に活用される新しい

資料を備えることが優先されていた。限られた書庫

スペースを有効に利用するために学生用コレクショ

ンには蔵性再編成という課題が課せられたが，毎年

の除籍作業は主に，亡失，汚損・破損，改版，重複

によるものにとどまった。2）学生用コレクションは

築15年が経過した今日， 17万冊から34万冊 （平成

11年度統計）へと増加し， 1996年にー剖5（藤山記

念図暫館時代に地下に別置されていた 1965年まで

の受入図書）を保存書庫（山中資料センター）へ移

管したが，書架は収容能力の限界に達しつつある。

一方，ここ数年で図書館のシステム化が進み，目

録データの遡及入力・データのシステムへの搭載が

完了し，慶膳義塾大学全地区図書館の蔵書がWeb

上のOPACで検索可となり地区を越えた重複調査

が可能になった。併せて利用履歴データ等も調査で

きる閲覧システム，除籍・資料移動に伴う籍移動シ

ステムも整備された。

更に，地区間の相互貸借の運用体制が整備され地

区にとらわれることなく資料を利用できるように

なったこと，カリキユラム改定など利用者を取り巻

く環境も変化してきたことから蔵書構成の見直しに

本格的に着手した。

蔵書再編成の実施対象資料は学生用コレクション
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の図書・雑誌であるが，必要に応じて教員と協議し

た上で研究室資料も含めることにした。作業を始め

て半年ではあるが，途中経過と今後の展望について

述べることとする。

2.実施計画

蔵書再編成を実施するにあたり，以下の項目につ

いて作業を計画した。

1 ）資料の買い換え，除籍

・教科書や必読参考牲として複数購入した重複

資料で利用頻度から役目を果たし終えたと判

断した資料の除籍。

・酸性紙のために劣化が進んでいる資料の買い

換え。

・内容が年を追って逐次改訂され，あるいは改

版等ーにより改訂され利用価値を失った資料の

除籍。

（但し，史料的価値の認められるものを除く）

・内容が今日的な利用の意義を失ったと判断さ

れたものの除籍。

・媒体変換することにより，既存の媒体に利用

価値がないと認められたものの除籍。

2）資料の再配置

・図書館，山中資料センターの各書庫の配置見

直し。

・日吉研究センター （仮称）レファレンスライプ

ラリー （2002年4月オープン予定）開設に伴う

再配置。教員側と協議をしつつ， 2001年秋頃

を目処に準備作業を完了させる。

3）利用統計調査等による蔵書評価

主題ごとに，蔵書構成，利用実態等を把握した上で

の蔵書評価の実施および蔵書再編成の指針の作成。

4）選定基準の整備

カリキュラム改革を反映させた選定基準を策定し，

日吉の教育環境，利用者の多様化したニーズに対応
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した適切かつ特色あるコレクションを構築する。

蔵書再編成の作業母体としては図書館図書選定委

員会がその責を負う。実働部隊として検討事項の抽

出，作業方針・作業方法の検討などを行うために筆

者を主査とする「蔵書リフレ ッシュ ・ワーキンググ

ループJ（以下リフレッシュ WG）を設置した。実

作業（書庫調査，利用実態把握，除籍作業，買い換

え発注等）はリフレッシュ WGメンバーが中心に

なって行うが，必要に応じて各担当の協力を得なが

ら作業を進める。

3.除籍作業実施手順

ここでは 2.で述べた除籍について，もう少し詳

細な実施手順と方法について述べる。

1）重複図書の除籍

教科書・参考図書として複本購入したもの，重複

調査ミス等により重複したものの除籍を目的とす

る。貸出対象図書全てについて請求記号をキーに

して，重複リストを作成。リストをチェックして

複本を必要部数まで減らす。（最近のものは3部

まで，役目を果たし終えたものはl部所蔵を原則

とする。）

2）内容の改訂による旧版除籍

書名重複リスト（書名 ・責任表示，シリーズ名が

同ーのもの，版表示があるもの等をキーに）を作

成。リストをチェックし最新の版を残して旧版の

除籍を網羅的に行う。

3）汚損・破損による除籍

図書返却時に発見される場合だけでなく，汚損・

破損図書の除籍 ・買い換えという観点をもって

日々の書架整理を行い，組織的に除籍を進める。

従来のように修理に回すのではなく，可能な限り

新版（刷）および類書によって置き換える。

4）今日的な利用の意義を失ったと判断されるもの

の除籍

1 ）～ 3）の作業が終了した時点でリフレッシュ

WGメンバーだけでなく各担当スタッフにより主

題ごとの書庫調査を行って除籍を進める。この作

業については主題分野の専門家（教員）にも意見

を聞き方針を固めてから慎重に進める。

5）山中資料センター資料の除籍
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日吉研究室，他地区メディアセンタ一所蔵と重複

するものを他地区の了解を得た上で除籍する。

6）雑誌の除籍

図書館・研究室で重複しているタイトルについて

は，研究室分を一時保存 (1年間）とし，それを

経過した時点で各部門の承諾を得た上で廃棄す

る。（1999年度第2回日吉メディアセンター・ITC

協議会で承認済）

7）研究室レファレンス資料の除籍

新しくできる日吉研究センター（仮称）レファレ

ンスライブラ リー （収容能力2万冊）の蔵書構築

に向けて，研究室各部門から選出されたメンバー

と事務局としてのメディアセンタースタ ッフから

なるレファレンスライブラリーWGで協議して，

研究室ごとに分散している既存の蔵書のうち除籍

が相当と認められたものの除籍を行う。

4.除籍作業途中経過報告

2000年8月現在， 3の 1）であげた，重複図書の

除籍について作業を終了した。複本購入した教科書

等で役目を果たし終えたと判断する根拠は資料の出

版年である。今年度から 15年i朔った時点である

1985年以前に受け入れられた重複図書が除籍候補

となる。（収容能力20万冊を年間増加冊数13,000冊

強で割った，約 15年を適切な蔵書保有年数とす

る3) ) 

複本を必要部数に減らす際，同時にOPAC検索

をして他地区とのバランスも考慮した。また， 一律

に除籍するのではなく，除籍候補となった図書を書

架から引き上げた後， 1995年から貼付している

DATE-DUEを見て，貸出回数を調査した。5年間

で16回以上 （年3回以上）のものは，可能な限り

新版（刷）で買い換え，買い換え不可能の場合は除

籍を取り止め必要に応じて修理するという救済措置

をとった。

表 1に主題ごとの蔵書冊数，重複冊数，除籍冊

数，除籍取り止め及び買い換え冊数等を示す。

表から社会科学が全蔵書に占める割合 （26.2%),

重複冊数 （8.853冊），除籍冊数 （3,360冊）共に群

を抜いて多く，社会科学の教科書複本が多いことが

わかる。

しかし蔵書冊数に対する重複冊数の比率で見る
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表1 蔵書リフレッシユ主題別重複図書除籍一覧

蔵書冊数
対蔵書

瞳複冊数
対蔵書

除籍候補
取りやめ 対除籍候繍

除籍冊数 冊苅数皇比干星率
比率 比率 買い換え 比率

000 19,553 6.2% 1,074 5.5% 299 。 0.0% 299 27.7% 

100 22,802 7.2% 1,990 8.7% 914 44 4.8% 914 48.7% 

200 35,310 11.1% 2,311 6.5% 969 16 1.7% 969 40.8% 

300 83,187 26.2% 8,853 10.6% 3,383 120 3.5% 3,360 38.0% 

400 33,333 10.5% 4,253 12.8% 1,839 202 11.0% 1,823 42.6% 

500 19,383 6.1% 1 134 5.9% 481 54 11.2% 479 42.3% 

600 7,814 2.5% 376 4.8% 225 0.4% 225 60.7『も

700 22,992 7.2% 969 4.2% 426 4 0.9% 426 42.0% 

800 12,371 3.9% 1,286 10.4% 496 5 1.0% 496 37.8% 

900 60,520 19.1% 2,890 4.8% 1,20 3 0.2% 1,202 41.1% 

合計 317,265 100.0% 25,136 7.9% 10,235 449 4.4% 10,193 40.6% 
平均

表2 図書の主題別館外貸出の利用状況（2000年 1月7日～31日）

NOC 000 100 200 300 400 500 600 700 800 900 合計・平均

貸出冊数 793 1,305 1,401 7,113 3,875 1,786 461 1,598 584 1,773 20,689 

% 3.8% 6.3% 6.8% 34.4% 18.7% 8.6% 2.2% 7.7% 2.8% 8.6% 100.0% 

貸出タイトル数 659 1,118 1,239 5,604 2,868 1,476 405 1,405 522 1,559 16,855 

利用回数 1.20 1.17 1.13 1.27 1.35 1.21 1.14 1.14 1.12 1.14 1.23 

表3 日吉メディアセンター主題別蔵書数の比較 （参考図書，雑誌を除いた利害）

。。。 100 200 300 400 500 600 700 800 900 合計

1984年度
蔵書冊数 4,376 11,566 14,958 33,792 13,856 5,899 3,242 8,881 4,587 30,100 131,257 

比率 3.3% 8.8% 11.4% 25.7% 10.6% 4.5% 2.5% 6.8o/c 3.5% 22.9% 100.0% 

2000年度
蔵書冊数 12,727 21,048 30,049 78,453 30,622 18,150 7,350 19,333 9,799 50,167 277,698 

比率 4.6% 7.6% 10.8% 28.3% 11.0% 6.5% 2.6% 7.0°/c 3.5% 18.1% 100.0% 

表4 主題別貸出図書の利用率ランキングの移り変わり（貸出タイトル数の対蔵・比）

1984年 2000年

1位 500 400 

2位 400 500 

3位 300 300 

4位 100 700 

5位 800 600 

6位 600 800 

7位 700 100 

8位 900 000 

9位 200 200 

10位 000 900 

表5 出版年別貸出図書の比較

2000年1月 ～1975 1976 1981 1986 1991 1996 
合計

7日～31日 ～1980 ～1985 ～1990 ～1995 ～2000 

貸出冊数 1,407 1,593 2,476 3,364 5,006 6,227 20,073 I出版年不明616冊

% 7.1% 7.9% 12.3% 16.8% 24.9% 31.0% 100.0% 

15年以内： 72.7%
16年以上経過：27.3%

1984年度
～1960 1961 1966 1971 1976 1981 ; .6. む日； 

～1965 ～1970 ～1975 ～1980 ～1985 ロ

貸出タイトル数 415 730 1,335 1,470 9,512 13,001 I 26.463 
% 1.6% 2.8% 5.0% 5.6% 35.9% 49.1% I 100.0% 

15年以内 ・90.6%
16年以上経過 ：9.4%
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と，自然科学 （12.8%），社会科学（10.6%），言語

(10.4%）の順になる。また，利用頻度が高いために

除籍を取り止めたり，買い換えた冊数，それらの除

籍候補に対する比率を見ると技術 (11.2%），自然科

学 (11.0%）が社会科学の比率 （3.5%）を大きく上

回り，次いで哲学（4.8%）が社会科学よりも上位に

きている。但し哲学の多くは心理学関係図書で占め

られる。一方，全蔵書に占める割合が19.1%と高い

文学については，買い換えは0.2%とごくわずかで

あった。日吉メディアセンターでは1～2年生だけ

でなく隣接する矢上キャンパスの3～4年生，大学

院生を含め理工学部の学生の利用が多く，それがそ

のまま自然科学，技術分野の利用の多さに如実に反

映されている。総記の除籍率が少ないのは，ここ 10

数年で激増している情報処理，コンビュータ関連の

図書が出版年を基準とした今回の除籍対象とならな

かった為と考えられる。

5.蔵書構成と利用実態

蔵書構成の調査・分析，利用統計による学生の利

用実態の把握も同時に行った。表2に貸出対象とな

った図書がIタイ トル当り何回利用されているかを

示す。冊数では社会科学，自然科学，技術の順とな

るものの1タイトル当りの利用頻度では自然科学，

社会科学，技術の順となる。

表3，表 4に貸出対象図書の主題別蔵書冊数

(1984年・ 2000年）と利用率（貸出図書がその主題

の蔵書数に占める割合）ランキングの移り変わりを

示す。表3の蔵書比率を見ると 1984年当時も今も，

自然科学が約 11%を占めている。また表4の利用

率ではいずれも自然科学と技術が上位を占めてい

る。このことから藤山記念図書館時代から自然科

学，技術の需要が多いことを考慮した選書・収集を

していたことがわかる。

蔵書の増加が目立つのが，総記と技術である。こ

れは情報科学（007），データ通信（547），情報工学

(548），および環境問題 （519）などの主題が多く

収集され利用されていることの現われであろう。逆

に哲学，文学が利用率・蔵書比率とも下がって

いる。

表5に出版年別に見た貸出図書の割合（1984年・

2000年）を示す。やはり出版年が新しいものほど
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貸し出されている傾向は同じであるが，出版から

16年以上経過した図書の貸出割合は， 1984年の9.4

%に対し， 2000年では27.3%である。

このことから古い図書が利用者の目に触れない閉

架書庫にあった当時は，目録カードがあまり利用さ

れず貸出も少なかったのに対し，現在は閉じ配架状

況 （地下保存書庫など）でも Web上のKOSMOSII 

OPACが活発に利用されて古い図書も利用される

ようになったことが推測できる。但し，更に調査し

た結果，山中資料センターへ移管されている 1965

年以前の図書に対する貸出はわずか 1%に過ぎな

かった。

このことから山中資料センター資料の他地区との

重複除籍を進めることの妥当性が読み取れる。

これらの分析結果は表1に示した数字を裏付ける

ものでもあり，今後の蔵書再編成の目安として大い

に役立てたい。

6.終りに

今回の蔵書再編成は永久保存を目的としない日吉

メディアセンターの学生コレクションだからこそ可

能なものであるが，まとまった廃棄というのは他大

学図書館でもあまり例のないことである。今回の措

置は限られた書庫スペースを有効に使うにはどのよ

うな策が有り得るのかということを， l～2年生を

主たる利用者とする大学図書館の現実に適用して考

えてみた一つの結論である。

今後実施手順に沿って作業を進めていくと同時に

蔵書評価をしたうえで，日吉の特色あるコレクショ

ンを構築するための収集方針を策定していきたい。

また全塾で検討し始めている分担収集という観点

で更なる蔵書の見直しを行うことが日程にのぼりつ

つある。一機関内でのリソース ・シェアリングであ

って遅きに失した感無きにしもあらずだが，日吉メ

ディアセンターもこれに真剣に取り組んでいきたい。

参考文献

1) 3）天野善雄“新しい選書体制” KULICVol.19 
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2）宮入暁子“学生用コレクションを対象とする

日吉メディアセンターの蔵書再編成について”

MediaNet No.3 p.9-10 (1995) 
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外国雑誌価格と出版社の動向について

はじめに

図書予算の大部分を雑誌で占めている自然科学分

野の図書館においては，ここ数年，雑誌価格に対し

て非常に敏感になっている。これは，外国雑誌価格

が諸物価以上に高騰しており，世界的な問題となっ

ているためであるが，特に我が国では，年間予約購

読料契約（リニユアル）時期の円為替相場により，

さらに価格が左右されるという状況にあるからであ

る。一方，毎年の図書予算額は，雑誌価格に対応し

て増額されるわけではない。まさしくこの状況下に

ある医学メディアセンター（以下当センター）で

は，どのように対処してきたかをここに述べるとと

もに，今後の出版社の動向やそれに伴う動きについ

ても述べることとする。

1外国雑誌価格の高騰

近年の外国雑誌価格上昇がどの程度のものかわか

りやすくするために，外国雑誌過去5年間の支払価

格を比較してみた。外国雑誌本体価格上昇プラス為

替変動を含めた価格で比較したため，同じ雑誌を講

読しつづけた場合に，当センターで支払わなければ

ならなかった額の推移となる。比較にあたっては，

高額な雑誌ほど値動きが激しいことと， 5年の聞に

講読を中止した雑誌もあるため， 2000年予約価格

が10万円以上で， 5年間継続して購入している雑誌

に限定し， 2000年予約支払総額（1999年度予算に

て全額支払）を 100としてグラフにした。（図 1)
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図1 外国雑誌過去5年間の価格推移
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これによると， 1996年から1997年には16%上昇，

1997年から1998年で12%上昇， 1998年から 1999年

は20%上昇，と毎年10%以上の上昇となっている。

驚くことに， 1996年から 1999年の4年間では48%

も上昇していることがわかる。一方， 5年間の外国

雑誌本体価格のみの平均上昇率は約10%であった。

1996年から 1998年は為替相場が比較的安定してい

たため，この期間は外国雑誌本体価格の値上げの影

響といえる。しかし， 1999年には，これに円安が重

なったため，値上げと為替の二重の影響を受けるこ

ととなった。また， 2000年は円高となったため，外

国雑誌本体価格は値上がりしたものの，わずかな減

少となった。

このように，外国雑誌本体価格は毎年上昇しつづ

けており，継続購入が原則の雑誌においては，上昇

分の予算増額がない限り，何らかの対応策を取らな

ければならない。また，為替相場による影響も大き

いが，予算申請時期に翌年の為替相場を正確に予測

することは不可能である。

2. 1999年度購読中止について

このような状況下においても，図書予算額は3%

～ 10%未満の増加しか認められず，当センターで

は苦肉の策を取らざるをえなかった。まずは， 単行

本の購入削減である。図書予算枠内で，前年と同タ

イトル数の雑誌を維持するために，年度の始めは単

行本を買い控え，リニュアル後の予算残額により単

行本の購入をした。しかし，新刊書を確実に選書し

ていかなければならない日進月歩の医学分野におい

ては，買い控えにも限度がある。単行本予算確保の

ため，予算に占める雑誌の割合は8割を超えないよ

うに努力する必要があった。

その結果， 1999年分のリニュアルにおいては，

168タイトルもの購読中止となってしまったわけで

ある。168タイトルの選定においては，塾内他地区
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所蔵雑誌や， ImpactFactorの数値などを考慮して

選定したが，削減タイトル数を最小限に押さえるた

め，高額なものをリストアップして選定資料と

した。

新規に購読雑誌を決める際も同様であるが，本

来，選書はエディタの陣容や拒絶率， ImpactFac-

torなど，雑誌の質で判断すべきものだが，現状で

は価格が優先されてしまう。図書館員としてはつら

いところである。

3.大手出版社の動向

雑誌の価格高騰の主な要因としては，印刷体の基

本的コストの高騰や，電子ジャーナルへの投資など

があげられている。さらに，購読削減による減収も

次年度への価格高騰の要因となっている。これで

は，価格高騰→購読削減→価格高騰→購読削減と，

出版社と図書館間で悪循環を繰り返すばかりだ。さ

らに，出版社間での吸収合併がかなり頻繁に行わ

れ，大手寡占状態となりつつあり，出版社業界が厳

しい状況にあることは間違いない。

このような中，エルゼピア・サイエンス社は，為

替相場に左右される日本の状況を見て， 2000年度

から円価格のみの設定とした。この円価格の算出方

法が不透明であり，当時の実勢レートとの誤差が大

きかったため，私立大学図書館協会，日本医学図書

館協会，日本薬学図書館協議会などの団体が，エル

ゼピア ・サイエンス社に説明を求める文書を出

した。

また，海外では， ARL(Association of Resarch 

Libraries）の推進のもと， 1997年に SPARC

(Scholarly Publishing & Academic Resources Coa-

lition ：学術出版と大学の資源との協力）と呼ばれ

るプロジェクトが発足した。これは，出版社に対抗

して競争を促進する目的の組織であり，実際，同じ

分野の同質の雑誌が安い価格で出版できることを示

した。
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さらに，エルゼピア ・サイエンス社は， 1999年度

から3年間の印制体購読を確約するために，印刷体

と電子ジャーナルを合わせて特典を付けた契約方式

SD21を打ち出した。また，アカデミ ック・プレス

社は，電子ジャーナルの契約をすると印制体が25

%価格になるという DDP(Deep Discount Price) 

方式を取っている。いずれも，印刷体購読確保と割

安感をアピールした出版社側の販売戦略である。

一方， 1997年にDOI(DigitalObject Identifier ：デ

ジタルオフ・ジ‘ェク ト識別子）を大手出版社が合意し

たことにより，論文単位での切り売りも可能となっ

てきた。この DOIが出版業界をどのように変えて

いくか興味のあるところである。

おわりに

この原稿を執筆している現在も 2001年の雑誌価

格上昇の情報が続々と入ってきている。日々の為替

相場情報にも一喜一憂している。少なくとも為替相

場に憂慮しなくてすむように，円高時に外貨預金を

して，図書予算を運用するような措置ができること

を切に願っている。個人的には，数年後の電子

ジャーナルを取り巻く環境が落ち着いた段階で，価

格高騰にも歯止めがかかるのではないかと希望的観

測をしているが，確実な予測はできない。現在のイ

ンターネット普及率と図書館の利用状況から考える

と印刷体がなくなるとは考えられないが，やがて印

刷体の雑誌が必要ないという時代が来るのかも知れ

ない。また， 論文が雑誌媒体を離れて一人歩きする

ということは，研究者側の情報利用行動にも変化を

もたらすだろう。Journalof biological chemistryに

載ったとかProceedingsof the National Academy 

of Sciences of the United States of America に載っ

たなどという雑誌のブランド意識がなくなり，やが

ては，雑誌という形態そのものがなくなる時代が来

るのだろうか。
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完成した矢上新棟

拡張された理工学メディアセンター

着工から竣工まで2年の歳月をかけた新棟が理工

学部の新しいシンボルとして矢上キャンパス正面中

央に完成した。東西約80m，南北約40m，地上 7階，

地下 2階，延べ床面積約22,000ばのこの建物は，楕

円 （オーバル）を底面とする直円柱状の吹き抜け

ドーム （1階から 6階まで）を中心に，イースト

ウィング （東側部分）とウエストウイング （西側部

分）に施設が展開される形となっている。建物の構

造的特徴のひとつは，地下の基盤部分にセミアク

テイブ免震システム（世界初）1）を採用しているこ

とである。従来の免震システムよりも揺れの少ない

設計となっており，安全性・快適性の大幅な向上を

意図している。

理工学メディアセンター （松下記念理工学図書

館）は新棟建設予定地と隣接していたこともあっ

て， 幸いにも新棟スペースの一部 （イーストウイン

グ1階および同地下 1階）が割り当てられることに

なり，新棟東側 1階とこれまでのメディアセンター

（以下，本館）西側 1階が通路で連結（構造的には

分離）されることになった。この際，本館西側に

あった正面玄関へのアプローチは新棟の敷地として

吸収削除され，正面玄関は入口が新棟に移ったため

改装された。なお，玄関脇にあった「松下記念図書

館」のプレート 2）は竣工後に連結通路に移設され

た。

新棟建設の目的と機能

本年4月に大学院理工学研究科が改組され， 3つ

の専攻に生まれ変わった（学部は大学院に先行して

1996 （平成8）年4月に改組された）が，新棟の建

設は実はこの新組識の発足に合せて進められてき

た。

このことについて安西祐一郎理工学部長は，「新

しい大学院は，従来とは異なる分野横断型の組織と

ぉ
夫

却

を
同
H
J

代

あ
剛凶マ

長課

い
井

↑

m
酒

巴イ一アメ学工理

して，独立の気概を持った大学院生を創ることを大

きな目標としており，新棟の建設はこの目標を実現

するための手段でもある。（中略）新棟の機能は，教

育と研究に関わる多様な人々がさまざまに利用する

場として，特に共通利用の場 （コモンプレース）と

オープンスペースを基調としたさまざまな機能の総

合的な建物としていることである」 3）と述べてい

る。

頭で触れたように建物中央のドームは楕円

（オーバル）になっている。オーバルは幾何的に 2

つの焦点を持つが，それは学部長がこれからの大学

の役割として掲げる「社会中立J（大学は政治 ・経

済・社会の短期的変化に惑わされることなく学聞を

蓄積し，未来への羅針盤とならねばならない）と

「社会コミ ット」（大学は組織として社会に積極的に

貢献しなければならない）という 2つの理念を象徴

している。

新棟の施設

新棟内の主要な施設は以下のとおりである0

・先端専門研究室 （3～ 7階）

大学院生のためのオープンな研究スペース0

・新専門研究室・実験室 （4～ 6階，地下2階）

大学院新組織で重点分野となった空間 ・環境デ

ザイン工学と生命理工学のための施設。

・先端科学技術研究センター （3～6階，地下2階）

やはりこの4月から発足した組織で，学内外との

各種共同プロジェクトの推進や，公募による萌

芽的研究の育成などを支援し，その研究スペー

スを提供する。

・メディアセンター（後述）

・ワークステーションルーム

・セミナールーム

・デイスカ ッシ ョンルーム
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・学生コミュニケーションルーム

・マルチメディアホール

・学術交流センター

メディアセンターの拡強

新棟におけるメディアセンターのスペースをどう

使うかについての検討は，評議員会で建設が承認さ

れた1996（平成8）年以降本格化する 4）。 全体の会

議体においてセンター側の意向を代表者が適宜提案

するという形で進められたが，決定にいたるまでに

は粁余曲折があった。

当初の施設的課題は不足している機能を1階と地

下にどのように配置するか，また，業務的な課題と

しては事務的機能をどのように切り分けるか，で

あった。

l階についてはまず，入口・入退館ゲート ・カウ

ンターの配置で苦慮した。結果としてはオーバルの

曲面と柱の位置をうまく取り込んだ形で終決した。

BDSゲートは新設となり，本館にあった老朽化し

たゲートは撤去された。これまで入館はノーチェ ッ

クであったが，新棟ではバーコード方式による管理

システムを導入した。

次に問題となったのはどのような資料を展開する

かということであった。新着雑誌や索引・抄録誌を

移動する案も出たが，スペースや業務上の動線の問

題もあって，代わりにデータベース検索・蔵書検索

用の端末や視聴覚用のブースを多数配置することに

なった。しかしながらこのプランは，いわばハイテ

クを指向した空間とは逆の方向で落ち着くことにな

る。というのは学部長の強い意向により，新棟l階

はゆったりとして思索ができるような空間をめざす

ことになったからである。このため，ラウンジや閲

覧席には十分なスペースを配し，端末の台数も必

要最低限に押さえることにした。閲覧カウンター，

OPAC端末のブース，データベース検索端末の机，

AVブースは，ディスプレイの画面がなるべく利用

者の視界に入らないよう設計されている。

地下1階にはキューピクル，スタジオ，編集室な

どを置く案も出たが，最終的にはプレゼンテーショ

ンルーム，グループ学習室，閲覧席を設置すること

になった。

事務的機能についてはカウンタ一部門すべてを新

48 

棟に移転する案も出されたが，スペースの拡張を機

に，これまで一体となっていた閲覧・レファレン

ス・ILLのうち閲覧機能を新棟側に分離し，それぞ

れのサービス体制を強化することになった。

1階および地下 l階の面積，設備概要は以下のと

おりである。メディアセンター全体の面積について

は2,498rriから 1.3倍強増えて 3,315rriになった。

< 1階＞ 527 rri 

入退館管理ゲート

閲覧カウンター

多目的ラウンジ （31席）

閲覧席 （24席）

AVブース （6席）

データベース検索端末 (12台）

OPAC端末（ 4台）

書架 （24連）

事務室

＜地下 1階＞ 290 rri 

閲覧席 （42席）

プレゼンテーションルーム （18席）

グループ学習室 (12席）

書架 （20連）

倉庫

新棟オーブン前後

余談であるが着工して間もなく本館の玄関は封鎖

され，男子手洗所を改装して仮の入口が設けられ

た。この通路しか知らずに卒業した学生諸君には機

会があればぜひ新棟を見に来てほしいと願ってい

る。

完成直前には連結通路がアプローチとなり，改装

されたかつての玄関からの出入りとなったが，この

頃からスタ ッフは日常業務と新棟オープンの準備作

業で日々追われた。そして臨時閉館することなく，

本年3月31日，無事にオープンの日を迎えたので

ある。

建物が完成して改めて眺めてみると，とりわけ1

階のラウンジは豊かな緑が借長となって，新棟の中

でもやすらぎと開放感を与える指折りの空間となっ

ている。

4月15日には矢上新棟落成記念式典が盛大に催

され，多数の見学者をお招きした。また， 7月から
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たシステム。

2）建物の別称が1993（平成 5）年のメディアネッ

ト発足時に「松下記念理工学図書館」となった

が，プレートにはそれまでの「松下記念図書館」

と刻まれている。

3）安西祐一郎．”新棟完成間近の理工学部矢上

キャンパス：新ミレニアムへのメ ッセージ”． 三

はプレゼンテーションルーム，グループ学習室の運

田評論． No. 1020, 2000, p. 44 -46. 

4）新棟構想はかなり以前から存在し， 1994（平成

6）年 1月，センターから最初のプラン 「研究

教育支援のための新たな情報施設についてJが

血時の新棟建設委員会に提出されている。

オープンしてすでに半年近くが経過し，新しい環

境でのサービス体制が定着しつつあるが，同時に問

題点もいくつか出てきている。これらを着実に改善

しながら，新棟を中心に展開される新時代の理工学

部の研究・教育体制を強力に支援していきたい。

なお，仮称だ、った矢上新棟はこの8月に 「創想

館」と正式に命名された。

用を開始した。

注・参考文献

1）本塾理工学部，吉田和夫教授によって開発され
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よしい ゆきこ d
吉井由希子 ・

（医学メテ”ィアセンター） ー． 
電車の発車音楽は体に悪い？

－ 
・ 最近読んだ本に，作曲家でバイオリニストで

ー もある玉木宏樹著の「音の後進国日本Jという

：のがある。その中で著者は， JR駅の発車音楽を

・ はじめ，からくり時計の時報音楽や横断歩道で． 
：・流れる音楽など，街に流れる音楽を，精神にも

．体にも悪いと批判し，日本人の大半は本当の美

－ 
： しい「ドミソJを知らない，街の音を自然な純

l・正律に染め上げよう！と訴えていた。私は趣味

： で音楽をやっていて，音にはとても興味をもっ

： ているのでこの話には妙に納得してしまった0

・ そういえば，少し前に中央線沿線で自殺者が． 
．多いことが話題となり，発車音楽もその原因の

： 一つだ，などとワイドショーなと寺で、騒がれたこ

： とがあった。それはちょっと言い過

・ ぎかとも思うが，もし街に流れる音

：楽が安らぎではなくて実はス トレス

： になっていたら思うと少し恐い気は

・する。． 
． 発車音楽が体に良くないのは何故

： か？その最も大きな原因は平均律と

： いう調律のために起こる不協和音に

・ある。発車音楽の響きは，実は不協和音なのだ。

：平均律とは， ーオクターヴを完全に十二等分す

： る調律のことで日本の音楽シーンのほとんどに

？ この調律法が使われている。でも実際はこの世． 
:・ に十二の音程しか存在しない訳はなく，無理矢

：理十二等分された音程で「ドミソJの和音を出

： しでも完全にハモることはできない。これは

伊 ちょっと聴いている分には分からなくても，美： しくハモッた状態の和音と聞き比べると誰にで、

： も分かるほどはっきりした違いがでる。駅のサ

・ イン音のように響きが残るような所でこの平均

6さ正

． 
・律の和音を使うと不協和音がワンワンと捻って

： いる上に次の音が重なり，更に美しくない響き

： になる。

・ 完全にハモった天国的な響き（著者はこう表． 
．現している）は平均律では出すことができない。

：例えば美しいコーラスの 「ドミソJの響きを作

： るとき，はじめの「ドJに合わせて，「ミ」と「ソJ
・ をうたう。（具体的には 「ミ」の音程は平均律に． 

よる「ミ jの音程より低めにとると美しくハモ・

る）こうして一番美しい響きに聞こえるとき， ： 

この音程の取り方を純正律という。電車のサイ ： 

ン音のような単純なメロディはこの純正律で ． ． 
作った方が耳にもやさしい。コーラスやオーケ ・

ストラはこの純正律で音程をとる（ことを目指：

す） 0 • ． 
あまり関心のない人は，電車の発車サイン音・

ひとつなんてと思うかも知れないが，聴いてい ： 

ないつもりでも音は知らず知らずの内に人に影：

響を与えている（はずだ）。例えばテレビドラマ・． 
のパックミュージック。見ている方はスト ー ． 

リーを見ているので、あって音楽を聴いている訳：

ではないが，感動的なシーンを演出：

するのに実は音楽が一役も 二役も・

かっているに違いない。更に最近で：

はワイドショーでもニュースでも常：

にパックミュージックが流れている。 ． ． 
私は話を間かずに音の方に気を取ら ． 

れていることも多くて，どうしてこ ： 

こでこんな音楽を使うのかなあ，と ： 

思うこともあるが，とにかく音楽が人に影響を ・

与え， 言葉や演技で伝えきれないものを補う効：

果があるとされているのは確かだ。ならば，故：

意に音を作って流す時は，気づかない内にス ト ・． 
レスになるなんてことがないように気を付けて ． 

、

作らなくてはいけない。
． ． 

音によるストレスといえば， 最近は携帯電話 ：

の着信メロデイに悩まされている。好きな曲を ・

張り切って作成したのは良かったが，自分の携：

帯の曲の一番始めの音と同じ高さの音が間こえ ： 

ると自分の携帯かと思って反応するようになっ ・． 
てしまった。気にしているからか，耳は雑音の . 

中からもその音ばかり拾ってしまい，電源を ： ． 切ったはずなのに鳴っているのかと思うことも ． 

しよつちゆうだ、。 電子音はどこから音が出てい ． 

るか分かりにこ ． ． 
引． ． 

せに，やたらと耳につく 。たとえ不協和音が解

消され美しい和音が作られたとしても，そんな

電子音が街中に溢れていくのはどうかと思う。

， ．  
・ －·~・ a 畠畠竺竺竺－－－－－－－＝・a企タ＿＿＿.＿...畠畠畠畠竺三三，a・4 竺竺畠畠且...三竺＿＿.＿.＿.＿＿..＿＿・竺車三三丘三2 ・
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電子ジ‘ャーナルの導入 －

理工学メディアセンターの事例

理工学メディアセンターでは 1996年当時， IOP

（英国物理学会）学会誌への登録を始めたのが，電

子ジャーナル導入の第一歩であった。その後， APS

（米国物理学会）等の理工系学会およびSpringer

LINK等の商業誌が相次いでオンラインで論文フル

テキストを公開するようになり，まずプリント購読

に付随する無料アクセスの登録から開始した.1999

年には慶膳義塾大学メディアセンタ一本部がAca-

demic Press/IDEALとPQD(ABI/Inform.Aca-

demic Research Library, Social Science Plus, Medi-

cal Library）を全塾契約し，電子ジャーナルの導入

に弾みがついた。l) 2000年，理工学メディアセン

ターでも有料契約を結び今日に至っている。

1.電子ジャーナルの特徴

速報性，時間 ・場所・製本中などによる利用上の

制約が少ない，プリントにない情報が得られる

(supporting information, online only articles），検

索機能に優れている等の基本的な特徴に加えて，論

文聞のレフ ァレンスリンク，書誌データベースとの

間でオープンリンクが進み，益々その有用性は高

まっている．また，フルテキストへ連動したリンク

付きのTOC(Table of Contents）アラートサービ

スが無料で配信されるなど，多くの出版社で付加的

なサービスも見受けられる。

一方，電子ジャーナルは突発的な事故によるサー

バのダウン，設定ミス，ネットワークの不具合等の

原因で利用に支障が出る．また，利用者自身のコン

ビュータとネ ットワーク環境に依存するため，提供

側だけの整備では解決しない問題も抱える等，プリ

ント版にない側面をもっ。

図書館聞のリソースシェアリングの観点からみれ

ば，プリント版よりは電子ジャーナルが向いてい

たち たづこ

舘田鶴子
（医学メディアセンター課長代理）※

すぎもと わか（;t

杉本若葉
（理工学メディアセンター）

*12000年5月まで理工学メディアセン歩一動務

る。しかし，過去の資料の保存・アクセスという大

学図書館の役割のひとつに電子媒体がどこまで応え

てくれるのか，まだ実験段階で確たる保証はない。

よって，電子ジャーナJレの導入がスペースの節約，

受入・製本管理に関わるコストの削減につながって

いくのか，まだ答えはないし，出版社の価格政策の

与える影響も大きい。

2.理工学メディアセンターの電子ジャーナル契約

2. 1導入経緯

前述のように 1996年電子ジャーナルのテスト的

な利用を開始後， 1997年に 「オンラインジャーナル

リスト」を作成し利用者のためにタイトル毎のリン

ク情報を WWW上公開した。以降， 主要な学協会

誌を中心に，徐々にアクセスできる雑誌を増やして

いった。

1999年，出版社が次々と電子ジャーナルの刊行

を本格化した。特にプリント版団体購読者に対して

無料アクセスを提供するところが飛躍的に増加した

ため， HighWire Pressを始め，理工系のコアジャー

ナルで無料アクセス可能なものはできるだけ登録

するように心がけた。1996年秋に導入していた

MathSciNet (MathSciのInternet版サービス）で

は，まもなく AMS（米国数学会）.SIAM （米国工

業応用数学会）等の学会誌を始めいくつかの提携先

出版者のフルテキストへのリンクが可能となった。

全世界に無料で公開されている PubMedのLinkOut 

機能も同様に出版者サイトへのリンクを提供してい

る。こういった書誌データベースの動きもオンライ

ン登録を進める牽引力となった。

1999年は各出版団体が有料化の実現性を高めた

時期でもあった。”Science Online”（AAAS. 

High Wire Press）も2000年からはサイト契約が認
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められたので，メディアセンタ一本部で一括契約を

結び，全塾でフルテキストが読めるようになった．

理工学メディアセンターとしても，電子ジャーナル

の有料契約に踏み切った年となり，いくつかのコア

ジャーナルのオンライン購読契約を結んだ．その時

に考慮したことは，電子出版として高品質なもの，

契約額が適正であるもの，かつ理工学部の利用者に

強く求められている雑誌であることであった．ま

ず，キャンパス外への複写申し込みの最も多いライ

フサイエンス分野を優先的に考え，医用工学の研究

者へアンケー トを実施し，その分野の学協会誌を中

心に出版しているHighWire Pressのタイトルリス

トに希望を入れてもらった．その結果， 21誌を選出

した．リストになくても希望タイトルがあがったも

ので契約に結びついた雑誌 （”Oncogenめもある。

大学院改組に関係して，ライフサイエンス系の研究

者・学生数は理工学部で増加傾向にあり，雑誌コレ

クションを強化する必要が出たこともオンライン購

読契約を進める要因であった。この分野は塾内医学

部ですでにプリント版を購読しているものが多いた

め，リソースシェアリングを図る意味でオンライン

のみの契約があれば優先した。しかし，現実には出

版社の価格政策からプリント版の購読を前提とする

ものも多く，希望が出たなかには契約に至らなかっ

た雑誌もあった．先行して医学部が契約していた

Cell Pressの電子ジヤ一ナル （”’Cell＇’’

Cell”）の場合は，交渉によって日吉地区（矢上と日

吉キャンパス）は医学部の追加サイ トとして認めら

れた。

理工系のコアジャーナルでは，パッケージ商品を

中心に選んだ結果， ACS（米国化学会）のコア ・ケ

ミスト リー ・パッケージと IEEE（米国電気 ・電子

技術者協会）の雑誌及び会議録パッケージのオンラ

イン契約をした．商業誌に関しては価格政策がまだ

見えない部分があったので慎重に扱ったが，仲介し

た書店の努力もあってWileyInterScienceを理工学

部及び医学部で契約するに至った。

理工学メディアセンターで維持している「オンラ

インジャーナルリスト」 （http://www.lib.st.keio.

ac.j p/ ejournal/ online.h tmi)は矢上キャンパス （理

工学部）で利用可能な電子ジャーナルのアルフア

ベット順リンク集である。契約しているパッケージ
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商品や主な出版者サイトをお知らせする 「電子

ジャーナル案内J(http://www.lib.st.keio.ac.jp/ 

ejournal/DL.html）も別ページに用意している。い

ずれもリンクをクリ ックして該当サイトへ行き，雑

誌名から電子ジャーナルを読んだり，論文を検索す

ることができる。

「オンラインジャーナルリスト」には，雑誌名，出

版者，注記 （全文が読める年代， トライアル情報，

online only注記など）を掲載している.HighWire 

Pressの電子ジャーナルのなかには， 一定期間を過

ぎた内容は無料で公開するものがあるので，理工学

部の利用者に関係したタイトルはリストに適宜追加

した。分類別リストは作成していないため，ブラウ

ザの検索機能で単語・フレーズから探しやすいよう

にリスト全体を1ページにおさめて，かつ記述も軽

くし，表示に時間がかからないようにした。将来的

には，理工学メディアセンターの WWWで公開し

ているコレクションページの継続受入中洋雑誌タイ

トルリスト （タイトル順と大まかな分類別リスト）

にリンク情報を移植できれば洋雑誌コレクションの

全貌が掴めて便利である。

2. 2コレクションとしての評価

現在のオンラインジャーナルリストの評価と今後

の方向性を知るために， T Stankus2，ほかによる化

学 ・物理系科学の基本雑誌リスト との比較を試み

た。雑誌リストは雑誌名に加えて可能な限り

WWWアドレスが記述されているので，そのURL

から出版者を同定し，出版者別に集計した。（表1)

なお， Stankusのリストにはライフサイエンス分野

も挙げられているが，ここでは割愛する。

表lについて，大きく学協会誌と商業誌に分ける

と，シャドウ部分が学協会誌で157件，商業誌は263

件であった．リス ト中のタイトルはランク付けもさ

れている．それによると，化学では ACSの優位性

が明らかである。（リスト中， ACSのランキングは

常に1位か2位）また， ACSはSPARC(the Scholarly 

Publishing and Academic Resources Coalition) 

(http://www. arl.org/sparc／）の最初のパートナー

となり， 1999年 7月にオンラインを先行させた雑

誌”OrganicLetters”を出版している。これは先述

のコア・ケミストリー・パッケージに含まれる。物
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表 1.理工系コアジャーナルの出版者別リスト － Stankusのリストをもとに 一

化学 物質科学
物理学・ 地琢科学・

計
応用物理学 地球物理学

Elsevier 31 14 22 26 93 

2 Wiley 28 4 5 38 

3 Springer 7 9 8 25 

4 Academic Press 11 6 18 

5 Institute of Physics (IOP) 17 18 

6 American Chemical Society (ACS) 14 15 

7 Royal Society of Chemistry (RSC) 14 15 

8 Kluwer 2 5 5 13 

9 Marcel Dekker 7 3 11 

10 American Institute of Physics (AIP) 10 10 

11 American Geophysical Union (AGU) 8 9 

12 Allen Press 7 7 

13 Annual Reviews 4 7 

14 Taylor & Francis 6 7 

15 American Physical Society (APS) 6 6 

16 Institute of El町 tricaland Electronics 

Engineers (IEEE) 
5 6 

17 Gordon & Breach 3 2 5 

18 Optical Society of America (OSA) 5 5 

19 Cambridge Univ Press 3 4 

20 International Union of Crystallography 4 4 

21 NACSIS 3 4 

22 National Res Council of Canada 2 4 

23 PennWell Publishing 4 4 

24 Univ Chicago Press 3 4 

25 World Scientific 3 4 

26 Blackwell Science 3 

27 CRC Press 1 2 3 

28 MRS (Materials Resarch Society) 3 3 

29 Thieme 3 3 

30 Geological Society of America 2 2 

31 Grune & Stratton 2 2 

32 LippincoれW&W 2 2 

33 Minerals, Metals & Materials Society 2 2 

34 Plenum 2 

35 William & Wilkins 2 2 

その他の学也会出版 7 5 8 26 46 

その他の商業誌 6 4 4 14 

出版者不明 3 2 6 

計 148 37 138 103 426 

（シャドウ部分は学協会出版物）
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理学では”PhysicalReview”の出版者であるAPS及

びSPINWeb (Searchable Physics Information 

otices) (http://ojps.aip.org/spinweb／）を提供す

るAIPがランキング上位誌を多く占めていた。

一方，理工学メディアセンターで導入した電子

ジャーナルを出版者別にしたのが表2である。タイ

トルリストにある雑誌546誌中，有料契約は251誌

である。パッケージ商品のIEEE,PQD, Elsevier 

SDWEはそれぞれ検索エンジンを持つまとまった

サービスなので別枠とした。パッケージ商品のタイ

トル数は 1,093誌，このうち 963誌が有料契約であ

る。出版者によって契約内で利用可能なパックファ

イルの年代は異なる。

表l,2を比較したところ，主要な出版者はほぼ

重なっていることがわかった。しかしながら，いく

つか見落としていた出版者も見つかった。そのうち

有料契約を必要とするものは，今後の導入候補のひ

とつとして考えられるであろう。

出版者が提供する利用統計からみた評価は緒につ

いたばかりで，実績を比較する材料を持ち合わせて

いなし、。しかし，個別に参照できるいくつかの統計

を比較したなかでは， Acsからきた利用開始後

3ヶ月統計にみる”Journalof the American Chemi-

cal Society，，の利用は飛び、ぬけて多かった。開始し

たばかりで多数の利用がついたということは利用者

に待たれていた感がある。全塾で利用している

IDEALはAcademicPressの電子ジャーナル全誌の

契約だが，雑誌ごとの利用統計からは，つぎの点が

興味深い。プリント購読誌であるか否かによるアク

セス数の差，購読昔、であってもオンライン利用のな

いタイトルの評価，塾内でプリント版が重複してい

るタイトルの扱い等である。まだ蓄積が少ないので

説得力に欠けるが，今後数年先にコレクションを見

直す際には，プリント版の利用との相互補完関係を

押さえながら，電子ジャーナルをも含めたコレク

ションの評価をしていくことが重要である。

3.契約・登録・管理に関わること

出版者によって差があるが，オンライン購読ライ

センス契約の利用条件は，プリント版と同様の著作

権を守ることを前提とし，図書館外来者の利用，

ILLでの利用に関わる制約に加えて，正規ユーザと
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契約サイトの定義，リモートアクセスの許可などの

要素を含む。また，交渉が個別に行われるため，適

性価格であるかどうか慎重に判断しなければならな

い。（通常はプリント購読料の10%～25%程度）Cell 

Press Online Publisherのように圏内代理店を介在

しない契約もあるが，大部分は書店が聞に立って価

格交渉をすることになる。

価格設定は，学協会と商業誌の出版者では，若干

異なる。後者ではタイトルごとの契約よりも購読誌

全体をコンソーシアム契約することを求める傾向に

ある。それは，購読管理を l点ずつ行う手聞が省け

ることと，市場の拡大，そして大学図書館では現実

に怯相互利用が頻繁に行われることを予測してのこ

とであろう。益々，個々の図書館の枠を超えた協力

体制が望まれている。団体ライセンス契約の場合に

は契約サイトの範囲を IPアドレスのレンジで指定

することになるが，サイトの定義も出版者によって

微妙に異なるため，なるべく有利に契約できるよう

な交渉が必要で、ある。

また， 2000年契約についていえば，出版者も公開

時期を先取りして早めに価格設定をした感がある。

IEEEも3月予定で契約した新パージョンのサーピ

スがIP認証方式で正式に稼働したのは5月には

いってからであったし，他の出版者でもタイトルに

よる遅れも見られた。過渡期の現象であるが，可能

な限りトライアルを先行させてから導入するなどの

対策を講じるべきであろう。一般的に， 一定期間は

無料アクセスでテストしておいて徐々に有料イヒする

出版者が多いので，無料アクセス期間に登録・利用

するとよい。

また，電子ジャーナjレは，提供されるファイル形

式（pdfが一般的で、あるが， htmlもあるとより有効。

抄録とレフ ァレンス部分だけでも htmlがあると良

い），公開時期，検索と表示にかかる時間などが最

も使い勝手に影響する。出版者サイトによって差が

認められるので，事前にトライアルで試した方が安

全である。

導入後に気づいた問題としては，オンライン

ジャーナルリストの維持管理の手聞が予想以上にか

かることが挙げられる。タイトルの変選はプリン ト

版と同様に絶えずあるし，パックの電子化も徐々に

進んで、いく，出版者の変更も起こる，このような変
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表2.出版者別にみた理工学メディアセンター「オンラインジャーナルリストj

および「電子ジャーナル案内」中の雑誌タイトル数（期間限定のトライアルは除く）

2000年8月現在

Academic Press IDEAL (1999・） 176 

Elsevier Science 73 

Wiley lnterSicence (1997-) 42 

SpringerLINK (Springer+ Birkhaeuser) 42 

HighWire Press (MAS, APS, Am Physiological Soc, Annual Reviews" 34 

FASEB, MIT Press, Nat Academy Sciences, Oxford Univ Press” 

Physiological Society, Rockefeller Univ Press，…） 

Catch Word (Taylor & Francis, Institution of Chemical Engineers・・・ ) 19 

American Society for Mechanical Engineers (ASME) 17 

Royal Society of Chemistry (RSC) 16 
オ

Institute of Physics (IOP) 15 
，、，， 

American Institute of Physics (AIP) 15 
フ

Society for Industrial and Applied Mathematics (SIAM) 10 
イ

American Chemical Society (ACS) (1996-) 9 
/ 、

American Mathematical Society (AMS) 9 
ユノ

American Physical Society (APS) 9 
ヤ

American Society for Civil Engineers (ASCE) 6 

Oxford Univ. Press 5 
ナ

Optical Society of America (OSA) 4 
Jl, 

Electrochemical Society 3 

American Vacuum Society (AVS) 2 
ス

Cell Press 2 
卜

EDP Sciences 2 

Acoustical Society of America 

Inst for Condensed Matter Physics 

Materials Research Society 

SPIE 

Stockton Press 

Univ Chicago Press 

J-Stage 20 

Others 10 

546 

IEEE journals package (1998・） 105 

E IEEE proceedings online (1998-) *1 
J PQD/ABI Inform *2 857 
案
内 Elsevier SDWE *3（プリント購読誌最新12ヶ月分のみ無料アクセス） 130 

1,093 

＊有料オンライン購読契約 （251+963= 1,214タイトル HighWirePressは有料契約21)

* 1 IEEE proceedings onlineの年間出版点数t;t約 130件程度

＊全盛

＊ 

* (21) 

＊ 

本

＊ 

* 251 

＊ 

＊ 

＊全塾

* 963 

*2全塾契約しているPQDのデータベースは3種類あるが．ここでは理工でよく使われるABIInformのみ数に入れた．

本3SDWEタイトルは「オンラインジャーナルリスト」との重複を含む．
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化に対して適切な処理が必要とされる。特に見落と

しがちなのは，オンラインのみを購読している場合

の雑誌の動きである。現実にものが見えないだけ

に，フォローのためのノウハウを積んでいく必要が

ある。登録の手間は出版者側の努力で徐々に改善さ

れてきているが，コンタクトパーソンの変更は電子

メールアドレスと密着しているために，プリント版

の宛名住所よりも影響は大きく，その維持も必要で、

ある。また，オンライン登録後，更新時あるいは出

版者側のサーバ管理の都合上起こる設定トラブルも

あった。

今後，電子ジャーナルの契約 ・登録に関わるノウ

ハウは図書館もある程度持っている必要はあるが，

代理店へ任せる範囲を拡大していくことになるであ

ろう。

4.おわりに

理工学メディアセンターでは，館内に置いである

Tサーバ機にERLを搭載し，理工系の主要な書誌

データベースINSPEC.COMPENDEX. MathSciを

運用している。出版者サイトの全文へリンクする

テーブルをもっ SilverLinkerと呼ばれるソフトが

ERL上動く 。書誌データベースでヒ ットした文献

から直接，出版者の電子ジャーナルフルテキストを

表示できる。SilverLinkerの新パージョンでは，雑

誌ごとにリンクを選択できるようになったので，理

工学メディアセンターで利用可能な雑誌のみ有効と

することで，データベース検索サーピスの付加価値

が高まる。書誌データベースからフルテキストへの

流れをイントラネッ トでも実現可能となってきた。

電子ジャーナルが与える影響は年ごとに大きく

なっている。従来の学術雑誌の形態に拘らないとこ

ろで密な論文同士のリンク関係が学術コミュニケー

ションの形を変えている。出版者の垣根を超えて雑

誌聞のレファレンスリンクによる論文単位のつなが

りが強化されているのは電子ジャーナルならではの

特徴であり， HighWire Press. IOPのHyperCite等

のサービスにその雛形を見ることができる。

速報性という面でも，物理学，数学のように以前

からプレプリントに重要性が認められている分野で

はすでにLosAlamose-printサーバで、未審査論文が

公開されており，ピアレヴュー誌が中心である分野
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では，論文単位での速報的な流通に変化がでできて

いる。Online-First(SpringerLINK). ASAP (ACS) 

等，プリント版よりも早くオンラインで公開される

出版形式が増えている。こういった論文レベルのア

クセスに対応するため，より標準的な番号として

DOI（デジタルオブジェクト識別子） (http://www. 

doi.org／）が採用され，複数の大手出版社が関連論

文同士を直接リンクすることに合意して共同で仕組

みを作ったCrossRef(http://www.crossref. org/) 

も2000年6月にサービスを開始した。またAPSの

発行する PhysicalReview C,Dのように，プリン ト

版のページ付けをなくして，論文単位に与えた固有

の番号で雑誌を出版する動きも見られる。

出版者の吸収合併，提携，グループ化によって，

書誌データベースと電子ジャーナルが合体した大型

商品も出現し，益々図書館予算に大きな影響を与え

ている。それに対抗するように米国にはHighWire 

Press. SP ARCがあり，商業誌の高騰を押える勢力

となっている。

めまぐるしく変化している環境のなかで，最も効

率よく目的とするサービスを実現させる方法を，メ

ディアセンターは模索中である。何よりも，利用者

に対して最善のアクセス手段を保証していきたい。

そのために，数多く存在する選択肢のなかから利用

者の要求に合う情報を選び，それを統合化し，使う

側からは単純に見えるしくみを構築するという大き

な仕事が私たちの次のステ ップである。

注

1 ）市古みどり ．”医学メディアセンターにおける

電子ジャーナル導入実験” MediaNetNo.7, 

1999. p.50-52 （ただし， PQDMedical Library 

については次年度に契約更新しなかった。）

2 ) Stankus. Tony ほか．”TheBest Original Sci-

entific Research. Review, Methods and Sym-

posia Journals with Their Current Web Ad-

dresses Ranked Within Their Primary Subject 

Category". Science & Technology Libraries. 

Vol.18, No.2 / 3. 1999. p.111-182 
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白楽サテライト・ライブラリーへの蔵書移管について

－ 湘南藤沢メディアセンターの事例報告 －

I .はじめに

湘南藤沢メディアセンターの建物が完成したのは

1991年4月。電子図書館ということばが巷で良く聞

かれ， F.W.ランカスターのシナリオによると 21世

紀には紙から電子への移行が進みペーパーレス社会

となり，図書館はなくなるだろうと言われていた。

デジタルキャンパスを目ざす湘南藤沢キャンパスで

は，従来の文献情報中心ではない新しい図書館をイ

メージして小規模な館が建設された。

2階， 3階がライブラリーエリアで， 2階はレフ ア

レンスセクションとシリ アルズセクション，一般書

の書庫部分は 3階のワンフロアのみ。創設時の蔵書

数は図書77,254冊，雑誌1.874冊で，容量は30万冊

程度と言われていた。

創設から 10年。現実はペーパーレスの時代とは

ならず蔵書数は増加の一途を辿り，他地区が10年

で1.3倍の蔵書数となったのに対し， SFCは2.76倍

の蔵書数となってしまった。（表 1）そこで書庫の

狭院化を解消するため，蔵書の白楽サテライト ・ラ

イプラリーへの大移動が行われることになった。

三田， 医学，理工学メディアセンターの書庫がす

でに飽和状態となり蔵書の一部が保存書庫へ移動さ

れたことは周知のことであるが，最も新しく建設さ

れた湘南藤沢でも蔵書の移動が行われたことはあま

り知られていない。

ここでは，その経緯と方法について報告したい。

褒 1所蔵冊践の変化

回 ・ 後髄

19剖年 2町周年 t・加8 19!拍2事 2白”。a事 泊加率

三 国 t,342,0描 t,653,6国 I 232 三田 337,873 447,5倒 1.325 

日吉 403,521 549,0曲 1括、 日吉 75451 110,026 1.458 

医学 69.633 91 .~匝 t.315 医学 1田，109 224,402 I 495 

理工学 79,478 ’04,352 1 313 理工学 141，！揖5 1踊，818 1 316 

湘南軍沢 n.254 213,2却 2.7回 湘薗’沢 1,874 54,617 四 145

II.経緯

湘南藤沢メディアセンターでは 1997年に利用実

態調査を行った。その目的は，蔵書内容と利用実態

すぎやま よしと

杉 山 良 子
（湘南藤沢メディアセンター係主任）

を調査することによって蔵書構成を見直し，今後に

役立てることにあった己結果の詳細は MediaNet

o.5に掲載したが，分析の結果，蔵書構成と貸出構

成の出版年のアンバランスが明確となった。

1985年以降に出版された図書が全貸出数の83%

を満たしているのにもかかわらず，これらが蔵書に

占める割合は58%でしかないという結果が出た。

つまり，蔵書の42%が1984年以前の出版物であり，

それらの貸出率が極めて低いことが明らか』こなった

のである。

出版年が古い資料の多くは，創設時に三田から移

管された主として 1970年代前半までに出版された

学生用基本図書（SA.SB）であることが判明した。

これを踏まえて， 1999年より蔵書の移管計画を

練り始めた。10段以上を占めるシリーズを移管対

象と考え，ほとんど利用されない 「四庫全書」2.183

冊を昨年すでに移管したが，小型サイズの図書で，

l連を9段組配架していたので，移管によって生じ

た空き棚数は図書全体の 1%に留まった。その後，

移管候補として全集の実測を行ったが全体の3%程

度にしかならないことがわかり，小手先の移動では

なく抜本的に考え直す必要があるということで，今

年度の春にプロジェクトを立ち上げ，現状調査から

行うこととなった。

m.調査および分析

l段 （90cm）を4つに区切ったテープを書架に

持っていき， 1/4単位で空き棚数を実測した。単位

未満のものは切り下げて空き率を計算した結果が表

2である。図書，雑誌 ・新聞，年鑑 ・統計の3つの

プロックに分けて空き率を見たところ，書庫が効率

的に利用できる空き率（14%）に比べ，雑誌5.6%，図

書8.0%と極めて逼迫していることが明らかになっ

た。しかし，年鑑・統計類の24.1%についても， 一

度に大量に増える資料も多いため，楽観視できない
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数値である。

一方，年間受入冊数，所蔵冊数はどうなっている

かを調べたものが表3，表4である。これを見ると，

図書の年間増加冊数は15.000冊，雑誌は4.000冊程

度である。それぞれの増加冊数を棚数で換算すると

年間，図書は500段，雑誌は 160段（それぞれ1段

30冊， 25冊計算とする）必要となる。

表2の結果を見てわかるように，計算上ではすで

に今年の増加分が入らないことになってしまった。

そこで，今後3年は移動しなくて良いようにした

いということで，図書30.000冊（1.000段分），雑誌220

段分を移管することにした。該当冊数をどうするか

については和洋別，出版年別にさまざまなブロ ック

を作成し検討した結果，移管対象は利用率を鑑み，

和書は出版年が1969年以前，洋書は1979年以前の

図書とし，点検リストは出版年不明の図書も含んで

作成した。そして， リストアップされたものはほぼ

30.000冊となった。

雑誌については，出版年で区切るのがわかりやす

いということで， 一度は和雑誌を 1979年以前，洋

雑誌を 1989年以前と決めたものの，相互貸借など

サービス面について再検討することになり，現時点

ではオンライン化された Moody’sのパックナン

バー48段，マイ クロフィルムを購入した洋雑誌の

1989年以前の8タイトル分49.5段を移管すること

のみ決定している。

IV.移管作業

移管作業は資料を棚から抜き出し，箱詰めまでを

スタッフが行い，移送と白楽での棚への配架は外注

することにした。

抜き出し作業は書架にリストを持っていき，現物

を点検しながら行った。図書の貸出記録が10回を

越えるもの，近年の利用が多いものについては移管

対象から除いた。逆に，リストに載っていないが

SA.SBと判る図書については移管対象とした。

表2 ・架使用捻克

ブロック 情求記号 掴容量（段） 空き輔誼 空き率

似抽233 1,2日 123.00 9.e，も

233 332 1,218 79.00 6.5% 

332・399 1,218 23.75 1.9% 
図 書

4田-699 912 1羽 50 15.2% 

700田9.TM,X 786 6725 8.6% 

小酎 5,384 431田 8.0% 

.誕・新聞 1,845 102.75 5.6% 

2事量畿計 912 219.50 24.1% 

合計 8,141 753.75 9.3% 
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またAUD（建築・都市デザイン）プログラムに

必要な都市計画，建築などの主題は出版年が古くて

も利用率が高いことから年代で区切らず，すべて残

すことにした。

図書は閲覧管理システムで配架場所を 「保存書

庫」に変更した上で箱詰めし，箱には順番に番号を

ふっていった。館内3個所に50箱ずつ積み上げ，約

150箱になった都度業者に移送等の依頼した。

作業の進行状況については，他地区からも把握で

きるようにするため，図書館業務ネットワークシス

テム （Mcvpn）に毎日更新データを掲載している。

なお，所蔵データについては，作業完了後，所蔵

館を「白楽」に一括変換してもらう予定である。

V.おわりに

今回の蔵書移管は一時的な避難措置であり，これ

で終わりではない。特に，製本雑誌については書庫

スペースが限られている上に増加量も著しく，早急

に移管を検討しなければならない。しかし，相互貸

借など考慮すべき点も多く，どのタイトルをどれだ

け移管すれば良いのかの判断がむずかしい。

書庫スペースについては全塾で抱える永遠の課題

である。これからは蔵書構築，分担保存，保存書庫

のあり方などについて，ワーキンググループ等を設

置し，全塾的に検討すべきだと思われる。

表3 年間受入冊叡（非図・を除く）

図書 総昆
総酎

和 洋 小酎 相 3洋 ，）、計

19剖

1991 3,021 7,272 10,293 4,686 3,473 8.159 18,452 

199ロ 8,407 7,029 15,436 3,635 2.0叩 5,725 21,161 

1993 14,327 7,752 22,079 5,144 4,112 9.2括 31,335 

1994 12,625 6,933 19,558 4,058 3,549 7,607 27,165 

1995 8,550 6,864 15,414 2,672 2,476 5,148 20，日2

19蝿 11,511 6,547 18,058 2.sn 2,491 5，時8 23,126 

1田7 11，曲7 4,132 16,019 2,976 2,335 5,311 21,330 

1四8 7,629 2349 9,978 2,1国 2,421 4,5n 14,555 

巾田 13,451 4,650 18,101 2,219 1,725 3,944 22，。45

・1民同年度t:創蹟与のため‘年間豊入置はなしとする．

褒4 所蔵冊数累計（非図・を除く）

図・ 9量魅
総計

和 洋 小計 相 洋 小肘

19田 40,632 36,622 n,254 602 1,272 1,874 79,128 

1991 43,653 43,894 87,547 5.288 4,745 10,033 97.580 

1992 52，曲。 印 。923 102,983 8,923 6,835 15,758 118,741 

1993 66,387 58,675 125，師2 14周 7 10,947 25,014 市50,076

1994 78，師3 63,114 141,1n 18,086 13,4盟 31,578 172,755 

1995 85,783 69,459 155,242 20,674 15.559 描，233 191,475 

19蝿 田，322 75,654 171,976 23,188 17,873 41，（褐1 213,037 

1四7 107,971 79,030 187,001 26,102 19,951 46φ053 233,054 

1998 115,015 81,409 196,424 28,32。 22,4珂 日.ne 247,202 

1999 127,540 85,6回 213,230 30.437 24,180 54,617 267,847 
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白楽サテライト・ライブラリーの現状と今後

1.はじめに

白楽サテライト ・ライブラリーは，開設後約1年

と半年を経過した。（開設は1999年3月1日）設立

経緯や開設準備については，前号の「MediaNetJ1> 

において，詳述されているので，本稿では現状と問

題点を紹介し，今後の運営の参考に供することと

する。

2.現状

2. l書庫の状況

開設当初は，三田メディアセンターの蔵書の一部

を預かり，書庫の棚占有率は，約36%であった。

2000年6月から，湘南藤沢メディアセンターの蔵書

の移設が開始された。約3万5千冊の図書 ・雑誌が

本年度中に白楽へ移される予定である。その結果，

棚占有率は42%になる。

2. 2閲覧環境

開設当初は，閲覧スペースの照明が不備であった

が， 11月に貸主である東京通運（株）に依頼して，

配線工事を行ってもらい，すべての閲覧席に照明を

つけることができた。

2. 3運用状況

白楽サテライト ・ライブラリーの開館時間は，平

日が8時45分から 18時まで，土曜日が16時までで

ある。日曜・祝日，夏期と冬期の休業中の一定期聞

が休館で，開講期も短縮開館日は設けていない。

専任職員 I名とフルタイムの業務委託職員2名と

で，この時間帯を運用している。2)

日々の業務としては，次のようなものがある。

①塾内現物ILLのための書庫からの取り出しと移

動処理 ・欄包 ・発送

②塾内現物ILL返送本の返却処理と配架

③早稲田大学図書館からの現物ILLの取り出し・相

みや ぎ

宮 木 さ え み
（メディアセンター本部課長）

包・発送とその返却処理・配架

④塾内からのILL複写依頼の複写作業と発送

⑤直接来館者の応対，貸出 ・返却処理，複写サーピ

ス

⑥ 閲覧管理（督促業務，長期貸出設定など閲覧業務

にかかわる諸設定）

⑦書庫管理

③他地区メ ディアセンターや他大学からの所蔵状

況問い合わせへの回答

① レファレンスブックの内容確認依頼や，書誌情

報の確認依頼に対する調査と回答 （メディアセ

ンタ一本部，及び三田メディアセンターからの

依頼）

①入金，物品の調達，コピー機の管理，統計作成な

とdの庶務 ・総務業務

塾内現物ILLについては，朝9時30分までに予

約がかけられたものについては，必ず当日の塾内使

にのせるようにしている。また，至急の場合は， 9

時30分を過ぎても，塾内便に間に合う限り，対応

している。

閲覧・貸出は，ほほ， 三田メディアセンターのも

のと同じ規則で運用している。開設時， 三田メディ

アセンターの蔵書のみでスタートしたためである。

上記以外に，三田メディアセンターの特殊なコレ

クションの整理を行っている。3)

2. 4利用状況

1999年度1年間の利用状況を図I～3と表Iに示

す。直接来館者は開館日 1日平均1.2人で，非常に

少ない。（図書の返却のみの場合は，入館者統計に

カウントしていない。）

参考業務の中の文献所在調査・事項調査で教職員

の件数が多いのは，業務に伴う所在確認やレファレ

ンスブックの記述確認が多いためである。また，初

めての来館者が大部分であるため，利用指導の件数
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表1 1999年度lしし処理数

現物ILL（冊数）

複写（件数）

400 

医

三回

国教臓員 16 

回大学院生 38 

図学部生 116 

図通信学生 24 

回聖書員 40 

図その他 。

塾内 ｜早稲田大学 ｜合計

3,602 

23 

図11999年度入館者数

図阿国

日吉 理工
医学

KBS 
曹E。。。。。17 。。

31 5 。。。。。。。。。。。。。。

4計当；

合計

18 

56 

163 

24 

40 

45 

図3ー1 1999年度館外貸出冊数（和書）

;J邑UU

3000 

2500 

2000 

1500 

1000 

500 。 ... Jiii! 

三国 日吉
理工 医学

合計
学節 部

田教.員 391 49 4 3 464 

回大学院生 969 。32 。1090 

国学部生 1079 143 10 2 1356 

回通信学生 58 。。。 58 

iii~員 17 。。。 17 

四その他 5 。。。 5 

60 

田教職員

∞∞∞∞∞o 震1va－守内d角4・』

回大学院生

国学部生

図書色肉その他

国益員

回~外

国2 1999年度参考象務件数

26 55 16 

2 。28 

自 9 124 8 147 

5 3 20 2 30 

5 2 37 45 

31 42 自 82 

図3-2 1999年度館外貸出冊数（洋書）

l4UU 

1200 

1000 

800 

600 

400 

200 

。 ｜回一

三国 日吉
理工 医学

合計
学部 部

四教腺員 293 62 。。363 

回大学院生 620 。 8 636 

国学部生 129 21 159 

図通信学生 23 。。。 23 

回章在員 21 。。。 21 

図その他 2 。。。 2 



が多くなつている。

現物ILLのl日平均の処理冊数は 12.8冊で、ある。

（総処理冊数を開館日数で

数は，白楽サテライト・ライブラリーの窓口で貸出

をした場合と塾内現物ILLによって，各地区メディ

アセンターに取寄せをして貸し出されたものとが含

まれている。

3.問題点と今後の課題

3. l書庫・閲覧環境

書庫 ・閲覧スペースともに，冷房はあるが，暖房

設備がないため，冬期は非常に寒い。昨冬は長時間

閲覧者には事務室内にて閲覧してもらったが，ス

タッフが冬期に書庫にて作業を行うにも，支障をき

たす状態である。閲覧スペースだけでも何らかの対

策を講ずる必要がある。

3. 2目録データの未整備

白楽サテライト・ライブラリーで，預かっている

資料のうち，書誌・所蔵データが不備で，資料の特

定に困難が伴うものがある。三田メディアセンター

蔵書の内の旧分類図書やレファレンスブックの一部

である。早急に，データの整備が望まれる。

3. 3資料の傷み

塾内現物ILLが活発に行われることにより，資料

の傷みがさらに激しくなっている。特に三田メディ

アセンターの旧分類図書はもともとの保存状態が悪

かったこともあり，傷みが顕著である。利用か保存

かという選択は，図書館の永遠のテーマであるが，

相包・運送に注意を払うとともに，傷んで、しまった

資料の修復を考える必要がある。

MediaNet No.8 (2000.1 O) 

3. 4運用体制

8時30分から 18時まで，土曜日 16時までの開館

時聞を運用するためには，業務が繁忙でなくても，

フルタイム換算で最低4名のスタ ッフが必要であ

る。専任職員を配置するにせよ，業務委託をするに

せよ，業務量とコストのバランスを考慮して運用体

制を構築していかなければならない。また，入館者

が少ないとはいえ，スタ ッフは閲覧・ ILLに係わる

すべての業務をこなさなければならない上に，旧分

類データベースなど書誌を読み取る能力も要求され

る。これらを習得し，効率的に業務を遂行する資質

を持ったスタ ッフを配置することが重要で、ある。

4.おわりに

白楽サテライト・ライブラリーは，慶麿義塾大学

各地区メディアセンターの保存図書館として，書庫

に余裕がある限り蔵書を受け入れ，迅速に利用に供

する義務がある。

しかし，あくまで借りている書庫であり， 有限の

ものである。白楽サテライト ・ライブラリーの行く

末を含めて，慶麿義塾大学メディアセンター全体の

長期的な蔵書構築・書庫管理計画の立案が緊急の課

題である。

注・参考文献

1 ）宮崎貞治．“白楽サテライト・ライブラリーペ

MEDIANET. No.7. 1999. p.32-34 

2）土曜休暇の確保が困難な場合などは， 三田メ

ディアセンターからスタ ッフの応援を受けてい

る。

3）フルタイムの3名以外に特殊な資料の整理のた

めのパートタイムスタ ッフも在籍している。フ

ルタイムスタ ッフも特殊な資料の整理に従事し

ている。
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tk~亙..  ，』聞=rft ~ ．．  
t 情報基盤について ~ ． いしはら ともこ ． 
争 石原智子 d
－ （湘南藤沢メディアセンター）． ： t インターネット ー…人の

存在が珍しい時代になりました。

メディアセンターでも，最近I～ 2年の問に

'!' Webページ上で新聞

’ スを検索してオンラ

' と様々なサービスメ

ー便利になりました。

：来館せずに上記の新

記事を読んだりデータベー

インジャーナルを読んだり

ニューが用意され，とても

このコラムでは，図書館に

しいサービスを利用する場

：合，特に一般家庭からインターネァトを通じて

i図書館を利用することω て日開ったこと

を書いてみたいと思います。

： 自宅に専用線を持っている方は少ないと思い

： ますが， 一般家庭から接続するイン

： ターネ ットの利用料金はどの程度が

・妥当な金額でしょうか。最近では． 
・ CATVや衛星，携帯電話などを使っ

：てインターネットの利用ができる

：サービスが始められていますので，

？公衆電話回線だけが情報基盤とは言

・いがたい面はあります。しかし，文

：頭にあげたメディアセンターの各種のサービス

：は慶麿義塾内のドメインに接続されたコン

： ピュータでのみ受けられるサービスであるため，

；現在のところ利用者は自宅からダイアルアップ

：接続で塾内のコンピュータへアクセスする必要

・があります。ユーザーの立場で考えた場合，そ

ーの際に必要となる通信料金が接続する際の負担

にその利益を還元することは難しいでしょう。

市内の通信市場では実質的に NTTが独占して

いるため，この分野では資本主義の原則がうま

く働いていないように思います。法律を改正し，

規制緩和を行ったり完全民営化をするよりも，

ドコモを含めた NTTグループ各社を完全に分

割したり，同業他社がNTT回線を利用しやすく ． 
するために値下げすることが先に行われるべき ： 

だと思います。高いお金を払った人だけが情報：

を入手することができる社会は教育の機会均等：

という意味では望ましい環境ではないからです。． 
慶膳義塾内の情報基盤は整備されているので， ： 

メディアセンターやキャンパスの中 ： 

では TCP/IPネットワークを快適に : 

利用することができます。しかし仮：

に図書館を 24時間開館して，自由に・

利用できるコンビュータをキヤンパ：

スの人口相当数備えたとしても，社：

会の情報基盤が使いやすいものでな ： 

い限り，真の意味での電子図書館と ・． 
は言い難いのではないでしょうか。最近よく耳・

にする「デジタルデパイドJという言葉があり ： 

ます。個人の情報処理能力の差を指すこともあ 1 
りますが，居住地によるものを考えてみましょ

う。自治体により情報基盤整備に差があった場 ~ ． 
合，住んでいる場所により情報格差が生まれて． 
しまいます。どんなにすばらしいサービスを提ー

： にはなっていないのか気になるところです。 供している図書館があっても，使い勝手の悪い ~ 
： 早くて安くていつでもつながる（と書く と某牛 通信インフラを抱えた地域では図書館をリモー：

：井屋さんのコピーのようですが）ネットワーク環 トで利用することは難しいかもしれません。些：

，境が，これからの図書館にとってはとても大切 か誇張した表現かもしれませんが，世界全体か倒

：だと思います。通信時間に比して課金される現 ら見れば「デジタルデパイドjであるのは日本：

：在のNTTの市内通信料金は国際的に見ても飛 そのものになってしまわないでしょうか。 ： 

I 
び抜けて高いと言われています。今年7月に行

われた日米規制緩和協議において NTTが2000

年4月から3年間で接続料金を22.5%引き下げる

ことで合意したことは記憶に新しいところです。

でもこれを実行すると NTTは赤字となってし

インターネ ットがコミュニケーション，そし

て教育や研究のツールとして非常に大きなウェ

イトを占めてきた昨今において，誰でもが情報

を受信でき，そして発信できるようになるため ： 

にも情報基盤整備の課題は非常に大きいと思い : 

tまうそうです。接続料金を引き下げても消費者 ませんか。 : 

t＿畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠畠血血 血 畠 畠 畠 畠 畠 畠 畠 畠 畠 畠 畠 畠 血 血 畠 畠 畠 畠 畠 畠 畠 畠 畠 畠 畠 血J
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三田メディアセンターホームページ改訂に携わって

2000年5月8日， 三田メディアセンターのホーム

ページ（以下HP)http://www.mitalib.keio.ac.jpが

リニューアルされた。1999年9月HPガイドライン

委員会の下，ワーキンググループ （以下WG）が組

織され，改訂作業に着手してから9ヶ月後のことで

ある。しかし7月31日現在英語版のリリースが遅

れているため， WGの活動はまだ終わったわけでは

ない。

＜ワーキンググループの結成＞

改訂の必要を求める声は 1年近く前から上がって

いた。その主な理由は，現行のHPが何がどこに書

かれているかがわかりにくい，特に電子ジャーナル

やデータベースを検索しにくいというものだった。

WGは改訂にあたって，従来の印制体の利用案内を

Webで見せるというある意味で静的な（来て貰え

ば見せるものがある程度の）サーピスから， ①メ

ディアセンターからの情報の発信の要となる，②三

－・・園’館ホームベージ

一回一・崎肱醐

まつもと かすこ

松本和子
（三田メディアセンター課長代理）

田キャンパス在籍者のための情報検索の入り口とな

る，動的な（利用してもらえばそれだけ付加価値の

ある）サービスを提供できる HPを作成することを

目標においた。勿論その延長線上には電子図書館を

考えたが， WG発足時にはまだ具現化されていな

かったので見送ることにした。このことから今回の

改訂後 1～ 2年後に更なる改訂が必要と判断し，全

面的な改訂ではなく，既存のHPで提供する情報の

うち使用可能なものはできるだけ再利用し，新しい

機能や必要とされている情報を絞って新規に作成す

ることとした。

WGのメンバーはレフ ァレンスのスタ ッフ3名，

メディアセンタ一本部データベースメディア担虫

（以下DBメディア） 2名に， 主査として閲覧課長を

加えた 5名で構成された。

<WG改訂作業の概要＞

まずHPの顔といえるト ップページのデザインと

1ハページ

加帥噌削陶回当

園田陣圃即酒田祖岡田圃咽阿国・・・・・

日
「一一一一

竺剖

''"""''-唱ユーニ
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図1.三国メディ アセンターホームページ
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各情報へどのようにナピゲートさせるかについて既

存のHPでの問題点を洗い出しながら，考えていっ

た。次にサーバ上でHPの情報のディレクトリ構造

をどうするか，ファイルの保護や書き込み権限など

情報をどのように管理するかについてもあわせて検

討していった。

トップページのデザインはフレームを使い，左側

が目次の役割を果たすと同時にサイトの全文検索機

能（Namazuを採用）を持たせることとした。また

右側のフレームでは常に最新情報のコンテンツが見

え，学外からの訪問者のために開館スケジュール

や，図書館概要へ案内で、きるようにした。目次の大

項目はできるだけ情報発信と情報検索の項目に重点

を置いて選択し，用意されたプルダウンメニューで

小項目が一覧できる形を取った。トップページはき

るだけスクロールをせずに表示したかったためであ

る。（図 l参照）

左側に用意した項目をディレク トリに置き換え

て，ファイル構造とコンテンツを詰めていった。現

行のページ内容をスタッフに回覧し修正をすると同

時に新規に作成するページについては担当を割り 主，，

て作業に取りかかった。

＜作業の外注＞

コンテンツが出揃った時点で， 「魅せる」サイト

にすること，メンテナンスをできるだけ簡単にする

ことについて検討した。現行のHPについては作成

からメンテナンスまでDBメディア担当に頼るとこ

ろが大であったので，今回の改訂以降はできるだけ

その負担を減らすことを目標とし，限られた予算で

あるが外注することとした。WGとしては専門業者

に発注したかったが，予算的な制約と年度末で受け

てくれる業者を見つけることができなかった。DB

メディア担当の了解のもとスキルのある学生たちに

依頼することとなった。三田メディアセンターで

AVコンサルタントをしている学生を中心に声をか

け， SFCの5名の学生に担当してもらった。委託の

条件としてトップページのデザインは選択ができる

よう 3種類程度作成すること，主要なブラウザに対

応するサイトであること，今後のメンテナンスが簡

易になるようスタイルシートを作成することを依頼

した。 しかし， トップページを見せるために

64 

JavaScriptを使ったため，表示のできないブラウザ

があることがわかり，正式オープン後に新たに

JavaScriptに対応していないブラウザでも見られる

よう別のページも用意することとなった。

また現行のHPは英文ページの“工事中”表示が

多いことも問題点として取り上げられた。Webで

の情報発信は日本国内だけではなく，海外への情報

発信も無視できないと判断したが，日本語版と並行

して翻訳をスタッフで行うことは不可能だ‘ったので

図書館関連の翻訳を請け負っている業者に外注する

ことにした。

＜今後の課題＞

前述したように， 三田メディアセンターのHPの

改訂はまだ終了していない。新装オープン時はかな

り好意的な評価をいただいて WGメンバーはほっ

としたが，改訂が終わった部分についてもまだ改善

の余地のあるものも多い。未完の部分と改訂すべき

主な点を挙げると以下の点になる。

①最新情報の管理

現在はスタッフから送られるメールをもとに

DBメディア担当が手作業で改訂しているが，そ

れを自動化する。

②セキュリティの確保

新HPでは利用者からの依頼（購入希望やレフ

アレンス）を受付ける仕組みを予定していたが，

セキュリティの問題でまだ実現していない。

③ナビゲート機能の強化

今回トップページではプルダウン表示を採用

したが，どの情報がどこにあるか， 一目でわか

るコンテンツの一覧表を作成したい。

全文検索機能については品詞分解を使って検

索率をあげたい。

④更なる情報発信

メディアセンターの統計情報等，公開すべき

情報がまだあると思われる。今後は改訂を計画

しているメディアセンタ一本部や他地区メディ

アセンターのコンテンツを見ながら更に情報を

発信していきたい。

また， Macintoshやフレームに対応していない

ブラウザなどに対応するため，グローパルスタ

ンダードの形式に対応させたし、。
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日吉メテ‘ィアセンターホームページ

l .はじめに

1995年より公聞を始めた日吉メディアセンター

ホームページ （以下，日吉メディア HP）は， 1999

年夏にコンテンツの内容とデザインを全面的にリ

ニューアルした。日吉キャンパス全体のデジタル

キャンパス化に伴い，これまで主として広報媒体と

して存在していた日吉メディアHPの機能を，より

利用者ニーズに合わせた形で進化させ，充実した情

報源としてのメディアセンターをPRすることを目

指した。

2.リニューアル版構築までの経緯

第 I期（1995.2～1995.11)

WWWサーバの立ち上げと同時に，日吉メディ

アHPの作成を始める。当初は職員が個人的に塾生

向けの図書利用案内のHTML化を試み， HPを試験

的に公開した。

第E期（1995.11～1999.3)

各部署よりメンバーを1名ずつ選出したHP運用

ワーキンググループ「日吉メディアセンタ－

WWW広報委員会」が発足。主に塾生向けに利用案

内の Web版や広報紙「Information」を掲載。

1996年6月，日吉メディアセンターHP（日本語

版）を正式公開。併せてHP上でのアンケート調査

を開始。

1997年，利用案内 （英語版）・教員用図書館利用

案内（日本語版）の公開。Webサイト経由の塾内

ILL orderシステムのサービスを開始。

第E期（1999.4～）

HPリニューアルのためのワーキンググループ

「日吉メディアセンター HP改良サプワーキンググ

ループ」が発足。既存HPのコンテンツ再編・フレー

ムデザインの構築などの作業を行い，同年9月下旬

とよだ のりこ

豊田紀子
（日吉メディアセンター）

にリニューアルパージョンとして正式公開した。

3.利用者アンケート結果

(1996.6～1998.12集計数計399件）

日吉メディア HPの利用状況を把握し，利用者

ニーズを調査するため，初期の日吉メディアHP上

にて任意のアンケート調査を行なった。回答の結

果， 8割以上は学内からの学部生のアクセスであっ

た。よく閲覧している情報は，「What’sNew」

「Information（広報紙Informationのweb版）」 な

どに集中した。記述式のアンケートには，今後掲載

して欲しい情報として， 「蔵書検索システム OPAC

へのリンク」「BookList」「各種問合せ先」「データ

ベース等へのリンク」などが挙げられた。

4.コンテンツの構築

新しいHP構築に際して，利用者アンケートは多

いに役に立った。従来のような，単なる案内指示的

な情報提供だけではなく，ページ上で利用者自身が

自由にデータベースや他のサイトへの検索を行なう

ことができ，サイトを主体的に活用しうる場となる

こと，つまり， 一方通行的な 「掲示板的スタイルJ

から，利用者との「相互コミュニケーションJの場作

りが，次期HP構築の課題となるべきもので、あった。

委員会では，色々な大学や企業のWebサイトを検

証し，魅力あるHP構築のためのコンセプトを練り

直した。討議を重ねた結果，コンセプト構築におい

て着眼したのはまず下記の4項目である。

＜内容＞

・単なる広報媒体としての機能を薄め，インタラ

クティブな機能を盛り込んだ「サイバー図書

館J的な機能を前面に出す。

－利用対象となるユーザは明確化する。

－特定の情報ページにおいて常に新しい情報
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(N ews&Informa tion）をリアルタイムで提供

する。

＜デザイン＞

・シンプルかつ見やすく機能的なデザイン。日

吉キャンパスの若々しいイメージを活かし明

るい色彩を用いる。

－全ページ通じてデザイ ンや色調を統一感のあ

るものにする0

・トップページの情報量は多く し過ぎず，スク

ロールせずに目次全体が見られるようにする。

＜機能＞

・メディアセンターが提供している各種検索データ

ベースを充実させ，利用者が自由に検索できるシス

テム構築をする。

・ Web上で申込が出来る図書館サービスの充実

－「利用者からの要望」入力フォームの構築

＜更新＞

・ We bの速報性を活かし，新着情報は直ちに

アップロードする。HPをチェ ックするユーザ

が常に目新しい情報を得られるよう情報の鮮

度に留意する。

5.フレームデザインの検討・業者の選定

コンテンツの方向性を固め，いよいよデザインに

ついて検討を始める段階となった。今回のリニュー

アルでは，「視覚的に魅力のある斬新なデザインJ

を目指したため，大枠となるフレームデザインにつ

いては，プロの業者に委託しデザインを考案しても

らうことにした。業者選定にあたっては，作業日

程，価格，技術の正確さ，日吉メディアセンター側

のコンセプトの実現性，業者側カ、らの提案事項など

を鑑み，決定した。

実作業を依頼する前に，ワーキンググループと業

者の間で十分に話し合いを行い，コンセプトや方向

性の共有化を図った。全体的なデザインやインター

フェース，配色， MAPなどの作業は業者側に一任

した上で，作業の進捗とほぼリアルタイムでページ

内容の確認を行い，作業開始後の1ヶ月の間でほぼ

すべてのページについての作業が完了した。
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6.今後の課題

リニューアル版公開より約l年が経過し， HP上

のコンテンツも徐々に整備されてきた。リニューア

ル版の目玉として，当初より最も力を注いできたの

が，「DigitalLibrary」略して「dLibJパートであ

る。このパートでは，日吉メディアセンターで提供

している様々なデータベースや情報コンテンツなど

を満載している。提供するデータベースや電子

ジャーナルの数も，この 1年で格段に増え，内容も

より充実したものとなった。

利用者自らがHP上の検索機能を使って情報を入

手し，自主的に調査・研究を進められるスタイル

が，日吉メディアHPの目指すデジタルレファレン

スサービスの形である。多くの利用者に，これらの

情報源の存在を知ってもらい，その検索技術を習得

してもらうことが日吉メディアセンターの役割とも

いえるが，その第一歩として，メディアセンターが

関わる「情報リテラシーJの授業においては，日ロ

メディアHPを効率よく利用して情報を扱う方法を

中心に講義を行なっている。

また， パブリックサービスのパートにおいては，

利用案内の見やすさや，ユーザへのインタラクテイ

ブなサービス提供がメインとなる。ユーザが知りた

い情報に効率よく辿り着くためには，インター

フェースを含めた分かりやすいサイトの構築が必要

である。また，ユーザが潜在的に持っているメディ

アセンターHPへのサービス要望も積極的に取り入

れ，今後のサイト構築に反映させていくべきもので

ある。その一例として，日吉メディア HPではリ

ニューアル後，利用方、イドや利用案内シリーズの

PDF版を作成し，利用者が館外からも自由にガイ

ドを入手できる形にした。

7.最後に

今回のリニューアルは，メディアセンターの職員

と利用者の声と HP作成業者との，いわば三位一体

のアイデアにより完成したものである。先にも書い

たが，日吉メディアセンタ－ HP委員会は，各担当

部署のメンバーが集まる委員会であるため，様々な

観点から意見を出しあうことができた。今後も魅力

あるホームページ作りを担っていくべく，意見の活

発な委員会でありたい。
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ホームページのリニューアjレ
一湘南藤沢メディアセンター一

l リニューアルの概要

湘南藤沢（以下， SFC）メディアセンターのホー

ムページがリニューアルしたのは2000年3月1日で

ある。見た目も，旧ホームページの白地の背景に

ポップな図柄（図 1） から，慶~カラーを基調とし

たレイアウトに変更された。リニューアル作業自体

は1999年夏頃から開始し，専任スタ ッフ1名が全

体を設計した。新ホームページの特徴は以下の通り

である。

1 ）フ レームの採用

階層の多重化を避ける

見やすさ，使いやすさを優先

2）更新作業の簡便化

文字コードを S-JISへ変更

ディレクトリを業務単位に整理

3）アクセスポイント

WEBソースへのゲートウェー

オンライン・リクエストの項目の増加

フレームを採用したのは，旧ホームページの構造が

複雑で，行きたいページには何度もクリ ックしない

と辿り着けなかった，という反省からである。フ

レームに登録された目次部分にはほぼ全てのページ

を登録し，基本的にクリック l回の操作を原則とし

た。文字コードを EUCから S-JISに変更したのは，

手元の業務端末（PC）からソースの変更ができる

ようにするためである。旧ホームページでは，キャ

ンパス ・ネットワーク ・システム （CNS）のUNIX

端末にログインして作業していた。また，複雑だ、っ

たディレクトリ構造を業務単位に （データベース

サービスなら”dbワ整理し，業務単位ごとのメンテ

ナンスとした。

リニューアルにあたって，ホームページに対する

考え方も変わってきた。それは，ホームページは広

報の一種という認識から，情報へのアクセスポイン

トという認識である。この背景には，商用データ

しまだ たかし

島田貴史
（湘南藤沢メディアセンター）

ベースの Web化，オンラインジャーナルの普及と

いったWebベースの情報資源が急増し，ユーザが

利用しやすい形でこれらの資源を提供する必要が出

てきたためである。また， SFCメディアセンターが

開発したオンライン ・リ クエスト・サービス （申込

手続きのオンラインイヒ）へのユーザからの認知が高

まり，サービスメニューの増加に伴う入口の整備も

必要であった。

以下，SFCメディアセンターの特徴である「WEB

ソースへのゲートウェー」「オンラインリクエスト

の増加」について詳述する。

2. WEBソースへのゲートウェー

1999年度はWEBソースで提供する情報が飛躍的

に増加した I年であった。具体的には提供データ

ベースの約3分のl近くがWEBベースとな り，オ

ンラインジャーナルのタイトル数では，延べ約

4,300タイトル （重複分を抜くと約3600タイトル）

がWEB上で利用可能となっている。

データベースへのアクセスは，ホームページの左

フレーム→”DATABASES”を選択する。目次部分

は3つのパートから出来上がっている。

1）主題から探す （0×を探す）' 2）契約データベー

ス一覧， 3）その他，利用上の諸注意の3つである。

モ題からであれ， 一覧からであれ，データベースを

選択した時点で，個別データベースのページに飛

ぶ。個別データベースのページには，概要説明，接

続方法，注意事項の他に，＂ TelerateChannel，， のよ

うに操作マニュアルを載せているものもある。

個別データベース・ページのコンテンツはスタッ

フが作成している。幸い SFCメディアセンターは

「データベースガイド」という冊子を毎年刊行してお

り，このガイドやマニュアルが素材となっている。

3）その他では，端末の設定方法 （認証システム

の設定方法など），利用上の注意 （著作権に関する
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注意）などを掲載している。

オンラインジャーナルは，ホームページの左フ

レーム→”ONLINEJOURNALS”からアクセスでき

る。1999年度に最も変化の大きかったサーピスで

ある（1998年度以前は100タイトル前後）。 これは，

PQD, SD21といった大規模オンラインジャーナ

ル ・パッケージを契約したためである。

オンラインジャーナルリストは， EXCELのピ

ボットテープルを使って作成している。雑誌名のア

ルファベットごとにA～Zに分類し， 一覧表を掲載

している （縦列が雑誌名，横列がオンラインジャー

ナル ・パッケージ名）。表内にある”HW””SD21”と

いったボタンをクリ ックすると，その雑誌の目次

ページに飛ぶ。利用者が書庫から 「雑誌名Jで探す

イメージで設計されている。

将来的には雑誌論文データベースとオンライン

ジャーナルとを機械的にリンクさせることが望まし

いが，現状ではそれぞれのアクセスポイントを設け

ることはできていると思う。

3.オンライン・リクエスト項目の増加

オンライン ・リクエストは，ホームページの左フ

レーム→”ONLINEREQUEST”でアクセスする。

CGIプログラムで作った書式を用意しているのが特

徴である。2000年8月末日現在で登録されている

サービスは

・資料購入依頼／文献取寄せ

・紹介状発行

・施設予約

・CNSリクエスト

である。

オンライン・リクエストの最大の特徴は「利用者

手続きの簡素化Jである。例えば，文献複写の申し

込みをする場合，メディアセンターに足を運ぶ回数

が，以前の申込時，受取時の2回から，受取時だけ

で済むようになった。もう一つの特徴は「サーピス
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時間の拡大」である。図2は，文献取り寄せサービ

スへのオンラインによる申込時間別グラフである。

データは2000年4月1日～7月31日分の複写物取

り寄せサービスへの申込件数である。平日 17時に

終了するカウンター業務終了後の18～19時台の利

用が最も多い。また， 20時～O時までの利用が午前

中の利用よりも多いのも特徴である。利用者はいつ

でも申し込むことができる。

問題はオンライン化の割合とメンテナンスであ

る。例えば，文献取り寄せのオンライン ・リクエス

トは，利用者からの申し込み部分だけをオンライン

化したので，利用者側のメリ ットは大きかったが，

件数の急増でスタッフ側の処理がパンクしてしまっ

た。一方，受付から予約の管理の全てをプログラム

で制御している「施設予約」では，重複予約など紙

による管理では発生しやすいミスも全て機械がコン

トロールしてくれる。オンライン化の割合によっ

て，その後の処理に差が発生する。

メンテナンスという側面から見ると，機械による

コントロールの割合が高くなればなる程，プログラ

ミングが高度となり，スタ ッフの技量では維持でき

なくなるという問題もある。

4.まとめ

最後に，今後の課題を挙げてみたい。WEBによ

る情報提供が今後も増加すれば，ホームページがメ

ディアセンターの入口となり，今後は広報手段だけ

でなく，サーピスそのものをホームページ上で行う

必要があるだろう。また，良いページを作っていく

ためには，技術やセンスの面での知識が必要とな

り，スタ ッフだけで全てを賄うのは難しくなる。し

かし，完全に外部に委託するとなると，新鮮で確実

な情報の提供という面で問題が発生してしまう。

これらの課題を考えながら，よ り良いものを作って

ゆきたい。
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高鳥正夫先生の思い出

20数年前に私が慶腔義塾に就職した時，高鳥正夫

先生は情報センタ一所長であり，図書館長でいらっ

しゃいました。いつもニコニコ顔で，私達新人にも

気さくに声をかけてくださっていました。お話をな

さりながら，いつも図書館員の考えや業務上の問題

点などを確かめていらっしゃったように思います。

虫時は，キャンパス全体に冷房設備などは無く ，

図書館（現在の旧図書館） 4階の雑誌室などは，夏

には40度近い室温になる日が続いていました。あ

る時，各学部長室と図書館長の部屋にだけ冷房設備

が取り付けられることになりましたが，高鳥先生は

「図書館長の部屋はそれほど暑くないし，毎日執務

に使っているわけではないので，冷房は要りませ

ん。代わりに毎日働いている図書館の中で， 一番暑

い雑誌室につけてください。Jとおっしゃり，雑誌室

の事務スペースに冷房を入れてくださったのです。

三田の新図書館建設の時には，率先して建設計画

を推進されました。新しい図書館のサービスはどの

みやぎ

宮木さえみ
（メディアセンター本部課長）

ようにあるべきか，そのための施設設備はどのよう

なものにしなくてはならないかなどについて，私達

現場・の担当者とも熱心に議論されて，それを大学血

局との交渉の時にも活かしていらっしゃいました。

新図書館が完成した時も，先生のゼミの学生がキャ

プテンをしているクラプの学生をアルバイトとして

紹介してくださり，移転作業がスムースに進むよう

に配慮してくださいました。先生のご専門は商法研

究でしたが，図書館長としても，図書館運営に遇進

され，とうとう「大学図書館の運営」という本まで

著されました。

お元気でいらっしゃった頃から，決して「現状に

甘んじる」ようなことは，なさらなかった高鳥先生

ですので，亡くなられでも，あのやさしい中にも強

い意志をうかがわせる笑顔で，天国の改革にいそし

んでいらっしゃることでしょう。

ご冥福をお祈りいたします。

心lこ残る 1枚～安西郁夫さんを偲んで～

義塾における安西さんの輝かしい業績については

昭和58年度の義塾賞授賞がそれを物語っているの

でここでは触れません。仕事以外での安西さんの

キーワードをf合うとしたら，コーヒー，たばこ，カメ

ラ，それにダンデイー，といったところでしょうか。

私の社会人I年め（昭和53年）は研究室棟にあっ

た三田情報センター（現三田メディアセンター）第

2閲覧でした。当時，パブリックサーピス部長だっ

た安西さんは，ほほ毎朝，関連部署を巡回されるの

でした。仕事の話が済み，時間に余裕があると一服

しながら私のような若輩にも声をかけてくれます。

その時の話題はもっぱらカメラでした。安西さんを

ご存知の方はおわかりでしょうが，とまと手ったのは

会話におけるあの独特の間（ま）です。険しい表情

を崩さぬまま，ちょっと聞を置いて返事をされるの

です。微笑む場合はさらにその後です。初めは怒ら

れているのかなと錯覚しました。

ぉ
夫

劃

日
明

蹴諜

い
井

ト

山川
両国

ン

z
z，
セイ一アメ学工理

安西さんとの会話の間合いにも慣れた頃でした。

ある朝，うれしそうに大きな包みを抱えてこられま

した。それは半切か全紙だったか覚えていません

が，パネルに伸ばした 1枚の白黒写真でした。みぞ

れまじりの金沢，飴で有名な俵屋の前の景色だ、った

と記憶しています。写した日のことや撮影の状況を

とてもうれしそうに語ってくださいました。会心の

I枚だ、ったに違いありません。

第2閲覧時代には他にもいくつか作品を見せてい

ただきましたが，私にとってもとりわけその1枚が

心に残りました。思いの深さに差はあっても，写

にはそれを撮った人の気持ちが込められているもの

ですが，今頃になってあの景色の意味を考えたりし

ます。その答を伺うことはもうできませんが，どの

ような心象風景だ、ったのでしょうか。私もいつか人

の心に残る I枚を撮りたいと思います。安西さん，

どうか安らかにお休みください。
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メディアネット・メディアセンターに関する書誌
1999.8～2000.7 

A.新聞記事

・（イブニングマガジン）大学図書館（下）慶応義

塾大学

産経新聞東京夕刊ページ5-72000/04/24 

・歴史の一瞬，天気が左右一一白石克

日本経済新開朝刊（文化）ページ402000/ 4/17 

・松森胤保の代表作，「両羽博物図譜」デジタル化

に朝日新聞山形 ページ0292000/01/30 

8.雑誌論文

・井田進也ブ東海散士「佳人之奇遇」合作の背景

・・・慶応義塾図書館所蔵稿本を読む

（特集新世紀への課題集……未来へのストラテ

ジー……歴史，国家，ネイティブ）”．国文学解

釈と教材の研究.Vol.44. No.12. 1999.10. p.36～43 

・渋川雅俊． ”義塾の 20世紀慶応義塾図書館の二

0世紀……図書館の発展と蔵書の形成”．

一回評論.1、fo.10171999.10. p. 26～34 

スタッフによる論文発表・研究発表

1999.8～2000.7 

［論文発表］

［三田］

加藤好郎．“大学図書館の日本複写機センターへの

対応について”．私立大学図書館協会会報.No. 

114.2000.8.p.77・82.

村上篤太郎，“ナレッジ ・マネジメントを目指して．＼

大学と教育.No.26.1999.10.p.47-48. 

市古健次．”ヴァージニア大学稀観昏講習会の受講

及び米国図書館における閲覧と視察”． 大学図書

館研究.No.57.1999.12.p43-50. 

市古健次“（ニュートン）自然哲学の数学的原理（解

説）”． 三田評論.No.1024.2000.5.pl06-107. 

松本和子．“（要訳）講演： 21世紀の情報専門家一

David Bender”． 専門図書館 .No. 178 .. 1999. 11. 

p.30-36. 

松本和子．“（訳）大学図書館の深夜間館について一

cott DiMarco : Scott Van Dam”． 情報の科学と

技術 Vol.50,No.2,2000.2.p.88-93.

金子康樹． ”大学図書館における Webサイト構築と

マネジメントの実際

o.12.1999.12.626-631. 

金子康樹 ．”利用者公開PCのセキュリテイについ

て”．情事自の科学と技術 Vol.50.No.2.2000.2,p73-79.

布目和美J統計の読み方 （5）家計編” ．情報の科

学と技術.Vol.49.No.10.1999.10.p.521・526.

布目和美．・・統計の読み方 01）貿易編”． 情報の科

学と技術 Vol.50,No.4.2000ιp.247-253.

永嶋千夏子ブ統計の読み方 （4）労働編”． 情報の

科学と技術.Vol.49,No.9.1999.9.p.464-471. 

永嶋千夏子．“統計の読み方 (IO）商業編＼情報の

科学と技術.V ol.50.No.3.2000.3,p.166-171. 

保坂睦．“統計の読み方 （9）企業編”． 情報の科学

と技術.Vol.50.No.2,2000.2,p.103・108.

保坂睦ブ統計の読み方 02）情報化編＼ 情報の

科学と技術.Vol.50.No五2000丘p.308-313.

村田優美子． “統計の読み方 （3）教育編”．情報の科

学と技術.Vol.49.No.8.1999ゑp.411-416.

村田優美子．“統計の読み方 （6）物価編”． 情報の科

学と技術.Vol.49.No.11.1999.11.p.580-584. 

［日吉］

藤井康子．［村井のり子（国学院大学法学部資料室），

いしかわまりこ（バーチャル法情報資料室）との

共著］，“図書館へ行こう＼ 別冊法学セミナー法

学入門2000.No.165.2000.4.20,p.146-156. 

1－岡真紀子J統計の読み方 （8）金融編＼ 情報の

科学と技術.Vol.50,No.1.2000,p.41-47. 
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［信濃町］

平吹佳世子．”第3回JMLAヨーロッパ研修報告：

電子情報化社会における日本医学図書館協会の役

割”． 医学図書館 .Vol.47.No.2. 2000.6.p.202-206. 

小津ゆかり．”年代別蔵書構成とキャンパス外への

別置”． 医学図書館 .Vol.47No.l. 2000.3,p.61・67.

岡野純子”海外の医療情報サービスに学ぶ”． カレ

ントアウェアネス .No.246, 2000.2, p.4・6.

［矢上］

贋田とし子．“図書館界の国際交流

2000.p.124-126. 

［湘南藤沢］

市古みどり．“レファレンスサービスとインター

ネット・・ 医学図書館 Vol.47.No.2.2000.6.p.149-154.

関 秀行...教室環境のデジタル化 ーデジタル

キャンパスの実現に向けて－.＂豊 監局紀要Vol26.. 

999,p.25-26. 

河野江津子ブ統計の読み方 （7 ）財政編” 情報の

科学と技術.Vol.49,No.12.1999.12.p.639-646.

［研究発表］

［本部］

入江伸．”INFOSTAシンポジ、ユーム 2000図書館

システムの現状と今後の展開” .2000.6.26.

於総評会館

［三 田］

加藤好郎J・ネ ットワーク時代の図書館＼文部省学

校図書館司書教諭講習会.1999.8.11於都立工業

高校

加藤好郎．”私立大学図書館協会の国際協力”．学術

情報センタ一国際協力シンポジューム .1999.8.30

於軽井沢国際セミナーハウス

加藤好郎．“国公私立大学図書館協力委員会と日本

複写権センターとの対応” 私立大学図書館協会

東地区研修会．凶99.12.21於東京女子大学

加藤好郎．“海外における日：本資料提f共の協力体I告リ

日本研究司書研修国際交流基金.2000.l.21 

於国際文化会館

加藤好郎． “私立大学図書館協会の国際図書館協

力”．北米日本語調整委員会年次大会.2000.3.16

於 SanDiego （米国）

加藤好郎 “慶膳義塾図書館のリエンジニアリン

72 

グ” OCLC館長会議.2000.3.21.

於 Columbus（米国）

加藤好郎．“私立大学図書館協会の自己点検 自己

評価ガイドライン作成経過”．私立大学図書館協

会東地区PS分科会.2000.4.19於明治大学

加藤好郎．”グローパル・リソース・シェアリング

のパネラー”．私立大学図書館協会国際図書館協

力委員会国際シンポジ．ユーム.2000.5.22於慶雁義

塾大学

加藤好郎．“日本複写権センターとの交渉経過”私

立大学図書館協会東地区研究大会.2000.6.9於実

践女子大学

加藤好郎．”ネ ットワークと図書館”．文部省学校

図書館司書教諭講習会.2000.8.7於東京都立晴海

総合高等学校

加藤好郎．“ネ ットワークと図書館”．文部省学校

図書館司書教諭講習会.2000.8.21於東京都立晴海

総合高等学校

村上篤太郎．・・図書館員のための論文の書き方”．私

立大学図書館協会東地区部会パフ1 ックサービス

研究分科会.1999.9於東洋大学箱根保養所

松本和子．”プリユツセル セミナ一報告”．第21

回 EDCセミナ－ .2000.5.於東京

松本和子．“私の薦める最適WEB情報源・人物情

報i原”．専門図書館協議会全国研究集会.2000.7

於愛知県名古屋市

梁瀬三千代．”大学院生活を振り返って”．人事部

主催研修報告会.2000.3.27於慶謄義塾大学

金子康樹．・＇ Strategiesand challenges of the Keio 

Univerity Library （加藤好郎氏と共同発表）”．．

18th Annual International Conference of Re-

search Library Directors.2000.3.於 OCLC.Dublin. 

OHIO 

金子康樹．”デジ夕ル情報の統合化

サe一会.2000.5.於慶膳義塾大学

金子康樹．“慶膝義塾大学のZ39.50サーバーと書誌

フォーマットについて”.OCLCワークショ ップ

2000.5.於慶膳義塾大学

金子康樹. "ICPSR代表者会議参加報告” ICPSR 

圏内利用協議会.2000.3.於東京大学

古賀理恵子．“多様化するレファレンスツールとそ

の運用＼私立大学図書館協会東地区部会平成11



年度第2回研修会.1999.10於慶膳義塾大学

村田優美子．“企業等派遣研修報告会” 人事部主催

研修報告会.2000.3.24慶臆義塾大学

村田優美子”企業等派遣研修報告会＼人事部主催

研修報告会.2000.3.28慶躍義塾大学

［信濃町］

平吹佳世子”電子雑誌導入事例ー慶麿義塾大学医

学メディアセンターにおいて”．第6回医学図書館

研究会.1999.9.29於東京大学検見川セミナーハウ

ス

小津ゆかり．“蔵書の古い部分をキャンパス外へ。
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事例報告と今後の展望＼第6回医学図書館研究

会.1999.9.29於東京大学検見川セミナーハウス

［湘南藤沢］

市古みどり．“慶麿義塾大学における事例報告＂ .ISI 

Symposium. 1999.11.19.アJレカデイア市ヶ谷

（東京）

関 秀行．“慶醸義塾大学湘南藤沢メディアセン

ターの映像メディアサーピス”.1999年度私立大

学図書館協会西地区部会研究会.1999.10.8.京都精

華大学 （京都市）

三回メディアセンター小展示ニュース

平成 12年3月7日～4月24日

明治時代の鉄道錦絵 （2)

豆成 12年5月1日～5月13日

『三回文学』刊行90周年記念と三田の文人たち

(1910-1940) 

平成 12年5月15日～5月27日

『三田文学j刊行90周年記念と三回の文人たち

(1941-1970) 

平成 12年6月26日～7月8日

新収貴重書展

平成 12年7月24日～8月5日

各学部における古典

平成 12年 10月2日～ 10月14日

『三田文学j刊行90周年記念と三田の文人たち

(1971-2000) 

平成 12年 11月6日～ 11月20日

日蘭交流400年記念展示

三回メディアセンターニュース3

全館禁煙

4月から図書館2階に設けられていた喫煙コー

ナーを以下の理由で廃止し，全館禁煙としました。

①喫煙しながらの資料閲覧行為は、資料保存上適

さないこと

②既に喫煙に対して苦情があったこと

③完全な分煙は，現施設の構造上不可能である

こと

④床が黒く焦げ付くなど、施設保全上，適さない

こと

図書館図書を圏内他大学図書館に貸出開始

6月から図書館予算で購入した1960年以降出版の

和書と洋書を対象（一部例外あり）に，圏内の4

年制大学及び大学院大学の図書館から依頼があっ

た場合に，貸出をする相互貸借サービスを開始し

ました。

学生環境サークルECO団体への書籍引渡

対象資料： 三田メデイセンターに寄贈された資料

のうち，重複のため不要，選書基準に

合わないなどの理由により受入れない

と決めたもの

目 的：資料の有効利用のため、資料交換コー

ナーに置く

※古本屋への売却、生協店頭との競合を避けるた

めの対策は講じています。
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年次統計資料く平成11年度〉

1.図書費＜平成11年度実績及び12年度予算＞ 慶藤義塾大学メディアセンター

ι二二訳 平成 11年度実績 ＜単位：円＞ 平成12年度予算＜単位：千円＞

図書支出 図書資料費 言十 図書支出 図書資料費

本 部 ／／／  43,362,021 43,362,021 ／／／  51,561 51,561 

三回メディアセンター 674,380,865 62,773,170 737, 154,035 690,910 77,233 768,143 

図 書 館 319,424,342 62,773,170 382,197,512 300,093 77,233 377,326 

指定寄付金 (1,282,000) 

持寸主ー 部＊ 354,956,523 。 354,956,523 390 817 390,817 

（私大研究設備相当額） (27,908,847) 

日吉メディアセンター 175,128,798 14,672,440 189,801,238 57, 150 15,177 72,327 

図 書 館 60,149,967 12,177,342 72,327,309 57150 15 177 72 327 

指定寄付金 ／／／  ／／／  ／／／  ／／  

品寸＂ー' 部＊ 114,978,831 2,495,098 117,473,929 127,931 2,621 130,552 

（私大研究設備相当額） (16,095,000) 

医学メディアセンター 190,799,741 21,252,672 212,052,413 227,680 20,864 248,544 

指定寄付金 307,618 

理工学メディアセンター 200,672,388 30,470,352 231,142,740 220,743 31,342 252,085 

指定寄付金 500,000 

（私大研究設備相当額） 。
湘南藤沢メディアセンター 160,996,583 50,044,436 211,041,019 161,000 50,032 211,032 

（私大研究設備相当額） 。
-8- Z十 1,401,978,375 222,575,091 1,624,553,466 1,357,483 246,209 1,603,692 

合印 特別図書費は含まない。

（私大研究設備相当額）は合計欄に加算しなし、。
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2-1.蔵書統計＜年間受入及び所蔵冊数＞

各ι二~」訳 単 行 書 製本雑誌

和 言十 手口 洋 言十
合計

洋

三国メディアセンター 16,744 17,515 34,259 4,391 6,704 11,095 45,354 

図 書 館 ／／  ／ ／  。／／／ ／／  。 。

宝亭 学 部 ／／  ／／  。／／／ ／／  。 。

間
日吉メディアセンター 12,344 6,035 18,379 1,815 2,351 4,166 22,545 

受
図 書 館 10,369 944 11,313 1,303 357 1,678 12,991 

入
寸品同ー 部 1,975 5,091 

冊
7,066 512 1,976 2,488 9,554 

数
医学メディアセンター 2,078 875 2,953 3,020 6,754 9,774 12,727 

理工学メディアセンター 3,803 1,342 5,145 1,190 4,680 5,870 11,015 

湘南藤沢メディアセンター 13,451 4,650 18,101 2,219 1,725 3,944 22,045 

ti" E十 48,420 30,417 78,837 12,635 22,214 34,849 113,686 

三回メディアセンター 785,783 867,875 1,653,658 220,201 227,367 447,568 2,101,226 

図 書 館 ／／  ／／  。／／／ ／／  。 。

所 寸品同ー 部 ／／  ／／  。／／／ ／ ／  。 。

蔵 日吉メディアセンター 365,912 183,186 549,098 48,342 61,684 110,026 659,124 

冊
図 書 館 276,135 26,988 303,123 31,748 4,096 35,844 338,967 

数
長7崎・ 部 89,777 156, 198 245,975 16,594 57,588 74, 182 320,157 • 

針
医学メディアセンター 46,137 45,429 91,566 71,443 152,959 224,402 315,968 

理工学メディアセンター 68,294 36,058 104,352 49,164 137,654 186,818 291,170 

湖南藤沢メディアセンター 127,540 85,690 213,230 30,437 24,180 54,617 267,847 

d回... E十 1,393,666 1,218,238 2,611,904 419,587 603,844 1,023,431 3,635,335 
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2-2. 蔵書統計＜逐次刊行物：タイトル数＞

ι二み」訳 カ レ ，、〆 ト ノンカレント カレント・ノン

平日 洋 言十 手口 洋 言十 カレント合計

三国メディアセンター 5,979 4,790 10,769 6,070 3,854 9,924 20,693 

図 書 館 ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  

学 部 ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／ ／  

日吉メディアセンター 948 863 1,811 1,213 1,600 2,813 4,624 

図 書 館 ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  

－品A子~ 部 ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  

医学メディアセンター 1,792 1,826 3,618 1,252 1,907 3,159 6,777 

理工学メディアセンター 1,199 1,317 2,516 3,150 5,725 8,875 11,391 

湖南藤沢メディアセンター 1,274 1,249 2,523 549 693 1,242 3,765 

4ロ』 E十 11,192 10,045 21,237 12,234 13,779 26,013 47,250 

2-3. 蔵書統計＜非図書資料＞

各メ二みト」訳 種別
光学 ・

A-V資料
磁気媒体

合計

二回メディアセンター
タイ トル数 158 78 236 

笛 数 1,490 401 1,891 

年 日吉メディアセンター
タイトル数 198 382 580 

箇 数 638 1,123 1,761 

間
医学メディアセンター

タイ トル数 63 54 117 

新 箇 数 73 191 264 

規 理工学メディアセンター
タイ トル数 115 86 201 

箇 数 177 179 356 

湖南藤沢メディアセンター
タイトル数 300 225 525 

箇 数 989 605 1,594 

dロ,. Z十
タイトル数 834 825 1,659 

箇 数 3,367 2,499 5,866 

三回メディアセンター
タイトル数 2,706 8,610 11,316 

箇 数 95,250 16,509 111,759 

累 日吉メディアセンター
タイトル数 1,233 4,062 5,295 

箇 数 13, 109 10,840 23,949 

医学メディアセンター
タイトル数 468 1,771 2,239 

箇 数 2,418 4,152 6,570 

計 理工学メディアセンター
タイトル数 684 263 947 

箇 数 2,150 608 2,758 

湘南藤沢メディアセンター
タイトル数 1,243 2,449 3,692 

箇 数 13,093 4,603 17,696 

総 累 Z十
タイトル数 6,334 17,155 23,489 

箇 数 126,020 36,712 162,732 
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3-1. 判用統計＜貸出及び閲覧冊数＞

各二立~IR 館 タト 貸 出 館内 閲覧 例年度比

教職員 学 生 そのイ也 塾外 言十 一般図書 貴重書 館外貸出

三国メディアセンター 18,507 158,825 7,165 1,781 186,278 ／ ／ 1,030 0.95 

日吉メディアセンター 11,628 144,074 5,418 。161,120 ／ ／  ／／  1.07 

医学メディアセンター 53,746 19,230 4 46 73,026 ／／  ／／  0.98 

理工学メディアセンター 1,688 54,213 5 12 55,918 ／／  ／／  1.01 

湘南.沢メディアセンター 4,254 99,296 595 711 104,856 ／／  ／／  1.17 

合 Z十 89,823 475,638 13,187 2,550 581,198 ／／  1,030 平均 1.03

3-2.利用統計＜相互貸借（複写依頼を含む）＞

各二二三メ」訳 依頼を受けた （貸） 依頼した （i昔）

現物 （冊）
三図メディアセンター

複写 （件）

現物 （冊）
日吉メディアセンター

複写 （イ牛）

現物 （冊）
医学メディアセンター

複写 （件）

現物 （冊）
理工学メディアセンター

複写 （件）

現物 （冊）
湖南藤沢メディアセンター

複写 （件）

現物 （冊）
合 E十

複写 （件）

参考データ：早慶lしし（内数）

依頼を受けた （貸）

現物 複写

三回メディアセンター 583 760 

日吉メディアセンター 106 131 

医学メディアセンター 11 547 

理工学メ ディアセンター 12 622 

湘南藤沢メディ アセンター 52 79 

f" コ 言十 764 2,139 

＊現物は冊数、複写l立件数

園内圏外 計 園内 国外 言十

583 。 583 487 370 857 

5,484 23 5,507 2,625 529 3,154 

106 。 106 60 3 63 

711 。 711 458 69 527 

63 。 63 41 42 

25,786 169 25,955 2,714 77 2,791 

12 。 12 17 。 17 

19,057 。19,057 2,572 82 2,654 

194 。 194 267 2 269 

572 573 850 25 875 

958 。 958 872 376 1,248 

51,610 193 51,803 9,219 782 10,001 

依頼した （借）

現物 複写

三回メディアセンター 409 966 

日吉メディアセンター 50 106 

医学メディアセンター 。74 

理工学メディアセンター 17 662 

湖南藤沢メディ アセンター 98 279 

fコ恥 言十 574 2,087 
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3-3.判用統計＜複写サービス＞

各二立トゴ訳 民『aー． 内 千戸＂＇ー 外 L:,. 
計Eコ

種目IJ 件数 枚数 件数 枚数 件数 枚数

電子コピー（オペレーター付） 4,399 54,119 5,730 65,302 10,129 119,421 

電子コピー（セルフ式） 4,211,506 ／／  ／ ／  4,211,506 

三国メディアセンター OHP・スライド作成 4 6 ／／  ／／／  4 6 

マイクロ資料コピー 1,719 85,352 192 2,988 1,911 88,340 

簡易印刷 142 50,606 ／／  ／ ／  142 50,606 

電子コピー（オペレーター付） 611 4,457 711 5,677 1,322 10 134 

日吉メディアセンター 電子コピー（セルフ式） ／／  ／／  ／ ／  1,299,076 ／／  1,299,076 

マイクロ資料コピー（セルフ式） 89 7,000 6 1,236 95 8,236 

電子コピー（オペレーター付） 17,562 112, 197 95,470 581,594 113,032 693,791 

電子コピー（セルフ式） 568 495,943 ／／  ／ ／ ／／  495,943 
医学メディアセンター

／／  ／／  ／／  OHP・スライド作成 28 123 123 

マイクロ資料コピー ／／  ／／  5 45 ン／ 45 

電子コピー（オペレーター付） 1,313 13,886 18,778 151,279 20,091 165,165 

電子コピー（セルフ式） ／ ／  918,055 276 7,228 ／／  925,283 
理工学メディアセンター

レ ／ ／／  OHP 363 1,761 363 1,761 

マイクロ資料コピー 29 415 3 28 32 443 

電子コピー（オペレーター付） 515 4,371 478 3,968 993 8,339 

電子コピー（セルフ式） ／ ／  520,572 ／／  ／／  二7 520,572 

湖南藤沢メディアセンター OHP・スライド作成 15 584 ／／  ／／  584 

マイクロ資料コピー ン ／ ／／  ／／  ／／  ／／  ／／  

簡易印制 1,040 4,908,454 ／／  ／／  1,040 4,908,454 

電子コピー（オペレーター付） 24,400 189,030 121,167 807,820 145,567 996,850 

電子コピー（セルフ式） 568 6,146,076 276 1,306,304 844 7,452,380 

ti E十 OHP・スライド作成 410 2,474 。 。 410 2,474 

マイクロ資料コピー 1,837 92,767 206 4,297 2,043 97,064 

簡易印刷 1,182 4,959,060 。 。1,182 4,959,060 

＊斜線は計上不能
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3-4.利用統計くレファレンス・ サービス＞

利用者別

よ二トごf ~ 内

教職員

三図メディアセンター 2,318 

日吉メディアセンター 991 

医学メディアセンター 1,879 

理工学メディ アセンター 964 

湖南.；尺メディ アセンター 160 

~ It 6,312 

3-4. 利用統計＜レファレンス・ サービス＞
業務内容別

文献所在調査

三回メディアセンター 10,189 

日吉メディ アセンター 1,421 

医学メディ アセンター 1,423 

理工学メディ アセンター 7,205 

湖南·~·尺メ ディ アセンター 188 

c色' Z十 20,426 

MediaNet No.8(2000.10) 

者

* 生
学外者 fコ. 計

21,821 4,455 28,594 

5,662 303 6,956 

209 1,494 3,582 

8,192 1,632 10,788 

2,431 99 2,690 

38,315 7,983 52,610 

事項 調 査 利用指導 その他 4』 言十Eコ

1,060 15,546 1,799 28,594 

443 5,063 29 6,956 

1,651 508 。 3,582 

121 3,361 101 10,788 

33 2,465 4 2,690 

3,308 26,943 1,933 52,610 
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言卜 報
高鳥正夫元図書館長は 1999年 12月31日，ご病気のため逝去されました 享年77

高烏先生は 69年 6月に図書館長に就任され，館長としては異例の長い任期を勤められて 82年 3月末

をもって退任されました。この間，図書館から研究 ・教育情報センターへの移行や三田の新図書館の建設につ

いて多大な貢献をされ，まさに 4月から新図書館が開館するというときに退任されました。別項に追悼の記事

を掲載いたしましたが，あらためて謹んで哀悼の意を表します。なお， f慶麿義塾報j1899号に言卜報が， f法学

研究J73巻 6号に追悼記事，略歴，主要著作目録が掲載されています。

安西郁夫元三田情報センター副所長は 1999年 12月31日，ご病気のため逝去されました 享年76

安西さんは文学部図書館・情報学科事務主任として長く勤務された後， 三田情報センタ一副所長として勤務

され，図書館業務の機械化などを大きく推進されました。謹んで、ご冥福を祈り ます。

寄付報告
高鳥正夫元図書館長のご遺族から「メディアセンターの発展のために」とのご趣旨で慶膳義塾図書館あて

に金1000万円のご寄付を頂戴致しました。お気持ちに沿えるように活用させていただく所存です。記して感

謝の意を表します。

編集 後 記
。職業人としての基本に「学ぶ」ことがあり，「研修」は大きな意味を持っている。勤務時間内の30分間の研

修から数年間に及ぶ研修まで，さまざまな研修が整えられている。海外研修も，見学訪問から，会議出張，

国際会議への出席と多岐にわたる。ただ研修を受けるだけではなく，その経験を共有し，発展させていくこ

とが求められる。最近の研修成果をそれぞれ一ページにまとめて特集とした。

。編集委員の小松君から本誌の改善提案を受けた。次号で実現させたい。

。校正が最終段階にあるとき，ニュースが届いた。平成 12年の文化勲章に石川忠雄前塾長が，文化功労者に

速水融大学名誉教授が受章者に決まった。ご本人はもちろん，義塾にとっても慶事である。速水先生は図書

館長を務められていたので，より身近に感じられる。共に喜びたい。

Media Net第8号 20凹年10月31日発行

編集 MediaNet編集委員会

発行者 岡林隆

発行 慶R主義塾大学メディアセンタ一本部

表紙デザイン

印刷

〒 108-8345東京都港区三田2-15-45

電話 03-5427-1臼4

株式会社 AXHUM （藤田明浩）

共立コミュニケーションズ（株）

MediaNet編集委員会

編集長 佐藤 和賞

編集員 宮崎 貞治（本部）

加藤孝明（医学）

小松雅高（三 田）

杉本若葉（理工学）

E-mail: medianet-edit@mita.lib.keio.ac.jp 
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『MediaNetNo.SJ正誤表

・72ページの左コラム12行自‘［湘南藤沢］（明朗｝は［湘南藤沢］｛ゴシック｝

・74ページの1.図書費く平成11年度実績及び12年度予算＞は次の表に差し省え（訂正箇所は．イタリックでアンダーライン）．

内自民 、iえI:え1_1_ <r 1Jt ~ k.,,, < 11t位：11J> 
各地区メディアセンター 図書支出 凶書資料費 言十

本 部 43,362,021 43,362,021 

z図メディアセンター 674,380,865 62,773,170 737.154,035 

図 書 館 319,124,342 62,773,170 382,197,512 

指定寄付金 (l ,282,000) 

学 部＊ 354,956,523 0 354,956,523 

（私大研究設備相当額） (27,908,847) 

日吉メディアセンター 175, 128, 798 14,672.440 189,801,238 

図 書 館 60,149,967 12,177,342 72,327,309 

指定寄付金

声T比－ 部＊ 114,978,831 2,495,098 117,473,929 

（私大研究設備相当額） (7 481,317) 

医学メディアセンター 190,799,741 21,252,672 212,052.413 

指定寄付金 307,618 

理工学メディアセンター 200,672,388 30,470,352 231.142,740 

指定寄付金 500,000 

（私大研究設備相当額） 。
湘南蔵沢メディアセンター 160,996,583 50044436 211 041 019 

（私大研究設備相当額） 。
d口'.>,. 1,401,978,375 222,575,091 1,624,553,466 

牟印特別図書費lま含まない．
指定寄付金、｛私大研究訟備相当額）は合計織に加算しない．

・77ページの3-2.利用統計＜相互貸借（複写依頼を含む）＞は、益外の数値のみ．

・78ページの3-3.利用統計＜被写サービス＞は次の表に差し笛え．

｜各店元p 旦空 種 Ell 
字 内

件数 枚 数
電子コピー（オペレーター付） 4,399 54,119 
電子コピー（セルフ式） ----4,211,506 

図J書jl），支見1日2{j£庄凶一主書塁資5料W·＇「，［.；＿「~J「〉一
51,561 51.561 

690,910 77.233 768,143 

300,093 77,233 377,326 

390,817 390,817 

185.081 Fヌ198 202.819 
57,150 15, l 77 72,327 

127,931 2,621 130,552 

227,680 20,864 248.544 

220,743 31 342 252,085 

161 000 50,032 211,032 

1,41§..411 Z鍾畠謹 1,ZJJ.244 

生堂 外 合計
件書量 枚数 件 数 枚 数
5,730 65,302 10,129 119,421 

~”’ ---－－－－戸 4,211,506 

三国メディアセンター
OHP・スライド作成 4 

6 ---
J 戸J 4 6 

マイクロ資料コピー 1,711 85,352 170 1,739 1,881 87,091 
簡易印刷 142 50,606 一”戸’ 一戸戸，F 142 50,606 
マイクロフィルム作成 8 28 24 1,260 32 1,288 
電子コピー｛オベレーター付） 611 4,457 711 5,677 1,322 10,134 

日吉メディアセンター 電子コピー（セルフ式） ----1,299,076 』戸戸－ －－”F 
」，戸，， 1,299,076 

マイクロ資料コピベセルフ式 89 7,000 6 1,236 95 8236 
電子コピー（オベレーター付） 17,562 112,197 95,470 581,594 113,032 693,791 

医学メディアセンター 電子コピー（セルフ式｝ ~”’ 495,943 」d ”’ J 戸J ---495,943 

旦マHイEク：2-ロ乏資で料（！：：コ作ピEーl 28 123 J 戸r ---- 28 123 ------- 5 45 5 45 
電子コEー｛オペレーター付） 1,313 13,886 18,778 151,279 20,091 165,165 

理工学メディアセンター 電子コピー｛セルフ式） ~”’ 918,055 276 7,228 276 925,283 
OHP 363 1,761 ---~”’ 363 1,761 

マイクロ資料コピー 29 415 3 28 32 443 
電子コピー｛オペレーター付） 515 4,371 478 3,968 993 8,339 

湘南厳沢メディアセンタ 電子コピー｛セルフ式） ~戸，F 520,572 4 戸戸J -------- 520,572 
OHP・スライド作成 15 584 ----一”” 15 584 
簡易印刷 1 040 4 908 454 ---- ---- 1 040 4908454 
電子コピー（オペレーター付｝ 24,400 189,030 121,167 807,820 145,567 996,850 

電子コピー（セルフ式） ----7,445,152 276 7,228 276 7,452,380 

会 計 OHP・スライド作成 410 2,474 ------410 2,474 

マイクロ資料コピー 1 829 92,767 184 3048 2,013 95,815 
簡易印刷 1182 4 959,060 －”’ 一戸，戸” 1,182 4,959,060 

マイクロフィルム作成 8 28 24 1,260 32 1 288 

$斜線は計上不能
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展示会予告＋ 

＋ 

’ ’ 
慶慮義塾の経済学J『福運先生没後百年記念

’ ’ 
＋ 

企’a
’企・va
－－－－v

＋ 
＋ 

協賛：丸普株式会長｜：）催：慶！奮義塾図書館（協力：慶！忠義塾福浮研究センター

期： 2001年 l月29日（月）～2月3日（土）

午前 10時～午後7時 （最終日は午後5時まで）

・玉

b、
:z:;; 

’ ’ 
場： 丸善 ・日本橋店4階ギャラリーb、

:z:;; 

’ 
＋ 

畠：・I・v

．，‘
．．
 A
・I・－，
‘・：－va

－－，‘：
－v

4階特設会場（各日とも午後2時30分～3時30分，先着80名）

1/29 （月）r福浮門下の経済論j

セイコ一株式会社取締役会長服部程次郎

1/30 （火）r慶膳義塾と近代経済学の確立j

慶F主義塾大学助教授池旧幸弘

1/31 （水）r高橋誠一郎とj変膳リベラリズムの伝統j

慶醸義塾図書館長飯田裕康

2/ 1 （木） 『慶膳義塾と F.ウェーランドj

千葉商科大学教授藤原昭夫

2/ 2 （金） 『戦間期経済と日本の経済学j

明治大学教授 柳i幸治

講演会：

’ 

’ 幕末から戦後までの日本の経済学の雁史を，慶賠義塾の理財科・経済学部の歩みとともにふりかえり

ます。塾の経済学者の著作を中心に，スミス f国富論J初版本など，慶膳義塾図書館所蔵の経済学の

古典もあわせて約八十点を展示いたします。 ’ ’ 
‘．， 
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